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特
集
・
時
短
の
中
で
の「
成
績
評
価
」を
こ
う
す
る

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年11月15日発行（毎月1回15日発行）第528号

明日の授業にすぐに使える明日の授業にすぐに使える明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学小学小学小学1111年　国語「ものの名前」年　国語「ものの名前」年　国語「ものの名前」年　国語「ものの名前」 算数「どんなけいさんになるのかな？」算数「どんなけいさんになるのかな？」算数「どんなけいさんになるのかな？」算数「どんなけいさんになるのかな？」
小学小学小学小学小学222222年　国語「わたしはおねえさん」年　国語「わたしはおねえさん」年　国語「わたしはおねえさん」年　国語「わたしはおねえさん」年　国語「わたしはおねえさん」 算数「図をつかって考えよう」算数「図をつかって考えよう」算数「図をつかって考えよう」算数「図をつかって考えよう」
小学小学小学小学小学333333年　国語「案内の手紙を書こう」年　国語「案内の手紙を書こう」年　国語「案内の手紙を書こう」年　国語「案内の手紙を書こう」年　国語「案内の手紙を書こう」 算数「間の数」算数「間の数」算数「間の数」算数「間の数」
小学小学小学小学小学444444年　国語「感動を言葉に」年　国語「感動を言葉に」年　国語「感動を言葉に」年　国語「感動を言葉に」年　国語「感動を言葉に」 算数「帯分数の計算」算数「帯分数の計算」算数「帯分数の計算」算数「帯分数の計算」
小学小学小学小学小学555555年　国語「年　国語「年　国語「年　国語「年　国語「年　国語「あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、どう考えるどう考えるどう考えるどう考える」」」」算数「四角形や三角形の面積」算数「四角形や三角形の面積」算数「四角形や三角形の面積」算数「四角形や三角形の面積」
小学小学小学小学小学小学小学小学小学小学小学666666666666年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」 算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」

小学1年　国語「ものの名前」 算数「どんなけいさんになるのかな？」
小学2年　国語「わたしはおねえさん」 算数「図をつかって考えよう」
小学3年　国語「案内の手紙を書こう」 算数「間の数」
小学4年　国語「感動を言葉に」 算数「帯分数の計算」
小学5年　国語「あなたは、どう考える」 算数「四角形や三角形の面積」
小学6年　国語「本の紹介文」 算数「テスト勉強の仕方」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「ものの名前」 算数「どんなけいさんになるのかな？」
小学2年　国語「わたしはおねえさん」 算数「図をつかって考えよう」
小学3年　国語「案内の手紙を書こう」 算数「間の数」
小学4年　国語「感動を言葉に」 算数「帯分数の計算」
小学5年　国語「あなたは、どう考える」 算数「四角形や三角形の面積」
小学6年　国語「本の紹介文」 算数「テスト勉強の仕方」

中学校の授業実践
理科「実用電池をどう教えるか」
学活「これからのネット・リテラシー

教育には『契約書』が必須である」

特集

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す
工作指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

時短の中での
「成績評価」をこうする
時短の中での
「成績評価」をこうする

本当に大切なのは子供たちに力を付けること本当に大切なのは子供たちに力を付けること

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

未曾有の1年が終わる年の暮れ
来年こそはよい年になりますように！
未曾有の1年が終わる年の暮れ
来年こそはよい年になりますように！
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　タブレット端末を使わせる際に重要なのが「できる限り触れさせる」ことだ。確かに、破損、不適切
な検索、LINEいじめのような情報の送付などのトラブルは想定される。しかし、正しい使い方を教えれ
ばよい。タブレット端末を扱う経験を増やし、筆記用具のような自然なツールとしていく。

一人一台タブレット端末が導入されている。
システムとルールで、児童が使いやすい環境
をつくっている。

↑システム
100均のブックスタンドと電源タップを
組み合わせて、タブレット置き場にして
いる。出席番号で管理し、置き場所とケー
ブルは個人に割り当てている。そのため、
丁寧に扱われる。

↑ルール
タブレット端末の使用は教科の学習だけではない。係活動
などの時間も、児童が必要だと考えれば自由に使うことが
できる。そのようなときは、教室のどこで使用してもよい
ことにしている。

↑システム
タブレット端末を授業中に扱うときには、
譜面台が便利だ。機器操作を行いやすい角
度を自然と作ることができる。

←システム
AppleTVを導入しているので、タブレット端末か
らでも、無線でテレビに画面を映すことができる。
児童が自席から離れることなく画面に映し、発表
をすることができる。

京都府・京都教育大学附属桃山小学校 越
お

智
ち

 敏
とし

洋
ひろ

↑システム

↑ルール

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

輪郭英単語カード
2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年9月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とびなわキング
（ブルー、レッド、
イエロー）
各750円（税込）
特典：1回の注文につき　
　級別シール　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

鉄棒くるりんベルト
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

10月号
で紹介！

11月号
で紹介！

TalkLine2020-12_H2-3_入稿.indd   1 20/11/04   10:51
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で解説！ 一目一目で分かる指導のコツで分かる指導のコツ写真写真

1 2020. 12

１

対
象
学
年
・
準
備
物

　

三
学
年
以
上
・
ハ
ー
ド
ル

２

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

　

ハ
ー
ド
ル
走
は
、場
づ
く
り
が
大
変
な
の
で
、

授
業
前
に
場
づ
く
り
を
す
る
の
が
理
想
で
あ

る
。
し
か
し
、
時
間
が
取
れ
ず
、
授
業
中
に
場

づ
く
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
ハ
ー

ド
ル
を
跳
ん
で
い
る
時
間
よ
り
も
準
備
と
片
付

け
の
時
間
の
方
が
長
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
五
メ
ー
ト
ル
~
七
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
、

イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
異
な
る
。
事
前
準
備
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
学
級
の
実
態
に
よ
っ
て
、
使

わ
れ
な
い
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
レ
ー
ン
が
出
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
子
供
た
ち
に
ハ
ー
ド
ル
の

寸
法
を
教
え
て
お
く
。
す
る
と
、
た
っ
た
一
台

の
ハ
ー
ド
ル
で
、
子
供
た
ち
だ
け
で
場
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

３

ポ
イ
ン
ト

「
ハ
ー
ド
ル
の
幅
は
ど
の
く
ら
い
の
長
さ
だ
と

思
い
ま
す
か
」

「
ハ
ー
ド
ル
の
足
は
、ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
」

　

メ
ジ
ャ
ー
で
測
ら
せ
る
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶

に
な
り
、
よ
り
効
果
的
だ
。

「
幅
は
ぴ
っ
た
り
一
メ
ー
ト
ル
 ※
、
足
は
五
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
つ
ま
り
、
ハ
ー
ド
ル

一
台
で
長
さ
が
測
れ
ま
す
」

４

実
践
前

　

ハ
ー
ド
ル
を
置
く
た
め
に
、
メ
ジ
ャ
ー
で

測
っ
た
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
打
っ
た
り
、
場
づ
く

り
に
時
間
が
掛
か
る
。

５

実
践
後

　

一
台
の
ハ
ー
ド
ル
を
使
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
バ

ル
を
測
り
、
場
づ
く
り
が
で
き
る
。

　

場
の
修
正
も
簡
単
に
で
き
、
自
分
に
合
っ
た

イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
台
の
ハ
ー
ド
ル
で
場
づ
く
り
を
し
よ
う

子
供
た
ち
が
ハ
ー
ド
ル
の
寸
法
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
、

子
供
た
ち
だ
け
で
場
づ
く
り
が
で
き
る
。

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校

※
中
学
校
用
は
、
一
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。



子供が変わる
！ 授業が変わる！ 板書術・ノート術超凄腕

で解説！ 一目一目で分かる指導のコツで分かる指導のコツ写真写真
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元
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東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

１

討
論
に
ふ
さ
わ
し
い
板
書
形
式

　

社
会
科
の
板
書
の
一
つ
、
参
加
型
板
書
を
紹

介
す
る
。

　

旧
来
、
板
書
行
為
は
教
師
が
行
う
の
が
常
識

で
あ
っ
た
。
向
山
洋
一
氏
が
子
供
た
ち
に
黒
板

を
解
放
し
た
い
わ
ゆ
る
「
参
加
型
板
書
」
は
画

期
的
な
板
書
形
式
で
あ
る
。

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
理
想
形
で
あ

る
討
論
の
授
業
に
こ
そ
、
ふ
さ
わ
し
い
形
式
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
授
業
で
は
、
一
人
一
人
の
意
見

は
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
、
そ
れ
を
発
表
す
る
形
が

主
流
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
印
象
的
な
意
見

は
と
も
か
く
、
多
く
の
子
供
た
ち
の
意
見
は
埋

も
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
誰
が
ど
の
意

見
を
も
っ
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
、

討
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

参
加
型
板
書
な
ら
ば
、
討
論
の
授
業
を
行
う

中
で
、誰
が
ど
の
意
見
に
所
属
し
て
い
る
の
か
、

す
ぐ
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

学
級
の
意
見
分
布
を
互
い
に
理
解
し
て
い
る

こ
と
は
、
討
論
の
授
業
で
重
要
で
あ
る
。

２

参
加
型
板
書
の
も
う
一
つ
の
良
さ

　

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
参
加
型
板
書
が
討

論
の
授
業
に
お
い
て
子
供
た
ち
を「
お
客
さ
ん
」

で
い
ら
れ
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
自
分
の
意
見
が
ノ
ー

ト
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
意
見
は

忘
れ
ら
れ
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な

る
。
結
果
、
討
論
へ
の
参
加
度
が
下
が
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
黒
板
上
に
自
分
の
意
見
が
書
か

れ
て
い
れ
ば
、
い
つ
自
分
の
意
見
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
一
人
一

人
に
緊
張
感
を
作
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
黒
板
に
は
全
員
分
の
意
見
が

書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。

　

ま
た
、
通
常
の
授
業
で
は
、
教
師
が
子
供
の

意
見
を
一
つ
一
つ
板
書
し
て
い
く
展
開
が
多
い
。

教
師
が
板
書
し
て
い
る
間
、
子
供
た
ち
の
学
習

活
動
は
止
ま
る
。
時
間
が
無
駄
に
な
る
。
参
加

型
板
書
だ
っ
た
ら
、
そ
の
よ
う
な
時
間
の
無
駄

が
な
い
、
密
度
の
濃
い
授
業
展
開
に
な
る
。

３

オ
ン
ラ
イ
ン
時
代
の
板
書

　

オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
教
育
課
程
は
、
今
現
在
の
重
要
課
題
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
「
黒
板
」
の
役
割
に
代
わ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
お
け
る
ツ
ー
ル
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、

「
グ
ー
グ
ル
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
」

で
あ
る
。
子
供
た
ち
に
シ
ー
ト
を
共
有
さ
せ
る

こ
と
で
、
授
業
で
の
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
一
覧
さ

せ
、
共
有
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

グ
ー
グ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
な
ど
を
使
え
ば
、

さ
ら
に
ス
ム
ー
ズ
な
や
り
取
り
が
実
現
で
き
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
が
可
能
な
今

の
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業

方
法
を
子
供
た
ち
に
教
え
て
お
く
こ
と
だ
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
事
態
が
、
将
来

ま
た
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
子
供
の
学
び
を
止

め
な
い
方
策
を
、
今
の
う
ち
に
学
習
さ
せ
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

参
加
型
に
よ
る
社
会
科
の
板
書
技
法

討
論
に
お
け
る
学
級
全
員
の
意
見
を
一
覧
で
き
る
板
書
法
。

▲参加型板書

▲参加型板書による意見共有（オフライン）▲スプレッドシートによる　意見共有（オンライン）
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④目や
口な
どの
部品
　を取
　　り付
　　　ける

何
を
大
切
に
考
え
て

子
供
の
前
に
立
つ
の
か

工
作
（
も
の
づ
く
り
）
に
関
わ
っ
て
。

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

北
海
道
教
育
大
学
教
授

　

何
を
大
切
に
考
え
て
子
供
の
前
に
立
つ
の
か
。

　

こ
の
教
育
の
根
本
的
な
問
い
に
ど
う
答
え
る

の
か
。
地
球
規
模
の
生
態
系
の
問
題
や
、
原
発

事
故
を
含
む
様
々
な
事
件
・
事
故
を
踏
ま
え
れ

ば
、
生
命
を
基
本
と
す
る
教
育
と
答
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
生
命
を
基
本
と
す
る
教
育

と
は
、
生
命
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
し
て
、

よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
創
造
す
る
人
間
の

育
成
を
意
味
す
る
。
生
活
環
境
と
は
、
自
然

環
境
と
人
為
的
環
境
を
指
す
。

　

で
は
、
生
命
を
基
本
と
す
る
教
育
を
具
現
化

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
工
作
（
も
の
づ

く
り
）
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
の
か
。
端
的
に

言
え
ば
、
自
然
と
対
立
す
る
工
作
で
は
な
く
、

自
然
と
な
じ
む
工
作
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
人
間
は
自
然
の
一
員
で
あ
り
、
自
然

に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
工
作
の
指
導
を
行
う
上
で
ど
の

よ
う
な
問
い
に
答
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
基
本
と
な
る
問
い
を
次
に
示
し
た
。

　

自
然
に
逆
ら
っ
て
い
な
い
か

　

自
然
に
無
理
を
か
け
て
い
な
い
か

　

自
然
の
理
に
か
な
っ
て
い
る
か

　

有
り
余
る
ほ
ど
の
材
料
で
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
必
要
と
す
る
分
だ
け
の
材
料
で
︵
少
な
い

材
料
で
︶
多
様
な
︵
豊
か
な
︶
発
想
を
生
み
出

す
工
作
教
材
の
開
発
は
、
そ
う
し
た
問
い
に
答

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
材
料
は
自
然
の

恵
み
で
あ
り
、
自
然
の
生
命
へ
の
敬
意
を
大
切

に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

よ
り
よ
い
も
の
を
求
め
て
真
剣
に
材
料
（
自

然
の
生
命
）
と
向
き
合
う
工
作
の
過
程
は
、
前

述
し
た
問
い
を
基
軸
と
す
る
能
動
的
・
身
体
的

な
自
然
と
の
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
と
も
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
対
話
を
通
し
て
、
自
ら
の
実
感
に

基
づ
き
な
が
ら
、
自
然
と
人
間
と
の
関
わ
り
方

を
学
ぶ
意
味
は
極
め
て
大
き
い
。

　

下
の
工
作
教
材
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

■教材「ソックス人形」における多様な発想の事例（発展形）　作品／こども學舎の皆さん（札幌市）
　Ａ：（展示）中身の入ったペットボトルにソックスを被せて。Ｂ・Ｃ：（遊び方）中に手を入れて。

■必要とする分だけの材料で（少ない材料で）多様な（豊かな）発想を生み出す工作教材の開発
　【例】教材「ソックス人形」の材料…ソックス、色画用紙、厚紙、毛糸、モール
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ID・パスワードなしで見られ
るお試しページを開設しまし
た。周囲の方に、ぜひ、ご紹介
ください‼

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる5分間

とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロードダウンロード
コンテンツもコンテンツも
満載！満載！

本誌PDFデータも
ダウンロード
できます！

56ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
ID とパスワードを入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、	SNSから
　	アクセスできます。

３３か月の期間限定公開！  
今すぐアクセス！

お得がが

今、ここでしか
見られない動画！

いっぱい！いっぱい！

もはじめました！

「いじめ指導」「いじめ指導」

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを

クリック！

お し試 版

なわ跳びについて

向山洋一に聞く　　教育　 ＆
第16回

回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

デジタルトークライ
ン 検索

http://talkline.to
s-land.net

Digital Talkline
購読者限定WEBサ

ービス
購読者限定WEBサ

ービス

今月のトークラインID・パスワード

t 7 n k j p
（ティ・なな・エヌ・ケー・ジェイ・ピー）
ID：TL12 ※有効期間：

2020年11月15日～
2021年2月14日

重
回
し
ま
で
で
き
る
人
も
出
て
き
ま
す
。
三
年

間
続
け
る
と
、
大
な
わ
を
回
し
な
が
ら
、
そ
の

中
に
二
重
回
し
で
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
師
に
な
っ
て
、
冬
の
体
育
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
一
番
に
な
わ
跳

び
を
考
え
ま
し
た
。
な
わ
跳
び
は
「
十
回
続
け

て
跳
べ
た
」「
二
重
回
し
が
一
回
で
き
た
」
と

い
う
よ
う
に
、
レ
ベ
ル
を
級
表
で
管
理
で
き
ま

す
。
節
目
ご
と
に
賞
状
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
授
業
が
成

り
立
ち
ま
す
。
級
は
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い

い
の
で
す
。
一
級
か
ら
三
十
級
く
ら
い
ま
で
あ

れ
ば
、
次
か
ら
次
へ
と
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

毎
週
上
が
る
の
で
、
子
供
た
ち
は
す
ご
く
熱
中

し
て
、休
み
時
間
に
な
れ
ば
、跳
び
な
わ
を
持
っ

て
出
て
行
っ
て
や
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
も
な
わ
跳
び
は
全
国

各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
全
国
共
通

の
「
二
重
回
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
〇

級
」
と
い
う
基
準
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
変
な
広
が
り
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
熱
中
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
体
力
が

付
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

な
わ
跳
び
は
私
自
身
が
学
ん
で
き
た
文
化
で

あ
り
、
先
生
方
が
努
力
し
て
作
り
上
げ
た
文
化

で
も
あ
り
ま
す
。
今
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

を
使
っ
て
な
わ
跳
び
指
導
を
し
て
い
ま
す
。「
な

わ
と
び
級
表
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
」
の
シ
ス
テ
ム

は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら

れ
た
の
で
す
か
。

　

向
山
先
生
が
四
十
代
後
半
で
な
わ
跳
び
を
跳

ん
で
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
変

上
手
で
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は
な
わ
と

び
級
表
な
ど
の
指
導
法
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

先
生
自
身
の
な
わ
跳
び
の
ル
ー
ツ
と
な
わ
跳
び

指
導
の
ル
ー
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
高
校
時
代
の
経
験
を
も
と
に
、
冬
の
体
育
を

ど
う
す
る
か
と
考
え
て
つ
く
り
ま
し
た
。

　

な
わ
跳
び
で
思
い
出
す
の
は
、
私
が
高
等
学

校
の
と
き
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
大
変
盛
ん
な
学

校
で
、
そ
の
中
の
一
つ
に
な
わ
跳
び
が
あ
り
ま

し
た
。
柄
も
何
も
な
い
普
通
の
荒
い
な
わ
を

使
っ
て
二
重
回
し
を
や
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
三

平山靖氏平山靖氏
「学級目標の作り方と活かし方」「学級目標の作り方と活かし方」
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オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

　

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
ろ
う
が
対
面
だ
ろ
う
が

「
授
業
」
で
あ
る
以
上
、
次
の
こ
と
は
経
験

則
的
に
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

⑴
対
面
で
の
授
業
が
上
手
な
人
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
も
お
お
む
ね
上
手
で
あ
る
。

⑵
対
面
で
の
授
業
が
下
手
な
人
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
上
手
な
人
は
い
な
い
。

　

つ
ま
り
、
対
面
授
業
の
技
量
と
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
技
量
と
は
、
お
お
む
ね
相
関
関
係

が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
対
面
で
の
授
業
技
量
を
検

定
す
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
」
で
高

い
段
級
位
を
取
得
し
て
い
る
人
は
、
お
お
む

ね
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
技
量
も
優
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
前
号
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
」
の
技
術
・
技
能
が
存

在
す
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
特
化
し
た
検
定
が
あ
れ
ば
、

多
く
の
先
生
方
の
授
業
は
さ
ら
に
立
体
的
に

伸
び
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。（

つ
づ
く
）

　

私
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
の
講
座
の
中

や
、
民
間
の
企
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
を
開

発
す
る
と
い
っ
た
場
面
で
、
上
の
よ
う
な
枠

組
み
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
示
し
て
き
た
。

　

堀
田
氏
の
図
の
第
二
象
限
と
第
三
象
限
を

切
り
取
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
お

分
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

２　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量

　
　

検
定
」
の
対
象
と
す
る
も
の

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検

定
」
を
創
設
す
る
。

　

そ
の
際
、
対
象
と
な
る
部
分
を
明
確
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
混
乱
す
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検

定
」
が
そ
の
対
象
と
す
る
の
は
、「
同
期
型

双
方
向
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
で
あ
る
。

　

堀
田
氏
の
資
料
で
は
第
二
象
限
の
部
分
で

あ
る
。
第
三
象
限
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
も
極
め

て
重
要
だ
が
、
こ
ち
ら
は
む
し
ろ
「
教
材
開

発
」
に
近
い
。

３　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量

　
　

検
定
」
の
前
提
条
件

　

さ
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」

に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。

①
同
時
双
方
向
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

②
オ
ン
デ
マ
ン
ド
学
習

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」の
創
設
（
２
）

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
の
内
容
に
触
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
に
「
そ
も
そ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
の
枠
組
み
と
前
提
条
件
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
の
上
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
の
内
容
項
目
を
吟
味
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

導
体
制
･
環
境
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て

東
北
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科

堀
田
龍
也

（
首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

　

極
め
て
重
要
な
資
料
だ
。

　

本
誌
の
読
者
は
ぜ
ひ
、
原
文
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

（https://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/

kyouikusaisei/jikkoukaigi_w
g/

syotyutou_w
g/dai2/siryou5.pdf

）

　

こ
の
資
料
の
中
で
堀
田
氏
は
、「
教
室
で

の
学
び
」
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
び
」
を

下
の
よ
う
に
整
理
し
て
示
し
て
い
る
。

　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
Ｘ
軸
、
同
期
と
非

同
期
を
Ｙ
軸
と
し
た
非
常
に
分
か
り
や
す
い

図
で
あ
る
。

１　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
は
何
か

　

教
育
再
生
実
行
会
議
と
は
、
内
閣
直
属
の

諮
問
機
関
で
あ
る
。

　

開
催
の
趣
旨
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
21
世
紀
の
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
体
制

を
構
築
し
、
教
育
の
再
生
を
実
行
に
移
し
て

い
く
た
め
、
内
閣
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

し
て
教
育
改
革
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、﹃
教
育
再
生
実
行
会
議
﹄（
以
下

﹃
会
議
﹄
と
い
う
。）
を
開
催
す
る
。」

　

こ
の
会
議
の
初
等
中
等
教
育
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
（
第
二
回
）
で
、
東
北
大
学

の
堀
田
龍
也
氏
が
提
出
し
た
資
料
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
新
た
な
学
び
と
指
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一

　

早
い
学
校
で
は
八
月
の
半
ば
か
ら
始
ま
っ
た

今
回
の
二
学
期
も
、
終
盤
に
近
づ
き
ま
し
た
。

こ
の
二
学
期
は
、
お
お
む
ね
十
九
週
間
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教
育
の
中
で
、
十

九
週
間
連
続
で
学
校
に
行
く
と
い
う
の
は

初
め
て
の
こ
と
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
の
向
山
行
雄
氏
の
ご
指
摘
で

す
。

　

猛
暑
の
夏
か
ら
、
魔
の
十
一
月
と
言
わ
れ
る

重
点
月
間
を
含
ん
だ
こ
の
長
丁
場
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
も
、
困
難
な
局
面
を

様
々
に
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

あ
る
い
は
、
今
も
ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
し
な
が

ら
奮
闘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
二
学
期
の
最
後
に
、
願
わ
く
ば
、

で
き
る
だ
け
安
定
し
た
形
で
授
業
を
ま
と
め
、

成
績
を
付
け
、
事
務
処
理
に
区
切
り
を
付
け
て
、

冬
休
み
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
際
に
学
校
と
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
、

チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
項
目
、
三
学
期
を
見
据
え
て

準
備
す
べ
き
こ
と
等
を
、
特
集
の
冒
頭
で
向
山

行
雄
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
し

た
。

二

　

本
当
に
子
供
た
ち
の
立
場
に
立
っ
た
成

績
処
理
と
は
？

　

そ
も
そ
も
、
何
の
た
め
に
成
績
処
理
を
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

子
供
た
ち
を
振
り
分
け
る
た
め
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

あ
な
た
は
よ
く
で
き
る
子
で
し
た
。

Ｂ　

あ
な
た
は
普
通
で
す
。

Ｃ　

あ
な
た
は
よ
く
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

も
っ
と
頑
張
り
な
さ
い
。

　

こ
う
い
う
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
子
供
た
ち
に
付
け
て
、

そ
れ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
末
転

倒
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
小
中
学
校
は
義
務
教
育
で
あ
り
、

そ
の
評
価
・
評
定
の
原
理
は
「
到
達
度
評
価
」

で
す
。
そ
の
評
価
・
評
定
の
基
本
思
想
は
「
形

成
的
評
価
」
で
す
。

「
Ｃ
」
を
も
ら
っ
て
放
置
さ
れ
た
子
が
、

「
僕
は
Ｃ
だ
っ
た
か
ら
、
今
度
は
も
っ
と
頑
張

ろ
う
！
」

と
意
欲
を
燃
や
し
て
取
り
組
み
、
成
績
が
上

が
っ
て
い
っ
た
事
例
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
。

　

意
欲
を
失
っ
て
、
む
し
ろ
勉
強
を
し
な
く

な
っ
た
事
例
は
た
く
さ
ん
聞
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
「
選
別
的
評
価
」
は
、子
供
に
と
っ

て
む
し
ろ
有
害
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

向
山
式
の
「
テ
ス
ト
返
却
」
の
方
法
は
、
こ

の
よ
う
な
評
価
の
弱
点
を
克
服
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
方
法
で
す
。

①
テ
ス
ト
の
直
前
に
プ
レ
テ
ス
ト
を
す
る

こ
と
で
し
っ
か
り
と
復
習
さ
せ
る
。

②
テ
ス
ト
が
で
き
た
人
か
ら
そ
の
場
で
採

点
す
る
。

③
そ
の
場
で
返
却
す
る
。

④
そ
の
場
で
テ
ス
ト
直
し
を
さ
せ
る
。

⑤
直
し
た
ら
丸
を
付
け
て
点
数
を
直
し
て

あ
げ
る
。

　

言
葉
で
書
く
と
簡
単
で
す
が
、
実
際
に
は
細

か
な
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
速
け
れ
ば
速
い
ほ
ど
効

果
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
実
に
理
に
か
な
っ
た
方

法
で
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
期
末
テ
ス
ト
な
ど
は
、
小

学
校
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
複
数

の
ク
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
し
、
テ
ス
ト
監
督
も
担

任
が
や
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
力
の
あ
る
先
生
方
が
ど
の

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
を
、
本
特
集
で

は
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三

　

二
学
期
終
盤
の
成
績
事
務
処
理
に
ま
つ
わ
る

内
容
で
は
、
ほ
か
に
も
様
々
な
点
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

⑴
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
」
の
評
価
・

評
定
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

⑵
成
績
処
理
を
で
き
る
だ
け
速
く
、
効
率
よ
く
、

し
か
も
子
供
た
ち
も
納
得
す
る
よ
う
に
行
う

事
務
処
理
の
コ
ツ
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

⑶
子
供
た
ち
の
心
に
響
く
所
見
の
ポ
イ
ン
ト
、

し
か
も
短
時
間
で
書
き
上
げ
る
コ
ツ
は
？

…
…
等
々
で
す
。
こ
の
特
集
が
、
先
生
方
の
お

役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１
長
い
二
学
期

　

二
学
期
は
長
い
。
昔
か
ら
そ
う
だ
っ
た
。
残

暑
の
厳
し
い
始
業
式
か
ら
始
ま
っ
て
、
木
枯
ら

し
が
吹
き
抜
け
る
十
二
月
下
旬
ま
で
の
長
期
戦
。

だ
か
ら
十
一
月
頃
に
は
息
切
れ
が
す
る
。

　

私
自
身
も
、
子
供
の
頃
か
ら
十
一
月
は
嫌
い

だ
っ
た
。
あ
る
脳
科
学
者
は
、
日
没
が
早
く
な

り
、
心
身
が
消
沈
し
が
ち
に
な
る
と
言
う
。

　

十
一
月
は
子
供
の
問
題
行
動
の
要
注
意
月
間
。

私
が
文
京
区
や
東
京
都
教
育
委
員
会
の
生
活
指

導
担
当
指
導
主
事
を
し
て
い
た
頃
は
、
こ
の
時

期
に
い
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行
為
等
の
事
案

が
増
加
し
た
。
だ
か
ら
後
年
、
東
京
都
は
十
一

月
を
心
の
ふ
れ
あ
い
の
重
点
期
間
と
し
て
設
定

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
、
六
月
、
十
一

月
、
二
月
を
ふ
れ
あ
い
月
間
（
い
じ
め
防
止
強

化
月
間
）
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
教
師
も
体
調
を
崩
し
が
ち
に
な
る
。

駆
け
出
し
の
頃
、
初
任
者
研
修
担
当
指
導
主
事

を
三
年
間
務
め
た
。
十
一
月
に
体
調
を
崩
す
初

任
者
が
目
立
っ
た
。

　

始
業
式
以
来
の
疲
れ
が
た
ま
る
。

　

冬
休
み
ま
で
は
ま
だ
遠
い
。

　

日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
退
出
の
頃
は
真
っ
暗
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
も
し
に
く
い
。

　

長
い
二
学
期
の
人
間
関
係
の
も
つ
れ
も
あ
る
。

　

公
私
と
も
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い
。

　

幾
つ
も
の
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
。

２
「
行
事
学
校
」
か
ら
「
勉
強
学
校
」
へ

　

今
年
は
、
更
に
新
た
な
要
素
が
加
わ
る
。

　

二
学
期
の
始
業
式
は
早
い
学
校
で
八
月
十
七

日
。
二
学
期
は
十
九
週
間
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
だ

け
長
い
学
期
は
、
我
が
国
の
学
校
制
度
に
お
い

て
は
な
か
っ
た
。

（
通
常
、
北
国
の
学
校
の
二
学
期
開
始
は
早
い

が
、
そ
の
分
冬
休
み
が
長
い
。
そ
の
た
め
、
学

期
全
体
で
見
れ
ば
長
く
は
な
ら
な
い
）

　

加
え
て
八
月
下
旬
か
ら
の
猛
烈
な
残
暑
。
そ

の
中
を
、
子
供
た
ち
は
登
校
し
た
。
そ
の
疲
れ

が
心
身
に
た
ま
り
、
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に

効
い
て
く
る
。

　

そ
れ
は
教
師
も
同
様
だ
。
短
い
夏
休
み
。
学

校
休
業
の
補
填
と
再
開
後
の
教
育
活
動
。
三
密

を
避
け
る
た
め
の
指
導
は
、
気
を
遣
う
。

　

日
本
で
は
、
義
務
制
の
学
校
の
二
学
期
は

「
行
事
学
校
」
だ
。
二
学
期
の
学
校
生
活
に
変

化
を
も
た
せ
、
長
い
二
学
期
を
ゴ
ー
ル
ま
で
駆

け
抜
け
て
き
た
。

　

学
習
指
導
要
領
、特
別
活
動
の
「
学
校
行
事
」

の
内
容
に
「
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
、

学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な

活
動
を
行
う
」
と
あ
る
。

　

二
学
期
に
運
動
会
や
展
覧
会
、
学
芸
会
（
文

化
祭
）
や
音
楽
会
（
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
）、
修

学
旅
行
や
社
会
科
見
学
な
ど
を
実
施
。
子
供
た

ち
を
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
挑
戦
さ
せ
、

長
い
二
学
期
を
ゴ
ー
ル
ま
で
駆
け
抜
け
て
き
た
。

　

そ
れ
が
行
事
の
少
な
い
「
勉
強
学
校
」
に
な

る
。
行
事
も
な
い
か
ら
当
面
の
目
標
も
な
い
。

子
供
た
ち
は
た
だ
粛
々
と
過
ご
す
「
勉
強
学

校
」
に
慣
れ
て
い
な
い
。
教
師
も
初
め
て
の
経

験
だ
。
し
か
も
、
例
年
よ
り
長
い
二
学
期
に
な

る
。３

六
項
目
の
留
意
点

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
二
学
期
の
終
盤
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
ポ
イ
ン
ト

を
挙
げ
る
。

　

そ
の
一
点
目
は
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
と

だ
。
学
校
は
長
期
休
業
期
間
の
遅
れ
を
取
り
戻

し
た
い
。
そ
れ
も
な
る
べ
く
早
く
本
来
の
学
習

時
期
に
回
復
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。
至
極
当
然

だ
。
し
か
し
焦
り
は
禁
物
だ
。
残
暑
の
時
期
か

ら
の
全
力
疾
走
で
、
二
学
期
の
折
り
返
し
地
点

の
十
一
月
に
息
切
れ
す
る
。
適
宜
、
給
水
ポ
イ

ン
ト
を
設
け
て
、
呼
吸
を
整
え
る
こ
と
だ
。

　

二
点
目
は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
見
通
し
を
再
確

認
す
る
こ
と
だ
。
二
学
期
開
始
以
来
、
二
か
月

半
た
っ
た
。
三
学
期
な
ら
、
も
う
春
休
み
だ
。

し
か
し
、
今
年
の
二
学
期
は
、
こ
の
時
期
で
も

残
り
一
か
月
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
一
か
月
、

心
身
を
健
全
に
保
ち
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
す
る
の
は
至
難
の
業
だ
。
ゴ
ー
ル
ま
で
の
イ

メ
ー
ジ
を
週
案
簿
な
ど
に
メ
モ
し
て
、
子
供
に

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
の
目
標
を
提
示
し
た
い
。

　

三
点
目
は
、「
勉
強
学
校
」
を
豊
か
に
す
る

手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
だ
。
行
事
で
学
校
生
活

に
変
化
を
も
た
ら
せ
な
い
な
ら
、
学
習
で
変
化

を
生
じ
さ
せ
た
い
。
子
供
が
熱
中
す
る
、
少
し

長
め
の
単
元
を
構
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
十

全
な
教
材
研
究
が
必
要
だ
。
私
の
五
年
工
業
単

元
「
ビ
ー
ル
び
ん
の
旅
」
は
十
四
時
間
扱
い
。

学
習
は
一
か
月
余
り
に
も
及
ん
だ
。

　

四
点
目
は
保
護
者
と
の
連
携
だ
。
学
校
行
事

が
少
な
い
か
ら
保
護
者
参
観
の
機
会
も
な
い
。

わ
く
わ
く
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
か
ら
、
子
供

た
ち
は
学
校
生
活
を
語
り
た
が
ら
な
い
。
家
庭

と
学
校
の
音
信
は
途
絶
え
が
ち
だ
。
学
年
だ
よ

り
、
学
級
だ
よ
り
、
そ
の
他
の
通
信
で
、
学
校

生
活
の
様
子
を
家
庭
へ
届
け
た
い
。

　

五
点
目
は
、
子
供
観
察
の
徹
底
だ
。
長
い
二

学
期
生
活
の
終
盤
、
人
間
関
係
の
ほ
つ
れ
か
ら
、

何
が
し
か
の
事
案
が
発
生
す
る
懸
念
が
あ
る
。

あ
る
い
は
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ
み
、
学
校
生
活

を
忌
避
す
る
傾
向
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
人
一
人
の
子
供
を
よ
く
見
る
こ
と
だ
。

　

六
点
目
は
、
自
分
自
身
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
気
を
配
る
こ
と
だ
。「
短
期
間
の
夏
休
み
で

沖
縄
の
海
に
潜
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」「
北

ア
ル
プ
ス
に
登
れ
な
か
っ
た
」「
草
津
の
湯
に

浸
か
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
教
師
も
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
な
か
っ

た
心
身
に
は
、
秋
風
の
身
に
染
み
る
こ
の
時
節

に
ダ
メ
ー
ジ
が
表
出
す
る
。
自
身
の
体
を
大
切

に
す
る
こ
と
だ
。

1
19週間連続の２学期。その終盤で大切になることは何か

メンタルヘルスの維持
今年の２学期は長期間にわたる。長い学校では８月17日に始業式、クリスマス
までの19週間に及ぶ。我が国の学校制度において、初めての経験である。
一方、各種の学校行事は中止か縮小になる。楽しみにしていたイベントが
なくなり、粛々と学校生活を送る。学校参観の機会もない。
元々日本の２学期は長い授業日数に変化を与える「行事学校」だった。
それが、黙々と学習するだけの「勉強学校」になる。本稿では、長い２学期を
過ごし、効果あるものとするための留意点を考える。

敬愛大学国際学部教授・こども教育学科長
全国連合小学校長会顧問

向
むこう

山
やま

行
ゆき

雄
お



本
当
に
大
切
な
の
は
子
供
た
ち
に
力
を
付
け
る
こ
と

時
短
の
中
で
の
「
成
績
評
価
」
を
こ
う
す
る
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学
期
末
テ
ス
ト
の
ユ
ニ
ッ
ト

　

学
期
末
ま
と
め
は
、
次
の
手
順
で
実
施
す
る
。

（
１
）
復
習

（
２
）
テ
ス
ト

（
３
）
返
却

（
４
）
テ
ス
ト
直
し

（
５
）
ス
キ
ル
・
ド
リ
ル
チ
ェ
ッ
ク

　

具
体
例
を
紹
介
す
る
。

︻
算
数
編
︼

（
１
）
復
習

　

教
科
書
に
は
、学
期
ご
と
の
「
ま
と
め
」
ペ
ー

ジ
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
そ
の
問
題
を
全
員
に
通
過
さ
せ
る
。

通
過
と
は
、
ノ
ー
ト
に
問
題
を
解
い
て
、
教
師

か
ら
丸
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

復
習
は
、「
ま
と
め
」
ペ
ー
ジ
だ
け
で
は
足

り
な
い
。
学
期
末
テ
ス
ト
に
は
、「
ま
と
め
」

ペ
ー
ジ
に
な
い
問
題
も
出
る
か
ら
だ
。

　

私
の
復
習
は
、
も
う
一
歩
突
っ
込
む
。
そ
の

学
期
に
実
施
し
た「
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
」（
四
~
五
枚
）

を
、
も
う
一
度
全
員
に
解
か
せ
る
の
だ
。「
ワ
ー

ク
テ
ス
ト
」
は
、
実
施
す
る
た
び
に
ス
キ
ャ
ン

し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
フ
ォ
ル
ダ
に
ま
と
め
て
格

納
し
て
お
け
ば
、
か
さ
ば
る
こ
と
も
行
方
不
明

に
な
る
こ
と
も
な
い
。
大
切
な
の
は
、
そ
の
都

度
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
お
く
こ
と
だ
。
ス
キ
ャ
ン
↓

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
す
る
の
は
、
テ
ス
ト
・
見
直
し
シ
ー

ト
・
プ
レ
テ
ス
ト
の
三
点
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

近
頃
の
印
刷
機
は
、
高
性
能
で
あ
る
。
Ｕ
Ｓ

Ｂ
ス
ト
レ
ー
ジ
か
ら
直
接
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
印
刷
す
る

機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
気
に
大
量

の
プ
リ
ン
ト
が
印
刷
可
能
で
あ
る
。
四
~
五
枚

の
テ
ス
ト
な
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
了
す
る
。

　

ス
キ
ャ
ン
す
る
機
器
が
な
い
と
嘆
く
あ
な

た
！　

気
付
い
て
い
な
い
だ
け
！

　

大
抵
の
学
校
の
コ
ピ
ー
機
に
は
、
コ
ピ
ー
以

外
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。
ス
キ
ャ
ン
機
能

も
そ
の
一
つ
。
Ａ
３
版
ま
で
の
大
き
さ
な
ら
カ

ラ
ー
ス
キ
ャ
ン
が
高
画
質
で
で
き
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ

ス
ト
レ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー
機
に
さ
し
て
ス
キ
ャ
ン

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
あ
る
。大
量
の
文
書
だ
っ

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
し
て
く
れ
る
。

「
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
」
に
は
、
各
単
元
の
典
型
問

題
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
復
習
に
は
、
も
っ
て

こ
い
な
の
だ
。
一
度
解
い
た
問
題
だ
か
ら
、
学

習
の
記
憶
を
呼
び
戻
す
の
に
も
効
率
が
良
い
。

　

ま
と
め
テ
ス
ト
に
も
、
似
た
問
題
が
出
題
さ
れ

て
い
る
。
単
元
テ
ス
ト
で
復
習
を
し
、
ま
と
め
テ

ス
ト
で
再
度
解
く
の
で
、
定
着
率
も
高
く
な
る
。

（
２
）
テ
ス
ト

　

復
習
の
次
の
日
、
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

　

テ
ス
ト
を
配
り
、
で
き
た
子
か
ら
提
出
さ
せ

る
。
時
間
が
あ
る
子
は
、
各
自
の
課
題
を
す
る
。

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
ノ
ー
ト
」（
光
村
教
育

図
書
）
の
未
履
修
問
題
を
解
く
な
ど
。

　

教
師
は
提
出
さ
れ
た
テ
ス
ト
を
次
々
と
採
点

し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
名
簿
に
記
録
し
な
が

ら
。
こ
れ
は
、
面
倒
な
よ
う
で
お
手
軽
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
満
点
を
取
る
か

ら
で
あ
る
。
た
ま
に
間
違
え
た
テ
ス
ト
の
点
数

だ
け
、
名
簿
に
書
い
て
い
け
ば
い
い
の
だ
か
ら
。

（
３
）
返
却

　

採
点
・
記
録
が
終
わ
っ
た
テ
ス
ト
か
ら
返
却

す
る
。
見
直
し
シ
ー
ト
と
一
緒
に
。
ま
だ
テ
ス

ト
を
や
っ
て
い
る
子
が
い
て
も
返
却
す
る
。
満

点
だ
っ
た
子
は
、
課
題
を
続
け
さ
せ
る
。

（
４
）
テ
ス
ト
直
し

　

間
違
い
が
あ
っ
た
子
に
は
、
そ
の
場
で
テ
ス

ト
直
し
を
さ
せ
る
。
原
則
は
、
消
し
ゴ
ム
で
消

さ
ず
赤
鉛
筆
で
直
す
。
や
っ
た
ば
か
り
の
テ
ス

ト
だ
か
ら
、
子
供
の
記
憶
は
鮮
明
で
あ
る
。
ど

こ
で
、
な
ぜ
間
違
っ
た
か
を
十
分
自
覚
で
き
る
。

弱
点
の
補
強
に
最
適
な
時
期
な
の
だ
。
テ
ス
ト

を
一
日
以
上
寝
か
す
と
、
そ
う
は
い
か
な
い
。

子
供
た
ち
の
意
識
は
点
数
だ
け
に
な
る
。
テ
ス

ト
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い
。
つ

ま
り
、
弱
点
の
補
強
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
で
テ
ス
ト
は
完
結
で
あ
る
。

　

机
の
引
き
出
し
に
か
さ
ば
る
こ
と
も
な
け
れ

ば
、
職
員
室
で
丸
付
け
す
る
必
要
も
な
い
。
直

ち
に
成
績
処
理
に
取
り
掛
か
れ
る
。

︻
社
会
編
︼

　

社
会
科
の
ま
と
め
テ
ス
ト
の
流
れ
も
、
基
本

的
に
は
算
数
編
と
同
様
で
あ
る
。

　

社
会
科
は
特
に
、
過
去
問
（
単
元
の
ワ
ー
ク

テ
ス
ト
）
を
再
度
通
過
さ
せ
た
方
が
よ
い
。
い

わ
ゆ
る
「
覚
え
て
答
え
る
問
題
」
が
あ
る
か
ら

だ
。
こ
れ
は
、
教
科
の
性
質
上
ど
う
し
て
も
仕

方
な
い
。「
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
」
を
す
る
こ
と
で
、

一
旦
回
路
の
奥
に
隠
れ
た
記
憶
を
呼
び
起
こ
す

こ
と
が
で
き
る
。
ま
と
め
テ
ス
ト
の
結
果
を
左

右
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

︻
国
語
編
︼

　

国
語
は
、「
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
」
は
し
な
い
。

　

ま
と
め
テ
ス
ト
に
過
去
の
問
題
は
出
て
こ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
や
る
な
ら
、
テ
ス
ト
の
裏
面

の
言
語
事
項
だ
け
で
よ
い
。
た
だ
し
、
漢
字
の

復
習
は
す
る
。「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
ノ
ー

ト
」（
光
村
教
育
図
書
）
の
終
盤
に
、
そ
の
学

期
の
復
習
テ
ス
ト
が
四
枚
程
度
収
録
さ
れ
て
い

る
。
一
日
一
枚
ず
つ
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ
の

学
期
の
漢
字
を
、
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
私
の
復
習
・
ま
と
め
テ
ス
ト
の
流
れ

を
紹
介
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
お
手
軽
で
確
実

で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
過
去
問
を
解
く
時
間
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
の

授
業
を
手
際
よ
く
テ
ン
ポ
よ
く
確
実
に
進
め
る

こ
と
だ
。
私
は
、
学
期
の
最
終
単
元
は
、
一
か

月
前
に
は
終
え
て
い
る
。

過去問（正進社「ワークテスト」）を
フル活用！
学期末のまとめは、それまでに実施した「ワークテスト」が
最も効率的で効果的である。典型的な問題であり、
子供が一度解いた問題だからである。今回の方法は、
購入した子供の復習用としての利用なので、
著作権侵害には当たらない。

2
─ 図解で分かる ─  「学期末テスト」の採点、 返却、 直しの効果的方法〈小学校〉

山口県下関市立王喜小学校

河
かわ

田
た

孝
たか

文
ふみ
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１
学
年
集
会
で
心
構
え
を
伝
え
る

　

テ
ス
ト
中
に
机
に
突
っ
伏
し
て
し
ま
う
中
学

生
が
い
る
と
い
う
。
勤
務
校
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、「
テ
ス
ト
＝
生
き
方

指
導
」
を
徹
底
し
て
い
る
か
ら
だ
。「
寝
て
も

点
数
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
勝
手
に
さ
せ
て
く

れ
！
」
と
居
直
る
生
徒
は
皆
無
だ
。

　

入
学
し
た
ば
か
り
の
中
学
一
年
生
に
は
、
定

期
テ
ス
ト
前
に
学
年
集
会
を
開
い
て
「
テ
ス
ト

の
受
け
方
」
を
指
導
す
る
。
そ
の
と
き
も
「
カ

ン
ニ
ン
グ
す
る
な
！
」「
勉
強
し
な
い
と
点
数

は
取
れ
な
い
ぞ
！
」
と
、
危
機
感
を
あ
お
る
こ

と
は
し
な
い
。
今
年
度
は
、
次
の
写
真
を
提
示

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
私
が
担
当
す
る
社
会

科
の
単
元
テ
ス
ト
で
撮
っ
た
写
真
で
あ
る
。

　

重
要
語
句
二
十
問
を
一
問
一
答
式
で
出
題
し

た
。
事
前
に

問
題
を
伝
え

た
の
で
、
勉

強
さ
え
す
れ

ば
誰
も
が
満

点
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
の
生
徒
は
、
終
了
ま
で
ず
っ
と
確
認
作
業

を
し
て
い
た
。
満
点
を
取
る
以
上
に
価
値
あ
る

こ
と
だ
。
学
校
を
卒
業
し
た
後
も
、
こ
う
し
た

心
構
え
は
通
用
す
る
。
社
会
で
信
頼
を
手
に
す

る
行
動
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
テ
ス
ト
で
は
不
正

行
為
は
許
さ
れ
な
い
し
、
分
か
ら
な
い
問
題
で

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

２
過
去
問
、
対
策
プ
リ
ン
ト
を
配
付
す
る

「
ど
う
や
っ
て
勉
強
し
た
ら
い
い
か
、
分
か
り

ま
せ
ん
！
」
と
い
う
の
が
、
中
学
一
年
生
の
素

直
な
声
で
あ
る
。
こ
う
し
た
声
に
耳
を
傾
け
、

誠
実
に
対
応
し
て
い
る
中
学
教
師
は
ま
れ
で
あ
る
。

　

私
は
前
年
度
の
テ
ス
ト
問
題
を
配
付
す
る
。

問
題
は
毎
年
作
成
し
て
い
る
の
で
、
渡
し
て
も

構
わ
な
い
。
生
徒
は
事
前
に
そ
れ
を
解
き
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
本
番
の
テ
ス
ト
に

臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

学
期
末
の
授
業
評
価
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

「
対
策
プ
リ
ン
ト
」
と
は
、
出
題
範
囲
の
重
要

語
句
を
一
問
一
答
式
に
し
た
学
習
プ
リ
ン
ト
で

あ
る
。
テ
ス
ト
十
日
前
、
解
答
と
と
も
に
渡
す
。

生
徒
に
は
「
完
璧
に
覚
え
れ
ば
、
七
〇
点
突
破

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
！
」
と
伝
え
て
い
る
。

３
「
生
き
方
」
を
学
級
通
信
で
紹
介
す
る

　

現
在
、
一
年
生
の
担
任
を
し
て
い
る
。
前
期

中
間
テ
ス
ト
で
は
、
テ
ス
ト
監
督
の
補
助
と
し

て
教
室
に
入
っ
た
。
そ
の
際
、
写
真
を
撮
っ
た
。

「
ど
う
ぞ
！
」
と
声
を
か
け
、
両
手
で
問
題
用

紙
を
後
方
の
生
徒
に
渡
す
生
徒
が
い
た
か
ら
だ
。

そ
こ
に
「
生
き
方
」
が
見
え
た
。
そ
の
写
真
を

学
級
通
信
で
紹
介
し
た
。
家
庭
訪
問
で
「
テ
ス

ト
で
い
い
点
数
を
取
る
以
上
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
い
う
声
を
頂
い
た
。

４
テ
ス
ト
に
勝
ち
負
け
は
な
い

　

私
の
場
合
、
テ
ス
ト
返
却
に
要
す
る
時
間
は

十
五
分
で
あ
る
。
重
要
問
題
の
み
、
返
却
前
に

解
説
す
る
。
返
却
後
に
解
説
し
て
も
、
ほ
と
ん

ど
の
生
徒
は
聞
い
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
模
範

解
答
を
配
付
し
、
配
点
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

「
テ
ス
ト
を
返
却
し
ま
す
。
名
前
を
呼
ば
れ
た

ら
、
返
事
を
し
て
か
ら
テ
ス
ト
を
受
け
取
り
な

さ
い
」
と
指
示
を
す
る
。
当
然
、
生
徒
は
両
手

で
受
け
取
る
。
点
数
の
修
正
を
確
認
し
た
後
、

生
徒
に
必
ず
尋
ね
る
こ
と
が
あ
る
。

　

自
分
の
点
数
に
満
足
し
て
い
る
人
、
手

を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

生
徒
に
は
「
目
標
点
を
超
え
た
ら
一
〇
〇
点

満
点
で
す
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
点
が
違
う
の

だ
か
ら
、
五
〇
点
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る
人

が
い
て
も
い
い
し
、
九
〇
点
で
ガ
ッ
カ
リ
す
る

人
が
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
テ
ス
ト
に
勝
ち
負

け
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
を

理
解
し
て
い
る
か
ら
「
生
き
方
指
導
」
が
成
立

す
る
。
生
徒
は
真
っ
す
ぐ
手
を
挙
げ
る
。

５
次
に
つ
な
が
る
「
解
き
直
し
」

　

生
徒
に
は
「
解
き
直
し
」
を
求
め
る
。
今
後

も
テ
ス
ト
は
続
く
の
だ
か
ら
、
で
き
な
か
っ
た

問
題
を
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

「
こ
う
し
た
地
道
な
取
組
が
未
来
の
自
分
に
自

信
を
与
え
ま
す
」
と
伝
え
て
い
る
。
生
徒
の

ノ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

★
「
対
策
プ
リ
ン
ト
」
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Som
e3055@

atbb.ne.jp

2
─ 図解で分かる ─  「学期末テスト」の採点、 返却、 直しの効果的方法〈中学校〉

「テスト＝生き方指導」
である
テストの点数に、勝ち負けがないことを教えるから、
生徒はテストを通して生き方を学んでいく。
100満点を取る以上に価値あることを教えるのが
中学教師の使命である。

北海道公立中学校

染
そめ

谷
や

幸
こう

二
じ
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１
「
知
識
・
技
能
」

　

中
学
校
数
学
科
を
担
当
し
て
い
る
。
数
学
の
「
知
識
・

技
能
」
は
、主
に
定
期
テ
ス
ト
に
お
け
る
結
果
を
重
視
す
る
。

　

与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
、
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
能

を
用
い
て
、
正
確
に
処
理
で
き
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

正
答
率
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
成
績
を
振
り
分
け
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
た
だ
機
械
的
に
割
り
振
る
の
で
は

な
く
、「
同
じ
﹃
×
﹄
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
ど
こ

ま
で
理
解
し
、
ど
こ
か
ら
間
違
え
て
い
る
の
か
？
」
と
い

う
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
授
業
中
の
向
山
型

ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
な
い
。

　

一
時
間
に
一
回
は
全
員
の
ノ
ー
ト
を
見
て
、
各
生

徒
の
理
解
状
況
を
把
握
し
て
お
く
。

　

日
常
の
授
業
で
理
解
度
を
把
握
し
た
上
で
の
、
定
期
テ

ス
ト
で
あ
る
。

２
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

　

習
っ
た
こ
と
を
単
純
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
数
学
的
な
思
考
を
組
み
合
わ
せ
て
解
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
問
題
な
ど
で
評
価
を
す
る
。

　

加
え
て
、
今
年
は
「
数
学
レ
ポ
ー
ト
」
を
課
し
て
い
る
。

各
単
元
の
最
後
に
、「
学
ん
だ
内
容
が
社
会
で
ど
の
よ
う

に
役
立
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
調
べ
、
ま
と
め

て
提
出
さ
せ
て
い
る
。

　

授
業
で
学
ん
だ
内
容
の
暗
記
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
生
き

た
学
習
に
し
た
い
と
い
う
意
図
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
の
コ
ピ

ペ
だ
け
で
は
な
く
、
書
籍
や
新
聞
か
ら
情
報
を
得
て
、
見

や
す
く
ま
と
め
て
い
る
生
徒
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
。
こ

れ
も
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
一
つ
だ
ろ
う
。

３
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
」

　

粘
り
強
く
課
題
に
取
り
組
む
姿
、
授
業
に
お
け
る
集
中

力
、
数
学
と
い
う
教
科
へ
の
知
的
好
奇
心
と
学
習
意
欲
。

　

授
業
中
の
生
徒
の
様
子
が
主
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
評
価
に
つ
い
て
は
全
員
に
Ａ
を
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
授
業
を
進
め
る
の
が
、
我
々
教
師
の
仕
事
で
は
な
い
か
。

学
び
に
向
か
う
力
を
引
っ
張
り
出
す
授
業
を
重
ね
た
い
。

中学数学の評価に
心掛けたいポイント
授業の中で生徒の理解状況を把握する。
学ぶ力を引き出す授業を重ねる。

埼玉県さいたま市立指扇中学校

星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ

3
「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」それぞれどう評価する？

3
「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」それぞれどう評価する？

評価の基本構造を知ることから
始めよう
原典を読み、全体の方向性を確認する。
その上で、客観的に評価・評定できる部分を具体化する。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

　

評
価
・
評
定
で
最
も
難
し
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
次
の

項
目
だ
。

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
」

　

こ
れ
は
「
評
価
・
評
定
で
き
な
い
」
と
考
え
る
の
が
妥

当
だ
ろ
う
。
説
明
責
任
を
果
た
す
の
が
極
め
て
難
し
い
。

　

し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
ず
は
、
次
の
資
料
群
を
読
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

ど
の
資
料
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

①
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日

「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特

別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
及
び
必
要

な
方
策
等
に
つ
い
て
」︵
中
等
教
育
審
議
会
答
申
︶

②
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
一
日

「
児
童
生
徒
の
学
習
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
」︵
中

央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程
部

会
報
告
︶

③
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

「
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学

校
等
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
習
評
価
及
び
指
導
要

録
の
改
善
等
に
つ
い
て
」︵
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
長
通
知
︶

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
」
に
つ
い
て
は
、
評
定
で

き
る
部
分
と
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
に
つ
い
て

は
、従
来
と
同
じ
よ
う
に
評
定
す
る
こ
と
に
な
る
。「
知
識
・

技
能
」
や
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
観
点
は
、
市
販
の

テ
ス
ト
で
ほ
と
ん
ど
対
応
で
き
る
。「
学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
評
価
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
知
識
・
技
能
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
の
評
価
が
高
け
れ
ば
「
学
び
に
向
か

う
力
、
人
間
性
」
の
評
価
も
高
く
な
る
。
工
夫
例
と
し
て

「
ノ
ー
ト
や
レ
ポ
ー
ト
等
に
お
け
る
記
述
」
が
あ
る
。
授

業
の
感
想
や
自
主
学
習
な
ど
で
「
何
ペ
ー
ジ
書
い
て
き
た

か
」
と
い
う
評
価
も
で
き
る
。「
授
業
中
の
発
言
」
に
つ

い
て
は
、
発
表
や
討
論
で
の
発
言
回
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
数
値
と
し
て
計
測
で
き
れ
ば
、
評
価
・

評
定
が
ぶ
れ
な
い
。

「新学習指導要領の全面実施と学習評価の
改善について」（文部科学省）より
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小
学
校
と
中
学
校
の
成
績
処
理
に
は
、
自
ず
と
差
異
が

あ
る
。
採
点
業
務
一
つ
と
っ
て
も
大
き
く
異
な
る
。

　

例
え
ば
（
全
て
で
は
な
い
に
せ
よ
）
小
学
校
で
は
テ
ス

ト
を
実
施
し
た
、
そ
の
授
業
中
に
採
点
ま
で
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
ら
し
い
が
、
中
学
校
で
そ
れ
は
不
可
能
で
あ

る
。
ま
ず
、「
終
え
た
ら
提
出
さ
せ
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
ぜ
か
。
高
校
入
試
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
つ
一
つ
の
試
験
が
、
高
校
入
試
の
「
予
行
演
習
」
に
も

な
っ
て
い
る
。
余
っ
た
時
間
の
過
ご
し
方
の
指
導
も
ま
た
、

私
た
ち
の
重
要
な
仕
事
な
の
で
あ
る
。

　

都
市
部
で
は
国
公
私
立
中
学
を
受
験
す
る
児
童
も
多
か

ろ
う
が
、
い
わ
ゆ
る
内
申
点
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
試
験
当
日
の
得
点
の
み
で
決
ま
る
。
一
方
、

国
公
私
立
を
問
わ
ず
、
高
校
入
試
に
は
内
申
点
が
大
き
く

関
わ
る
。
中
学
校
に
お
け
る
成
績
処
理
に
は
一
層
の
客
観

性
、
厳
密
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
依
頼
テ
ー
マ
を
考
え
る
。「
時
短
」

は
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
い
か
に
工
夫
し
、
学
力
保
障
と
い

う
目
的
を
達
成
す
る
か
、
だ
。
日
々
の
実
践
を
示
す
。

１　

日
々
の
授
業
で
い
つ
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
評

定
す
る
か
を
明
確
に
す
る
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
基
準
を
明
示
す

る
。

２　

１
の
内
容
を
教
科
通
信
等
を
用
い
て
生
徒
に
示
す
。

こ
れ
で
生
徒
は
努
力
の
方
向
性
が
分
か
り
、
意
欲
が
高

ま
る
。
そ
の
努
力
を
励
ま
し
続
け
る
。
結
果
を
管
理
し
、

叱
る
の
で
な
く
、
良
い
結
果
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
の

管
理
を
積
極
的
に
行
う
。

３　

授
業
後
、
即
座
に
名
簿
等
に
記
録
す
る
。
記
号
等
を

工
夫
す
る
と
よ
い
。

４　

以
下
の
三
つ
の
時
間
を
活
用
し
て
定
期
考
査
の
候
補

問
題
を
作
成
し
、
ス
ト
ッ
ク
す
る
。

　

①
教
材
研
究　

②
授
業
づ
く
り　

③
日
々
の
隙
間

５　

４
の
問
題
群
や
過
去
問
題
を
組
み
合
わ
せ
、
猛
ス

ピ
ー
ド
で
作
問
す
る
。
制
限
時
間
を
決
め
て
一い
っ

気き

呵か

成せ
い

に
。

６　

採
点
基
準
を
明
確
に
す
る
。
曖
昧
な
部
分
点
方
式
は

採
ら
な
い
。
〇
か
×
か
、
で
あ
る
。

７　

基
準
に
沿
っ
て
迷
わ
ず
採
点
す
る
。
こ
こ
で
も
デ
ッ

ド
ラ
イ
ン
を
自
ら
定
め
、
守
る
。

８　

結
果
の
返
却
及
び
得
点
確
認
の
時
間
を
待
た
ず
に
素

点
を
入
力
し
て
し
ま
う
。
修
正
は
後
で
す
れ
ば
よ
い
。

９　

授
業
点
と
考
査
得
点
を
い
か
に
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
観

点
別
評
価
を
出
す
か
。
教
科
部
会
で
整
理
す
る
。
特
に
、

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
基
準
を
統
一

す
る
。
恣
意
的
評
価
で
は
説
明
責
任
を
果
た
せ
な
い
。

10　

結
果
を
出
し
て
い
る
学
校
の
仕
組
み
を
ま
ね
る
。

　

短
縮
で
生
み
出
し
た
時
間
は
、
更
な
る
学
力
保
障
の
取

組
に
注
ぎ
込
む
。
手
段
と
目
的
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

テ
ス
ト
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
子
供
に
返
す
。
遅
く
て

も
、
次
の
日
だ
。
一
、
二
週
間
前
に
し
た
テ
ス
ト
を
返
さ

れ
て
も
、
子
供
は
ど
ん
な
テ
ス
ト
だ
っ
た
の
か
覚
え
て
い

な
い
。
興
味
も
薄
れ
て
い
る
。
そ
の
日
に
し
た
テ
ス
ト
だ

か
ら
、
子
供
は
「
ど
こ
を
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
」
と
興
味

を
も
つ
。
学
習
内
容
が
更
に
定
着
す
る
。
で
は
、
ど
う
し

た
ら
そ
の
日
に
返
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

１
テ
ス
ト
は
で
き
た
子
供
か
ら
教
師
に
提
出
す
る

　

テ
ス
ト
終
了
時
刻
を
、
ク
ラ
ス
全
体
で
合
わ
せ
る
教
師

が
い
る
。
早
く
で
き
た
子
は
、
テ
ス
ト
を
机
の
中
に
入
れ
、

読
書
を
し
て
い
る
。
教
師
は
腰
掛
け
て
、
の
ん
び
り
し
て

い
る
。
教
師
に
と
っ
て
も
、
子
供
に
と
っ
て
も
、
そ
の
時

間
が
も
っ
た
い
な
い
。
テ
ス
ト
が
で
き
た
子
供
か
ら
提
出

さ
せ
れ
ば
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
に
早
く
提
出
す
る

子
供
が
い
る
場
合
は
、「
あ
と
五
分
は
提
出
し
ま
せ
ん
。

見
直
し
を
し
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
と
き
も
あ
る
。
教
師

は
、
提
出
さ
れ
た
テ
ス
ト
に
ど
ん
ど
ん
丸
を
付
け
て
い
く
。

２
提
出
し
た
子
供
は
、
解
答
を
取
る

　

提
出
さ
せ
る
と
き
、
大
事
な
こ
と
が
あ
る
。
解
答
を
取

ら
せ
る
こ
と
だ
。
正
進
社
の
テ
ス
ト
に
は
、
一
人
一
枚
ず

つ
解
答
が
付
い
て
い
る
。
子
供
は
提
出
す
る
と
き
、
ど
う

す
る
か
？　

解
答
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
答
え
が
正
解
か

ど
う
か
確
認
し
て
い
る
。「
よ
し
！
」「
あ
~
、
こ
こ
間
違

え
た
」
な
ど
と
、
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
テ
ス
ト
を
終
え
た

瞬
間
に
、
ど
こ
を
正
解
し
た
の
か
、
ど
こ
を
間
違
え
た
の

か
、
子
供
自
身
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

３
一
秒
で
も
早
く
丸
を
付
け
る

　

一
秒
で
も
早
く
丸
を
付
け
る
た
め
に
、
三
つ
の
工
夫
を

し
て
い
る
。
一
つ
目
が
、「
赤
鉛
筆
で
丸
を
付
け
る
」。
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
は
引
っ
掛
か
る
。
こ
の
引
っ
掛
か
り
が
も
っ
た

い
な
い
。
我
慢
で
き
な
い
。
左
の
写
真
の
よ
う
に
、
大
量

に
赤
鉛
筆
を
研
い
で
お
く
。
二
つ
目
は
、「
ま
ず
は
テ
ス
ト

表
だ
け
を
付
け
る
。
次
に
テ
ス
ト
裏
だ
け
を
付
け
る
」。
表

だ
け
を
付
け
る
と
、
解
答
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
丸

付
け
が
自
然
と
早
く
な
る
。
三
つ
目
が
、「
右
手
と
左
手
を

分
け
て
使
う
」。
右
手
で
丸
を
付
け
な
が
ら
、
左
手
で
テ
ス

ト
の
端
を
持
っ
て
お
く
。
丸
付
け
が
終
わ
っ
た
瞬
間
に
、

左
手
で
そ
の
テ
ス
ト
を
横
に
ず
ら

す
。
そ
の
と
き
、
右
手
は
次
の
テ

ス
ト
の
丸
付
け
を
開
始
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
テ
ス
ト
時
間
内
に
、

テ
ス
ト
が
終
わ
ら
な
い
子
供
も
い

る
。
そ
の
と
き
は
「
大
丈
夫
だ
よ
。

自
分
が
納
得
い
く
ま
で
や
っ
て
い

い
か
ら
ね
」
と
伝
え
る
。

◀テスト丸付け動画

テストは「その日」に
子供に返す
テスト丸付け、３つの時短術。

「時短」で生み出した時間を
更なる学力保障に注ぎ込む
制限された条件下で学力保障を実現するための「時短」である。
要はいかに合理的効率的に学力を向上させるか、だ。合理・効率の
敵視は責任放棄にほかならない。工夫のしどころである。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

埼玉県熊谷市立奈良中学校

長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

4
成績処理も時短で。しかも児童・生徒に力が付くコツ

4
成績処理も時短で。しかも児童・生徒に力が付くコツ
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１
音
声
入
力
機
能
で
情
報
収
集

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
や
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す
る
と
、
日
常
的

に
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
集
め
る
情
報
は
、
そ

の
子
の
良
さ
や
頑
張
り
だ
。
私
は
自
分
のiPhone

に

「Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
入
れ
て
い

る
。
端
末
に
向
か
っ
て
話
し
た
こ
と
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

テ
キ
ス
ト
入
力
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
子
供
た
ち
が
下
校
し

た
後
の
数
分
間
で
、
図
工
の
作
品
を
見
な
が
ら
、
テ
キ
ス

ト
を
「
声
」
で
入
力
す
る
。
ま
た
は
専
科
の
空
き
時
間
に

教
室
で
、
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、
入
力
し
て

い
く
。「
Ａ
さ
ん
は
、
社
会
科
の
ノ
ー
ト
ま
と
め
が
、
上

手
で
し
た
。
米
作
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
丁
寧
に
写
し
、
き
れ

い
に
色
が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
」
な
ど
の
こ
と
を
、
そ
の
場

で
端
末
に
話
し
て
、
入
力
し
て
い
く
。

　

向
山
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

展
覧
会
に
引
率
し
た
ら
、
そ
の
場
で
書

く
。
運
動
会
で
は
、
昼
飯
を
一
緒
に
食
べ

な
が
ら
、
子
ど
も
の
顔
を
見
な
が
ら
そ
の

場
で
書
く
。
だ
か
ら
、
学
期
末
に
通
信
簿

を
書
く
の
は
ぜ
ん
ぜ
ん
楽
だ
っ
た
。

（﹃
授
業
の
原
理
原
則
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄

五
十
九
号
）

　

向
山
氏
か
ら
学
ん
だ
「
そ
の
場
」
で
「
文
章
の
形
」
に

記
録
す
る
方
法
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
追
試
し

て
い
る
。

２
向
山
氏
の
所
見
文
章
を
視
写
し
、
分
析
す
る

　

ど
ん
な
に
情
報
を
集
め
て
い
て
も
、
優
れ
た
所
見
を
読

ん
だ
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
よ
う
な
所
見
を

書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
手
本
と
な
る
所
見
を
入
手
し
、

繰
り
返
し
読
み
、
視
写
し
て
、
分
析
す
る
修
業
が
必
要
だ
。

私
の
場
合
は
、
向
山
氏
の
所
見
を
お
手
本
と
し
て
い
る
。

向
山
氏
の
所
見
は
、
温
か
く
、
読
み
や
す
い
。
一
部
だ
け

引
用
す
る
。

「
生
命
力
の
強
い
子
で
す
。
燃
え
上
が
る
よ
う
な
た
く
ま

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
子
で
す
。
こ
の
た
く
ま
し
さ

を
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。」

「
生
命
力
」「
燃
え
上
が
る
よ
う
な
」
と
い
う
胸
に
迫
る

言
葉
を
使
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
子
や
保
護
者
と
の

信
頼
関
係
が
結
べ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

﹃
向
山
洋
一
年
齢
別
実
践
記
録
集　

第
24
巻
﹄（
東
京
教

育
技
術
研
究
所
）
に
は
、
向
山
氏
の
所
見
の
下
書
き
が
三

十
二
名
分
収
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
教
育
技
術
研
究

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
購
入
で
き
る
。
優

れ
た
所
見
か
ら
、
自
分
の
所
見
に
活
用
で
き
る
「
型
」
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

ICT活用と文章修業で、ラブレター
のような所見を目指す

向山洋一氏の所見文章を読むことをお勧めする。
優れた所見に触れることが、上達への近道である。
また、アプリを駆使して具体的な情報を集めて
おくことが大切だ。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

5
所見は子供たちへのラブレター～向山型所見のスマートな書き方を公開

5
所見は子供たちへのラブレター～向山型所見のスマートな書き方を公開

「その子だけに当てはまる
具体的な所見」を書くには
日々の記録が大切
放課後の孤独な作業として一筆箋を書き、
次の日の朝の会で渡すシステムが所見に生きる。

北海道日高町立富川小学校

紫
し

前
ぜん

明
あき

子
こ

　

向
山
洋
一
氏
の
所
見
は
極
め
て
具
体
的
で
あ
る
。
子
供

た
ち
の
前
で
一
行
読
み
上
げ
る
と
、「
そ
れ
が
誰
に
つ
い

て
の
所
見
な
の
か
」
を
子
供
た
ち
が
当
て
ら
れ
る
ほ
ど
、

そ
の
子
だ
け
に
当
て
は
ま
る
具
体
的
な
内
容

が
書
か
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
実
際
の
所
見
に
関
し
て

は
﹃
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
40　
子
ど
も
を
変

え
る
通
知
表
﹄（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ど
れ
も
生
き
生
き
と
し
て
い
て
赤

裸
々
な
所
見
で
あ
る
。

「
子
供
の
行
動
を
具
体
的
に
描
写
す
る
」
の
は
、
付
け
焼

刃
だ
と
難
し
い
。
特
に
、
お
と
な
し
い
地
味
な
子
な
ど
は

書
く
こ
と
が
思
い
付
か
ず
、
誰
に
で
も
当
て
は
ま
る
よ
う

な
一
般
的
な
文
を
書
く
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

最
近
は
、
昔
よ
り
は
具
体
的
で
、
そ
の
子
に
し
か
当
て

は
ま
ら
な
い
所
見
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
そ
れ
は
「
一
筆
箋
と
連
動
し
た
記
録
シ
ス
テ
ム
」

を
作
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

朝
の
会
の
「
先
生
か
ら
」
で
「
一
筆
箋
コ
ー
ナ
ー
」

を
作
っ
た
。
毎
朝
必
ず
、
誰
か
が
名
前
を
呼
ば
れ
て
褒
め

ら
れ
、
一
筆
箋
を
も
ら
え
る
。
子
供
た
ち
は
「
次
は
私
か

な
」「
僕
か
な
」
と
、
も
ら
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
か
ら
毎
日
書
き
続
け
ら
れ
る
。

「
放
課
後
の
孤
独
な
作
業
」
な
ら
ぬ
、「
放
課
後
の
孤
独

な
一
筆
箋
」
と
し
て
、
放
課
後
に
今
日
一
日
頑
張
っ
て
い

た
子
を
思
い
出
し
な
が
ら
一
筆
箋
を
書
く
。

　

一
筆
箋
は
、
全
員
分
の
名
前
と
「
先
生
よ
り
」
を
書
き

込
ん
だ
も
の
を
、
事
前
に
何
冊
も
作
っ
て
お
く
。
後
は
本

文
を
書
く
だ
け
な
の
で
素
早
く
書
け
る
。
順
番
に
渡
し
て

い
く
と
、
褒
め
ら
れ
て
い
な
い
子
が
残
っ
て
い
る
の
で
、

次
の
日
は
そ
の
子
の
頑
張
り
を
重
点
的
に
探
す
。
偏
り
が

な
い
よ
う
に
全
員
の
良
さ
を
探
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

渡
す
前
に
一
筆
箋
を
写
真
に
撮
っ
て
お
き
、
書
い
た
内

容
を
後
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
こ
れ
を
個
人
別

に
ま
と
め
た
「
い
い
こ
と
ノ
ー
ト
」
も
作
成
し
た
。
こ
の

一
冊
で
、
所
見
も
超

具
体
的
に
書
け
る
。

さ
ら
に
個
人
懇
談
で

も
そ
の
子
の
頑
張
り

を
十
個
も
具
体
的
に

述
べ
て
褒
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
具
体
的

に
褒
め
る
に
は

「
日
々
の
記
録
」
が

大
切
で
あ
る
。

◀動画で
わかる音
声入力



本
当
に
大
切
な
の
は
子
供
た
ち
に
力
を
付
け
る
こ
と

時
短
の
中
で
の
「
成
績
評
価
」
を
こ
う
す
る

特集
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勤
務
市
で
導
入
し
、
活
用
し
て
い
る

「
ス
ズ
キ
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
も
と

に
書
い
て
い
く
。

１
編
集
者
に
し
て
も
ら
う

　

多
く
の
場
合
、
教
務
主
任
の

教
員
に
編
集
権
限
が
あ
る
。
お

願
い
し
て
自
分
を
編
集
者
に
変

更
し
て
も
ら
う
。
学
年
の
裁
量

で
決
め
ら
れ
る
こ
と
を
自
分
で

変
更
・
修
正
で
き
る
の
で
、
評

価
項
目
等
を
い
ち
早
く
変
更
・

修
正
が
で
き
る
。
待
つ
必
要
が

な
く
な
り
、
す
ぐ
に
成
績
処
理

に
着
手
が
で
き
る
の
で
、
担
任

の
時
短
に
な
る
。

２
そ
の
場
で
や
っ
て
し
ま
う

　

テ
ス
ト
は
そ
の
時
間
内
に
丸
付
け
も
テ
ス
ト
直
し
も
成

績
記
入
も
終
わ
ら
せ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
で
「
丸
つ
け
」

で
検
索
す
る
と
四
件
ヒ
ッ
ト
し
た
。

ど
の
論
文
も
、
非
常
に
実
用
的
で
、

時
短
に
役
立
つ
実
践
で
あ
る
。

　

成
績
記
入
は
名
簿
へ
の
記
入
で
も
い
い
。

可
能
な
ら
、「Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー

ト
」
へ
入
力
し
て
、
後
で
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
に
コ
ピ
ペ
す
る
だ
け
に
す
る
と
、
さ

ら
に
時
短
に
な
る
。

３
記
録
に
残
す

　

文
章
記
述
の
場
合
は
、
い
か
に
そ
の
子
供
の
所
見
メ
モ

を
残
し
て
お
い
て
あ
る
か
が
時
短
に
つ
な
が
る
。

　

ノ
ー
ト
や
教
務
必
携
な
ど
に
書
い
て
お

く
の
も
、
も
ち
ろ
ん
よ
い
。

　

今
の
時
代
で
あ
れ
ば
、「Google

キ
ー

プ
」
や
「A

pple

」
の
メ
モ
ア
プ
リ
、
前

述
し
た
「Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
」

と
い
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
型
ア
プ
リ
を
使
う
の

も
便
利
だ
ろ
う
。

　

文
字
打
ち
や
音
声
入
力
で
、
そ
の
子
の
所
見
メ
モ
を
文

字
と
し
て
残
し
た
も
の
に
、
ど
の
端
末
か
ら
で
も
ア
ク
セ

ス
が
で
き
る
。
あ
と
は
コ
ピ
ペ
し
て
、
文
章
の
体
裁
を
整

え
れ
ば
よ
い
だ
け
と
な
る
。

　

も
う
す
ぐ
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
よ
り
、

一
人
一
台
端
末
が
一
気
に
学
校
に
入
っ
て
く
る
。
教
師
も

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
い
こ
な
し
て
い
き
、
そ
の
働
き
方
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。

１
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
利
点
を
生
か
す

　

勤
務
校
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
よ
り
、
市
の
施
策
と

し
て
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
が
本
格
導
入
さ
れ
た
。

　

そ
の
数
年
前
か
ら
、
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
成
績
処
理
が

行
わ
れ
て
お
り
、
通
知
表
、
指
導
要
領
も
電
子
化
が
進
ん

で
い
た
。
し
か
し
、
校
務
パ
ソ
コ
ン
の
数
が
限
ら
れ
て
お

り
、
成
績
入
力
の
時
期
に
は
、
学
年
に
一
台
し
か
な
い
パ

ソ
コ
ン
の
順
番
待
ち
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　

現
在
は
、
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 ※
に
よ
る
校

務
用
パ
ソ
コ
ン
が
一
人
一
台
支
給
さ
れ
て
お
り
、
市
の

サ
ー
バ
ー
に
あ
る
デ
ー
タ
に
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
校
務
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
順
番
を
待
つ
こ
と

な
く
、
各
自
で
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
空
い
た

時
間
に
、
す
ぐ
に
成
績
処
理
が
進
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
時

短
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
指
紋
認
証
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
自
分
の
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
画
面
を
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ

か
ら
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
デ
ー
タ
を
持
ち
運
ぶ

こ
と
な
く
学
校
や
自
宅
で
も
校
務
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ど
う
し
て
も
早
く
帰
宅
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き

や
、
休
日
に
仕
事
を
残
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
出
勤
し
な

く
て
も
自
宅
で
成
績
処
理
が
で
き
る
こ
と
は
有
り
難
い
。

２
デ
ー
タ
の
一
元
化
で
作
業
効
率
ア
ッ
プ

　

支
援
シ
ス
テ
ム
に
は
教
科
の
評
定
だ
け
で
な
く
、
出
席

簿
、
特
別
活
動
、
行
動
の
記
録
な
ど
の
デ
ー
タ
も
一
元
管

理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
す
ぐ
に
通
知
表
、

指
導
要
録
の
書
式
に
反
映
し
、
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

導
入
当
初
は
操
作
に
慣
れ
る
ま
で
少
し
時
間
が
か
か
っ
た

が
、
操
作
方
法
は
共
通
な
の
で
、
職
場
の
中
で
質
問
し
な

が
ら
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は

市
の
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
学
校
ご
と
に
仕
様
が
大
き
く
違

う
こ
と
は
な
い
。
異
動
の
ス
ト
レ
ス
も
軽
減
さ
れ
る
。

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
は
、「
児
童
生
徒
」
の
ペ
ー
ジ

に
「
い
い
と
こ
み
つ
け
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
そ
こ
に

各
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
様
子
で
、
気
が
付
い
た
こ
と
を
記
録

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
付
、
文
章
表
記
の
他
、

授
業
中
の
様
子
、
学
校
生
活
の
様
子
、
係
・
学
級
活
動
、

部
活
動
な
ど
の
タ
グ
を
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

個
別
懇
談
会
で
生
徒
の
様
子
を
保
護
者
に
伝
え
る
際
や
、

所
見
作
成
に
も
役
立
つ
。
中
学
校
は
教
科
担
任
制
で
あ
る

の
で
、
各
教
科
の
先
生
か
ら
見
た
生
徒
の
様
子
も
「
い
い

と
こ
み
つ
け
」
に
記
入
し
て
い
け
ば
、
多
面
的
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

シ
ス
テ
ム
の
強
み
を
生
か
し
、
利
用
し
て
い
く
こ
と
が

時
短
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｃ
に
デ
ー
タ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
置
か
ず
、
サ
ー

バ
ー
で
一
括
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
。
情
報
漏
え
い
対
策
と
し
て
効
果
的
。

システムの強みを生かして
時短につなげる
机上からいつでもアクセスできる利便性を生かして、隙間時間に
仕事を進めていくことが、成績処理に時間的余裕をもたらす。

デジタルをうまく使いこなすことが
成績処理の時短につながる
①編集できる立場になること、②その場でやってしまうこと、
③記録に残すこと、これらをデジタルにアップデートしていく。

三重県いなべ市立大安中学校

進
しん

士
じ

 かおり
山梨県南アルプス市立落合小学校

望
もち

月
づき

健
けん

6
校務支援システムを活用した成績処理～時短の裏技

6
校務支援システムを活用した成績処理～時短の裏技
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M
athematic

s

算数
1年

　

私
の
ク
ラ
ス
で
出
て
き
た
お
店
は
、

十
一
種
類
あ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
や　

で
ん
き
や

け
し
ょ
う
ひ
ん
や　

す
し
や

む
し
や　

し
ょ
っ
き
や

よ
う
ふ
く
や　

ケ
ー
キ
や

ぶ
ん
ぼ
う
ぐ
や　

の
り
も
の
や

ア
イ
ス
・
お
か
し
や

　

希
望
者
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
お

店
で
売
り
た

い
商
品
の
絵

と
そ
の
名
前

を
カ
ー
ド
に

書
く
。
こ
の

と
き
、
図
鑑

で
調
べ
る
子

供
が
出
て
く
る
。
そ
の
子
を
う
ん
と

褒
め
る
と
、
ほ
か
の
子
た
ち
も
ど
ん

ど
ん
調
べ
出
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
語

彙
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
後
の
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ

は
、
最
高
に
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

１
も
の
の
名
前
の
整
理

　

教
科
書
を
読
み
、「
ま
と
め
て
つ

け
た
名
ま
え
」
と
「
一
つ
一
つ
の
名

ま
え
」
を
理
解
す
る
。

　

上
の
段
は
、
ま
と
め
て
付
け
た
名

前
で
あ
り
、
下
の
段
は
一
つ
一
つ
の

名
前
で
あ
る
。
ほ
か
に
教
科
書
に
は

「
さ
か
な
」
が
載
っ
て
い
る
。
同
じ

よ
う
に
し
て
、
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
生
活

と
結
び
付
い
て
い
る
の
で
、
と
て
も

喜
ん
で
学
習
に
向
か
う
。

２
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
の
準
備

　

次
に
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
の
準

備
を
行
う
。
ま
ず
、「
何
屋
さ
ん
を

し
た
い
で
す
か
？
」
と
希
望
を
聞
く
。

指示 	それぞれのお店でどんなも
のを売りますか？　その商品の
絵と名前をカードに書きましょ
う。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

Japanese

国語
1年

どの子も活躍できる
「ものの名前」の学習

おみせやさんごっこで、楽し
みながら語彙を増やす。

光村図書・１年下・p.56-61

オ
ン
が
い
る
！

教
師
:
じ
ゃ
あ
も
う
一
度
数
え
る

ね
。
一
、
二
⋮
⋮
本
当
だ
、（
同

じ
め
す
ラ
イ
オ
ン
を
二
度
数
え

て
言
う
）
九
頭
だ
っ
た
ね
。

児
童
:
同
じ
の
数
え
て
い
る
よ
！

教
師
:
ど
う
す
る
と
数
え
間
違
え
な

い
か
な
？

児
童
:
印
を
付
け
な
が
ら
数
え
る
。

　

一
年
生
に
は
、
印
を
付
け
な
が
ら

数
え
る
こ
と
を
繰
り
返
し
教
え
た
い
。

発
問
5
絵
が
な
く
て
も
分
か
る
よ

う
に
、
文
を
付
け
足
し
て
問
題
を

完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

お
す
の
ら
い
お
ん
が
四
と
う
、

め
す
の
ら
い
お
ん
が
七
と
う
い

ま
す
。
み
ん
な
で
な
ん
と
う
い

ま
す
か
。

　

教
科
書
問
題
④
ま
で
は
、
流
れ
を

同
じ
に
し
、
不
足
し
て
い
る
部
分
を

確
認
し
な
が
ら
正
し
い
問
題
文
を

作
っ
て
い
く
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

問
題
を
解
く
た
め
に
必
要
な
情
報
が
、

次
第
に
分
か
っ
て
い
く
。

　

絵
が
多
い
の
で
、
取
り
上
げ
る
問

題
を
限
定
し
て
電
子
黒
板
で
示
す
。

　

お
す
の
ら
い
お
ん
と
め
す
の

ら
い
お
ん
は
、
み
ん
な
で
な
ん

と
う
い
ま
す
か
。

　

①
の
半
分
ほ
ど
隠
し
た
絵
と
、
問

題
文
を
提
示
し
読
む
。
ま
ず
は
、
教

師
の
範
読
。
次
に
、
児
童
も
一
緒
に

読
む
。

発
問
1
何
の
問
題
で
す
か
。

児
童
:
ラ
イ
オ
ン
の
問
題
で
す
。

発
問
2
何
算
か
な
。

児
童
:
足
し
算
。

発
問
3
ど
う
し
て
分
か
る
の
？

児
童
:「
み
ん
な
で
何
頭
」
と
書
い

て
あ
る
か
ら
で
す
。

発
問
4
式
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

児
童
:
書
け
な
い
よ
。
数
が
分
か
ら

な
い
。
絵
が
全
部
見
え
な
い
。

説
明
（
絵
を
全
て
見
せ
る
）
お
す

が
四
頭
。
め
す
が
六
頭
で
す
ね
。

（
わ
ざ
と
、
め
す
ラ
イ
オ
ン
を
一

頭
数
え
忘
れ
て
伝
え
る
）

児
童
:
違
う
！　

数
え
て
な
い
ラ
イ

発問１	何の問題ですか。

発問２	何算かな。

発問３	どうして分かるの？

発問４	式を書きましょう。

東京都大田区立東糀谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

「どんなけいさんに
なるのかな？」
文章題の不備を繰り返し考え
ていくことで、問題作りに必
要な条件を分かっていく。

東京書籍・１年②・p.86

（おようふくや）

・
り
ん
ご

・
み
か
ん

・
さ
く
ら
ん
ぼ

・
ぶ
ど
う

・
バ
ナ
ナ

く
だ
も
の

イラスト：ナカジマ	ヤヨイ
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指
示
４
点
多
い
分
を
手
で
隠
し
ま

す
。
白
は
何
点
で
す
か
？　

図
に

か
き
な
さ
い
。

３
元
の
量
を
入
れ
替
え
て
言
わ
せ
る

　

再
度
問
題
を
読
ま
せ
た
後
、
式
を

書
か
せ
、
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
正
し

い
式
を
確
認
し
た
後
、
間
違
い
を
検

討
す
る
。

発
問
１
ど
う
し
て
、
15
＋
９
と
間

違
え
た
と
思
い
ま
す
か
？

　

問
題
を
し
っ
か
り
読
ん
だ
子
が
、

「
多
い
」
と
足
し
算
を
し
た
の
だ
。

　

こ
こ
で
、
入
れ
替
え
て
言
わ
せ
る
。

発
問
２
赤
が
白
よ
り
４
点
多
い
っ

て
こ
と
は
、
白
は
赤
よ
り
４
点

⋮
⋮
「
少
な
い
」︵
子
供
と
︶。

説
明
多
い
っ
て
書
い
て
あ
る
の
に
、

引
き
算
な
ん
だ
。
こ
れ
を
「
逆
さ

多
い
問
題
」
と
言
い
ま
す
。
逆
さ

だ
か
ら
式
が
逆
に
な
り
ま
す
。

発
問
３
ど
う
や
っ
て
式
を
立
て
れ

ば
よ
い
で
す
か
？

「
テ
ー
プ
図
か
ら
式
を
立
て
る
」
こ

と
を
強
調
す
る
。

　

逆
思
考
の
問
題
を
、
三
つ
の
手
立

て
で
乗
り
越
え
る
。

１　

挿
絵
な
ど
で
繰
り
返
し
解
き

な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
。

２　
テ
ー
プ
図
を
使
っ
て
解
か
せ
る
。

３　

元
の
量
を
入
れ
替
え
て
言
わ

せ
る
。　
　

１
繰
り
返
し
解
き
な
が
ら

イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る

　

ま
ず
、
い
き
な
り
挿
絵
で
解
く
。

「
運
動
会
の
絵
で
す
。
赤
組
は
15
点
、

白
組
は
何
点
で
す
か
？
」　

　

余
分
な
言
葉
は
い
ら
な
い
。
必
ず

書
か
せ
る
の
が
大
事
だ
。

「
白
の
得
点
板
に
書
き
な
さ
い
」

　

答
え
を
確
認
し
た
後
、
理
由
を
言

わ
せ
る
。
挿
絵
か
ら
理
由
が
出
る
。

２
図
を
使
っ
て
解
か
せ
る

　

問
題
を
読
ん
だ
後
、
二
回
目
を

テ
ー
プ
図
を
使
っ
て
解
く
。　

「
赤
組
、
15
点
、
指
で
な
ぞ
り
ま
す
。

白
組
の
得
点
、
指
で
な
ぞ
り
ま
す
」

発問１	どうして、15＋９と間違え
たと思いますか？　

発問２	赤が白より４点多いってこ
とは、白は赤より４点……「少な
い」。　

発問３	どうやって式を立てればよ
いですか？

M
athematic

s

算数
2年

逆思考の問題を
３つの手立てで
乗り越える
文章から式を立てない。挿絵
から図、図から式……その手
順を徹底する。

啓林館・2年下・p.58-59

Japanese

国語
2年

長野県長野市立東条小学校

小
こ

松
まつ

裕
ひろ

明
あき

つ
も
こ
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
と
い
う

内
容
を
捉
え
ら
れ
て
い
た
ら
よ
い
。

そ
の
後
、
対
比
が
分
か
る
型
で
ノ
ー

ト
に
書
か
せ
る
。

　

今
朝
「
は
」
で
は
、
今
朝
だ
け

歌
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
し
か
し
、
今
朝
「
も
」
で
は
、

今
朝
も
、
昨
日
も
、
そ
の
前
も
、

い
つ
も
こ
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

子
供
が
発
表
し
た
言
葉
を
使
い
な

が
ら
、
教
師
が
黒
板
に
書
き
、
子
供

た
ち
に
は
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

３
行
動
に
着
目
す
る

発
問
3
す
み
れ
ち
ゃ
ん
は
偉
い
か

ら
朝
の
う
ち
に
宿
題
を
し
た
ん

だ
ね
。

　

子
供
た
ち
は
「
違
う
」
と
言
う
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
「
だ
っ
て
、
教
科
書

も
ノ
ー
ト
も
広
げ
た
っ
て
書
い
て
あ

る
よ
」
と
挑
発
し
て
尋
ね
る
。
教
科

書
の
記
述
か
ら
教
師
に
反
論
す
る
児

童
が
い
た
ら
大
い
に
褒
め
た
い
。

１
「
い
つ
」
の
お
話
か

「
け
さ
も
、
こ
の
歌
を
歌
っ
て
い
ま

す
。」
と
い
う
文
を
読
み
、「
け
さ
」

に
指
を
置
か
せ
て
発
問
す
る
。

発
問
1
「
け
さ
」
と
は
い
つ
の
こ

と
で
す
か
。

指
示
1
小
さ
な
声
で
言
っ
て
ご
ら
ん
。

　

列
指
名
す
る
。「
十
月
の
日
曜
」

と
答
え
る
子
が
い
た
ら
、「
八
〇
点
」

と
点
を
付
け
る
。「
十
月
の
日
曜
の

朝
」
と
出
た
ら
、「
一
〇
〇
点
！　

ス
ー
パ
ー
二
年
生
」
と
褒
め
る
。
教

室
が
明
る
く
な
る
だ
ろ
う
。

２
助
詞
に
着
目
す
る

　

今
朝
も
、
こ
の
歌
を
歌
っ
て
い

ま
す
。

　

今
朝
は
、
こ
の
歌
を
歌
っ
て
い

ま
す
。

発
問
2
二
つ
の
文
は
ど
ん
な
違
い

が
あ
り
ま
す
か
。

指
示
2
お
隣
と
相
談
し
な
さ
い
。

　

数
名
指
名
し
て
発
表
さ
せ
る
。
い

発問 	「けさ」とはいつのことです
か。

指示 	小さな声で言ってごらん。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

久
く

輝
き

子
こ

「わたしはおねえさ
ん」
教科書の記述を正しく読み取
り、説明する力を付ける。

光村図書・２年下・p.56-70

イラスト：ナカジマ	ヤヨイ
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

M
athematic

s

算数
3年 Japanese

国語
3年

と
教
科
書
の
図
に
書
き
加
え
さ
せ
る
。

説
明
2
ほ
の
か
さ
ん
は
前
か
ら
５

番
目
。

指
示
3
指
で
押
さ
え
ま
す
。
お
隣

さ
ん
と
確
認
。
○
の
中
に
「
ほ
」

と
書
き
ま
す
。

発
問
1
ゆ
う
と
さ
ん
は
後
ろ
か
ら

何
番
目
で
す
か
？

（
児
童
）
４
番
目
で
す
。

指
示
4
ゆ
う
と
さ
ん
を
指
で
押
さ

え
ま
す
。
○
の
中
に
「
ゆ
」
と
書

き
な
さ
い
。　

発
問
2
２
人
の
間
に
何
人
い
ま
す

か
？

（
児
童
）
６
人
で
す
。

　

練
習
問
題
の
２
も
教
科
書
に
図
が

か
い
て
あ
る
。
今
度
は
子
供
た
ち
に

自
力
で
解
か
せ
よ
う
。
教
科
書
の
図

に
書
き
加
え
さ
せ
る
↓
空
い
て
い
る

と
こ
ろ
に
答
え
を
書
か
せ
て
持
っ
て

来
さ
せ
る
↓
丸
を
付
け
て
あ
げ
る
と

い
う
流
れ
で
進
め
る
。

　

リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
良
く
、
と
き
に

は
教
科
書
の
図
を
う
ま
く
利
用
し
て

授
業
を
し
て
み
よ
う
。

　

ノ
ー
ト
に
図
を
か
く
。
必
要
な
こ

と
で
は
あ
る
が
、
か
く
こ
と
で
負
担

や
時
間
差
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
で
授

業
の
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
が
崩
れ
る
と

き
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
時
に
は
教
科

書
の
図
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
授
業
し

て
み
よ
う
。

問
題
1
子
ど
も
会
の
ピ
ク
ニ
ッ

ク
で
、
15
人
が
１
列
に
な
ら
ん

で
歩
い
て
い
ま
す
。
ほ
の
か
さ

ん
は
前
か
ら
５
番
目
で
、
ゆ
う

と
さ
ん
は
後
ろ
か
ら
４
番
目

で
す
。
こ
の
２
人
の
間
に
は
何

人
い
ま
す
か
。

　

問
題
を
子
供
た
ち
に
読
ま
せ
た
後
、

「
め
あ
て
」「
ア
」
を
教
師
が
読
む
。

指
示
1
○
が
15
個
並
ん
で
い
ま
す
。

指
で
押
さ
え
な
さ
い
。

説
明
1
左
側
を
前
、
右
側
を
後
ろ

と
し
ま
す
。

指
示
2
「
前
」「
後
ろ
」
と
図
に
書

き
加
え
な
さ
い
。

　

板
書
で
示
し
な
が
ら
、
前
、
後
ろ

指示１	○が15個並んでいます。
指で押さえなさい。

説明 	左側を前、右側を後ろとし
ます。

指示２	「前」「後ろ」と図に書き
加えなさい。

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

誠
まこ

人
と

「間の数」時には
教科書の図を
利用しよう
ノートに書く負担・時間差を
なくしてテンポ良く授業しよ
う。

啓林館・３年下・p.52

　

子
供
か
ら
出
た
「
伝
え
る
必
要
の

あ
る
こ
と
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ま
と

め
る
。「
行
事
名
」「
日
時
」「
場
所
」

「
内
容
」「
手
紙
を
出
す
相
手
」「
自

分
の
名
前
」（
伝
え
る
必
要
の
あ
る

こ
と
）
と
「
来
て
ほ
し
い
気
持
ち
」

（
伝
え
た
い
こ
と
）
な
ど
で
あ
る
。

　

教
科
書
に
は
、
も
う
一
通
、
添
削

が
し
て
あ
る
前
田
さ
ん
の
手
紙
も

載
っ
て
い
る
。「
行
事
名
」「
場
所
」「
日

時
」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
を
言
い
な
が
ら

「
伝
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
」
が
落

と
さ
ず
書
け
て
い
る
か
点
検
す
る
。

　

さ
ら
に
、
相
手
を
意
識
し
て
、
丁

寧
な
言
葉
（
敬
体
）
や
言
い
回
し
を

使
う
こ
と
、
情
報
が
一
目
で
分
か
る

よ
う
に
「
日
時
」
や
「
場
所
」
は
、

項
目
を
起
こ
し
て
書
く
と
よ
い
こ
と

を
伝
え
る
。

日
時　

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　

午
後
一
時
~
三
時

場
所　

上
田
小
学
校
体
育
館

「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語

編
」
に
は
、「
行
事
を
案
内
す
る
文

章
を
書
く
際
に
は
、
行
事
名
、
日
時
、

場
所
、
内
容
な
ど
の
ほ
か
、
参
加
し

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
お
願
い
な
ど
、

必
要
な
情
報
を
漏
れ
な
く
書
く
必
要

が
あ
る
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
教

科
書
の
お
手
本
の
手
紙
を
視
写
さ
せ
、

何
度
も
読
ま
せ
て
、「
必
要
な
情
報
」

を
探
さ
せ
る
。

指
示

案
内
の
手
紙
に
「
伝
え

る
必
要
の
あ
る
こ
と
」
が
書

か
れ
て
い
る
か
、
小
西
さ
ん

の
手
紙
か
ら
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し

て
「
時
間
は
な
く
て
も
い
い
で
し
ょ

う
」
な
ど
と
反
対
の
こ
と
を
言
っ
て
、

子
供
に
書
く
必
要
が
あ
る
理
由
を
言

わ
せ
る
。「
日
に
ち
が
な
か
っ
た
ら
、

い
つ
来
た
ら
い
い
か
分
か
り
ま
せ

ん
」
と
か
「
場
所
が
分
か
ら
な
か
っ

た
ら
、
行
け
ま
せ
ん
！
」
な
ど
と

次
々
理
由
を
言
う
の
で
盛
り
上
が
る
。

指示 	案内の手紙に、「伝える必要
のあること」が書かれているか、
小西さんの手紙から探しましょ
う。

「案内の手紙を書こ
う」大事なことを手
紙で伝える
手紙を書くことを通じて、目
的や相手に応じて書く力を身
に付ける。

元・広島県公立小学校教諭

笠
かさ

井
い

美
み

香
か

東京書籍・３年下・p.30-34

イラスト：ナカジマ	ヤヨイイラスト：ナカジマ	ヤヨイ
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

M
athematic

s

算数
4年

思
い
浮
か
ば
な
い
子
供
の
お
手
本
と

な
る
。「
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
を
書

け
ば
い
い
の
か
」
と
、
ヒ
ン
ト
に
な

る
。
黒
板
に
書
い
た
子
供
に
は
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
の
二
つ
目
、
三
つ
目

と
ノ
ー
ト
に
書
き
進
め
る
こ
と
を
指

示
す
る
。

２
八
割
が
で
き
た
ら
、
読
ま
せ
る

　

大
体
八
割
ほ
ど
の
子
供
が
ノ
ー
ト

に
書
け
た
ら
、
次
の
指
示
を
す
る
。

指
示
3

右
端
か
ら
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
間
に
、
ま
だ
悩
ん
で
い
る
子

供
の
そ
ば
に
行
っ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
と
よ
い
。

３
一
つ
、
選
択
さ
せ
る

指
示
4

書
い
た
も
の
の
中
か

ら
、
詩
に
書
き
た
い
こ
と
を

一
つ
選
ん
で
丸
で
囲
み
ま

し
ょ
う
。

１
お
手
本
を
板
書
さ
せ
る

　

意
外
と
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
が

出
来
な
い
子
供
が
い
る
。
何
に
つ
い

て
書
け
ば
い
い
の
か
、
分
か
ら
な
い

の
で
あ
る
。
教
科
書
に
は
、「
詩
に

書
き
た
い
こ
と
を
決
め
よ
う
。」
と

書
い
て
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

「
決
め
て
ご
ら
ん
」
と
い
う
指
示
で

全
員
が
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

発
問

最
近
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

指
示
1

ノ
ー
ト
に
一
つ
書
け

た
ら
、
見
せ
に
来
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
初
は
テ
ー
マ
を

統
一
す
る
。

　

そ
し
て
、
ノ
ー
ト
を
見
て
、
力
強

く
褒
め
な
が
ら
丸
を
す
る
。

指
示
2

黒
板
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。

　

早
く
書
け
た
子
供
た
ち
の
板
書
が
、

発問 	最近、楽しかったことは何
ですか。

指示 	ノートに一つ書けたら、見
せに来ましょう。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

愛
あい

Japanese

国語
4年

感動を言葉に
クラス全体で、詩に書きたい
ことをたくさん列挙させた上
で、テーマを選択させる。

光村図書・４年下・p.77-79

数
の
ま
ま
計
算
し
て
は
い
け
な
い
問

題
を
扱
う
。

　

教
科
書
に
は
「
１
と
6
5
」
を

「
２
と
1
5
」
に
直
す
こ
と
が
載
っ

て
い
る
。「
１
と
6
5
」
は
あ
り
え

な
い
分
数
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、「
２

と
1
5
」
に
直
す
方
法
を
隣
同
士

で
相
談
さ
せ
た
。

　

向
山
洋
一
氏
は
「
6
5
が
﹃
１
と

1
5
﹄
で
あ
る
」
こ
と
を
押
さ
え
て

い
る
。
そ
の
や
り
方
を
私
も
教
え
た
。

　

以
前
担
任
し
た
ク
ラ
ス
で
は
、
大

部
分
の
子
が
帯
分
数
の
ま
ま
計
算
し

て
い
た
。

　

帯
分
数
の
ま
ま
計
算
す
る
子
の
中

の
一
人
は
「
あ
り
え
な
い
帯
分
数
」

に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
仮
分
数
に

直
し
て
答
え
て
い
た
。
例
え
ば
、「
２

と
4
3
」
と
い
う
答
え
だ
っ
た
ら
、

「
10
3
」
と
い
う
答
え
に
す
る
の
だ
。

こ
の
子
は
「
こ
れ
が
分
か
り
や
す

い
」
と
言
っ
て
い
た
。

　

各
自
に
や
り
や
す
い
方
法
を
選
ば

せ
る
と
よ
い
。

　

帯
分
数
の
計
算
は
、
帯
分
数
の
ま

ま
計
算
す
る
方
法
と
、
仮
分
数
に
直

し
て
計
算
す
る
方
法
が
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
、
長
所
、
短
所
が
あ
る
。

帯
分
数
の
ま
ま
計
算
す
る

︿
長
所
﹀
計
算
が
楽

︿
短
所
﹀
答
え
が
お
か
し
な
分
数
に

な
っ
た
り
、
そ
の
ま
ま
ひ
き
算

が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

仮
分
数
に
直
し
て
計
算
す
る

︿
長
所
﹀
ど
の
問
題
に
も
対
応
可
能

︿
短
所
﹀
仮
分
数
に
直
す
ひ
と
手
間

が
あ
る
・
分
子
が
大
き
く
な

り
、
計
算
ミ
ス
が
生
じ
や
す
い

　

そ
こ
で
、
ど
ち
ら
の
や
り
方
も
教

え
、
子
供
に
選
ば
せ
る
の
が
良
い
。

　

留
意
点
が
二
つ
あ
る
。

１　

両
方
の
方
法
を
説
明
さ
せ
る
。

　

教
科
書
を
読
ま
せ
た
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
を
簡
単
に
隣
同
士
で
説
明

さ
せ
る
。

２　

答
え
の
直
し
方
を
押
さ
え
る
。

2
5
＋
4
5
の
よ
う
に
、
帯
分

指示 	解きやすい方法でやりなさ
い。

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

健
けん

一
いち

帯分数の計算は、解
き方を選択させる
解きやすい方法は人それぞれ。
自分で選択させるから、知的
な授業になる。

イラスト：ナカジマ	ヤヨイ

東京書籍・４年下・p.48-50

１
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

一
つ
で
き
た
ら
、
大
き
な
声
で
褒

め
て
盛
り
上
げ
る
。
子
供
は
次
々
と

ア
イ
デ
ィ
ア
を
見
付
け
て
持
っ
て
来

る
。例
え
ば
、次
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
持
っ
て
来
る
。

　

こ
れ
を

黒
板
に
か

か
せ
、
一

つ
一
つ
説

明
さ
せ
る
。

　

最
後
に
教
科
書
を
開
か
せ
る
。

「
教
科
書
に
出
て
い
る
求
め
方
は
、

黒
板
の
ど
の
求
め
方
と
同
じ
で
す
か
」

　

教
科
書
と
黒
板
を
対
応
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
言
う
。

「
教
科
書
よ
り
も
み
ん
な
の
方
が
、

た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
見
付
け

ま
し
た
ね
。
す
ば
ら
し
い
！
」

　

こ
の
単
元
は
、
多
様
な
考
え
方
を

引
き
出
す
こ
と
で
盛
り
上
が
る
。
さ

ら
に
、
教
科
書
を
最
後
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
子
供
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
角
形
の
面
積
の
求
め
方
を
考
え

る
場
面
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
に
は
、
上
の
図
の
よ
う

に
方
眼
上
に
か
か
れ
た
三
角
形
の
プ

リ
ン
ト
を
何
枚
も
準
備
し
て
お
く
。

「
こ
の
三
角
形
の
面
積
を
求
め
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
」

　

す
ぐ
に
意
見
が
出
な
け
れ
ば
教
え

る
。
時
間
は
か
け
な
い
。

「
面
積
の
求
め
方
が
分
か
る
形
に
変

え
れ
ば
い
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
こ

れ
ま
で
に
面
積
の
求
め
方
を
勉
強
し

た
の
は
ど
ん
な
図
形
で
し
た
か
」

　

こ
れ
に
も
時
間
を
か
け
な
い
。
教

え
る
。（
長
方
形
や
平
行
四
辺
形
）

「
で
は
、
プ
リ
ン
ト
に
ア
イ
デ
ィ
ア

を
書
き
込
み
な
さ
い
」

　

こ
の
学
習
に
は
例
示
が
必
要
で
あ

る
。
早
く
終
え
た
子
に
は
持
っ
て
来

さ
せ
、
全
体
に
紹
介
す
る
。

発問 	この三角形の面積を求める
にはどうすればいいですか。

説明 	面積の求め方が分かる形に
変えればいいのです。

M
athematic

s

算数
5年

多様な考え方を扱う
教科書単元の運用
方法
子供たちの方が教科書よりも
すごいことをする。

　

理
由
や
根
拠
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
学
習
で
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
出
て
き
て
い
る
。「
予
想
さ
れ
る

反
論
」「
反
論
に
対
す
る
自
分
の
考

え
」
で
突
っ
込
ん
で
考
え
さ
せ
る
。

「
予
想
さ
れ
る
反
論
」
を
書
く

と
、
自
分
が
不
利
に
な
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

　

揺
さ
ぶ
る
。
子
供
は
、「
あ
っ
た

方
が
よ
い
」
と
答
え
る
だ
ろ
う
。

「
予
想
さ
れ
る
反
論
」
を
書
く

こ
と
で
、
ど
ん
な
効
果
が
あ
り

ま
す
か
。

「
自
分
と
異
な
る
立
場
の
意
見
を
書

く
こ
と
で
、
公
平
さ
が
出
て
説
得
力

が
増
す
」「
反
論
に
対
す
る
自
分
の

考
え
を
書
く
こ
と
で
、
逆
に
自
分
の

主
張
を
強
化
で
き
る
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
る
だ
ろ
う
。

　

掲
載
し
て
あ
る
画
像
は
、
以
前
担

任
し
た
子
供
の
意
見
文
で
あ
る
。

　

一
七
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
お
手
本
の
意
見
文
を
打
ち
込
ん
だ

用
紙
を
配
付
し
、
読
み
聞
か
せ
る
。

「
こ
の
意
見
文
は
、
説
得
力
が
あ
り

ま
す
か
」
と
聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の

子
供
が
「
説
得
力
が
あ
る
」
と
答
え

る
だ
ろ
う
。

　

な
ぜ
説
得
力
が
あ
る
の
か
、
意
見

文
の
書
き
方
の
工
夫
を
考
え
さ
せ
る
。

　

こ
の
意
見
文
に
お
け
る
書
き

方
の
工
夫
は
何
で
す
か
。
用
紙

に
工
夫
を
書
き
込
み
な
さ
い
。

　

時
間
を
取
っ
た
後
、
発
表
さ
せ
る
。

　

次
の
意
見
が
考
え
ら
れ
る
。

①
最
初
と
最
後
に
主
張
が
書
か

れ
て
い
る
。

②
理
由
や
根
拠
が
書
か
れ
て
い

る
。

③
予
想
さ
れ
る
反
論
が
書
か
れ

て
い
る
。

④
反
論
に
対
す
る
自
分
の
考
え

が
書
か
れ
て
い
る
。

発問１	この意見文における書き
方の工夫は何ですか。

発問２	「予想される反論」を書く
と、自分が不利になるのではな
いですか。

発問３	「予想される反論」を書く
ことで、どんな効果がありますか。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

Japanese

国語
5年

説得力のある意見文
の工夫をつかませる

「予想される反論とそれに対
する自分の考え」で突っ込ん
で考えさせる。

元・東京都公立小学校教諭

村
むら

野
の

聡
さとし

教育出版・５年・p.205-206
「四角形や三角形の面積」

光村図書・５年・p.174-179
「読み手が納得する意見文を書こう　
あなたは、どう考える」
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M
athematic

s

算数
6年

こ
れ
が
全
体
へ
の
例
示
と
な
る
。

　

次
の
よ
う
な
理
由
が
書
か
れ
る
で

あ
ろ
う
。

「
表
紙
が
面
白
そ
う
だ
か
ら
」「
自

分
が
好
き
な
冒
険
も
の
だ
か
ら
」「
友

達
が
読
ん
で
い
て
面
白
そ
う
だ
か

ら
」

　

書
け
た
子
に
読
ま
せ
る
。
一
番
難

し
い
の
は
、「
な
ぜ
こ
の
本
を
選
ん

だ
か
」
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
一
文
で
書
か
せ
る
こ
と
で

「
自
分
に
も
書
け
る
ん
だ
」
と
い
う

体
験
を
さ
せ
る
。

説
明
「
理
由
」
の
他
に
あ
と
二
つ

の
文
を
加
え
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
書
け
ば
、
あ
と
二
文
付
け

足
せ
る
か
、
教
科
書
の
お
手
本
を

読
み
ま
す
。

　

読
ん
だ
あ
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
書
い
て
あ
る
か
発
表
さ
せ
る
。

「
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
」「
本
の

引
用
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
え
」「
読

ん
だ
後
、
ど
ん
な
気
分
に
な
る
か
」

　

発
表
さ
れ
た
意
見
か
ら
二
つ
選
ば

せ
て
あ
と
二
文
を
書
か
せ
る
。

「
私
の
大
切
な
一
冊
」
は
、
本
の
紹

介
文
を
書
き
、
読
書
活
動
に
つ
な
げ

る
単
元
で
あ
る
。
難
し
い
の
は
、
紹

介
文
を
書
か
せ
る
活
動
で
あ
ろ
う
。

　

最
初
は
短
い
紹
介
文
を
書
か
せ
て
、

徐
々
に
長
く
書
か
せ
る
の
が
よ
い
。

指
示
1
図
書
室
で
借
り
て
い
る
本
、

ま
た
は
、
今
、
教
室
で
読
ん
で
い

る
本
を
机
の
上
に
出
し
ま
す
。

指
示
2
「
私
が
読
ん
で
い
る
の
は

﹃︵
本
の
題
名
︶﹄
で
す
」
と
一
人

ず
つ
発
表
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
員
に
発
表
さ
せ
る
。
一
文
な
の

で
あ
っ
と
い
う
間
に
発
表
は
終
わ
る
。

指
示
3
今
の
一
文
に
、「
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
読
ん
で
く
だ
さ
い
。」
を

加
え
て
発
表
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
全
員
に
発
表
さ
せ
る
。

こ
れ
も
、
二
文
な
の
で
す
ぐ
に
終
わ

る
。
次
に
発
表
さ
せ
る
の
は
、
な
ぜ

そ
れ
を
選
ん
だ
か
の
理
由
で
あ
る
。

指
示
4
そ
の
本
を
選
ん
だ
理
由
を
、

一
文
で
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

　

い
き
な
り
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
の

は
難
し
い
の
で
数
名
に
発
表
さ
せ
る
。

指示①	図書室で借りている本、または、
今、教室で読んでいる本を机の上に
出します。

指示②	「私が読んでいるのは『（本の題
名）』です」と一人ずつ発表していき
ます。

指示③	その本を選んだ理由を、一文で
ノートに書きます。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

Japanese

国語
6年

本の紹介文は、最初
は一文だけ書かせる
最初の一文に一文、また一文
と付け加えさせることでどの
子も書けるようになる。長く
書かせる場合は教科書の紹介
文を読ませて「なぜ、こんな
に長く書けるのか」コツを見
付けさせるとよい。

を
付
け
れ
ば
、
回
数
は
増
や
せ
る
。

中
学
に
行
っ
て
も
、
自
分
で
ミ
ニ
テ

ス
ト
を
毎
日
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

﹃
脳
が
認
め
る
勉
強
法
﹄（
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
・
キ
ャ
リ
ー
著　

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
）
に
は
、
次
の
実
験
が
あ
る
。

カ
ー
ピ
ッ
ク
と
ロ
ー
デ
ィ
ガ
ー
は
、

一
二
〇
人
の
学
生
に
実
験
し
て
い
る
。

太
陽
に
関
す
る
文
書
を
暗
記
さ
せ
る
。

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
二
回
と
も
、
と

に
か
く
暗
記
さ
せ
る
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ

は
、
一
回
目
は
暗
記
、
二
回
目
は
自

分
で
書
き
出
し
て
、
覚
え
て
い
る
か

ど
う
か
自
己
テ
ス
ト
を
さ
せ
る
。
Ａ
、

Ｂ
と
も
に
、
三
回
目
に
は
、
覚
え
て

い
る
か
ど
う
か
テ
ス
ト
を
さ
せ
た
。

結
果
は
、
Ｂ
の
ほ
う
が
結
果
が
良

か
っ
た
。
自
己
テ
ス
ト
は
、
学
力
を

定
着
さ
せ
る
の
だ
。「
テ
ス
ト
が
勉

強
時
間
と
な
っ
た
」「
た
と
え
、
点

数
が
０
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
テ
ス

ト
を
受
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」

と
同
書
に
は
書
い
て
あ
る
。

　

テ
ス
ト
勉
強
の
仕
方
を
教
え
る
こ

と
も
、
教
師
の
大
事
な
仕
事
だ
。

　

毎
回
、
前
日
に
テ
ス
ト
勉
強
を
さ

せ
て
い
る
。
①
正
進
社
の
プ
レ
テ
ス

ト
、
②
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」

（
光
村
教
育
図
書
）
の
テ
ス
ト
ペ
ー

ジ
。
こ
の
二
つ
が
終
わ
っ
た
子
供
に

は
、
読
書
や
中
学
入
試
問
題
を
さ
せ

て
い
る
。
テ
ス
ト
勉
強
を
さ
せ
る
と

き
の
ポ
イ
ン
ト
が
三
つ
。

　

一
つ
目
が
、
自
分
で
丸
付
け

を
さ
せ
る
。
正
進
社
の
プ
レ
テ

ス
ト
、「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」

の
テ
ス
ト
、
ど
ち
ら
も
、
解
答

が
付
い
て
い
る
。
答
え
だ
け
で

な
く
、
途
中
計
算
も
書
か
れ
て

い
る
。
二
つ
目
が
、
間
違
え
た

問
題
は
必
ず
ノ
ー
ト
に
も
う
一

度
さ
せ
る
こ
と
。
三
つ
目
が
、

教
師
に
丸
を
付
け
た
プ
レ
テ
ス

ト
、
間
違
い
を
や
り
直
し
た
ノ
ー

ト
を
見
せ
る
こ
と
。

　

趣
意
説
明
も
す
る
。「
学
力
を
付

け
た
け
れ
ば
、
テ
ス
ト
を
た
く
さ
ん

し
た
ほ
う
が
い
い
ん
だ
。
回
数
だ
。

自
分
で
問
題
を
解
い
て
、
自
分
で
丸

〈趣意説明〉
「学力を付けたければ、テストをた
くさんしたほうがいい」

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

テスト勉強の仕方を、
子供たちに教える
自己テストは、テストの成績
アップにつながる。

イラスト：ナカジマ	ヤヨイ
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少
」
に
よ
り
、
確
か
に
漁
獲
高
は

減
っ
て
い
る
。
原
因
は
次
の
三
つ
だ
。

①
太
平
洋
全
体
の
海
水
温
の
上
昇

②
網
に
か
か
ら
な
い
大
き
さ
の
一
歳

未
満
が
死
滅

③
五
十
年
お
き
に
起
こ
る
自
然
現
象

「
自
然
現
象
」
と
あ
る
。「
と
り
す

ぎ
」
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

教
科
書
の
三
つ
以
外
に
も
変

化
の
理
由
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

予
想
し
て
発
表
し
て
ご
ら
ん
。

　

社
会
事
象
の
変
化
の
原
因
に
は
、

複
数
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。
自
由
に

発
表
さ
せ
、
調
べ
方
を
考
え
る
。

　

水
産
庁
に
メ
ー
ル
を
出
す
と
、
次

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。「
流
し

網
漁
業
の
停
止
」「
ベ
ー
リ
ン
グ
公

海
、
北
大
西
洋
で
の
漁
業
停
止
」
が

一
九
九
一
年
か
ら
順
に
行
わ
れ
て
い

る
。
理
由
は
世
界
的
な
「
海
洋
資
源

保
護
」
の
訴
え
で
あ
る
。

　

日
本
の
漁
獲
高
減
少
の
裏
に
は
国

際
社
会
が
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

三
つ
の
資
料
を
示
し
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
、
詳
細
を
検
証

し
て
い
く
。

　

上
は
「
磯

焼
け
」
の
写

真
と
原
因
。

既
に
一
九
八

〇
年
に
は
広

が
っ
て
い
る
。

　

更
に
「
輸

入
量
の
グ
ラ

フ
」
を
提
示
。

全
体
的
に
輸
入

量
は
増
え
て
い

る
。
長
い
ス
パ

ン
で
見
る
と
漁

獲
量
減
少
の
原

因
だ
が
、
一
九

九
〇
~
一
九
九

五
年
の
間
は
少

し
輸
入
量
は

減
っ
て
い
る
。

　

最
後
は
「
と

り
す
ぎ
」
に
つ
い
て
。
一
九
八
八
~

一
九
九
五
年
「
マ
イ
ワ
シ
の
大
幅
減

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

１
変
化
の
原
因
を
考
え
る

　

変
化
に
は
原
因
が
あ
り
ま
す
。

人
が
起
こ
し
た
社
会
事
象
の
原

因
を
考
え
る
の
が
社
会
科
の
勉

強
な
ん
で
す
ね
。

「
社
会
事
象
の
原
因
を
考
え
る
」
が

社
会
科
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
。

様
々
な
場
で
言
い
続
け
る
と
、
子
供

た
ち
も
自
然
に
意
識
す
る
よ
う
に
な

る
。

　

教
科
書
か
ら
「
変
化
」
の
原

因
を
見
付
け
て
、
線
を
引
い
て

持
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

　

一
人
一
人
教
科
書
を
見
せ
な
が
ら
、

こ
そ
っ
と
教
師
に
言
わ
せ
る
。「
漁

場
環
境
の
悪
化
」「
と
り
す
ぎ
で
魚

が
減
っ
た
」「
輸
入
が
増
え
た
」
の

三
つ
が
教
科
書
に
書
か
れ
て
あ
る
。

２
検
証
す
る

　

教
科
書
に
は
文
章
記
述
し
か
な
い
。

こ
こ
は
教
師
が
補
っ
て
あ
げ
る
。

　

文
章
し
か
な
い
の
で
、
水
産

庁
Ｈ
Ｐ
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

社会

グラフの変化は複数
の原因が絡み合って
生じている（共分散
構造分析※）
変化の原因を教科書から見
付け、検証。他の原因を予
想し調べ学習につなげる。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

５年生　日本の水産業：
全単元応用可能

「基礎・基本の授業例」「基礎・基本の授業例」とと「主体的・対話的で深い学びの授業例」「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

２
縦
軸
・
横
軸
「
２
」
の
確
認

　

縦
軸
を
赤
鉛
筆
で
な
ぞ
り
な

さ
い
。
単
位
は
何
で
す
か
。（
横

軸
同
様
）

　

教
科
書
の
グ
ラ
フ
の
横
軸
「
年
」

は
役
場
の
統
計
が
多
い
の
で
、
多
く

の
場
合
「
年
度
」
で
あ
る
。

３
変
化
の
傾
向
「
５
」
の
確
認

　

上
記
が
「
変
化
を
表
す
グ

ラ
フ
」
の
五
つ
の
傾
向
で
あ

る
。
棒
グ
ラ
フ
の
場
合
、
棒

の
て
っ
ぺ
ん
を
赤
鉛
筆
で
結

ん
で
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
形
状

に
し
て
、
上
記
五
つ
の
ど
の

傾
向
か
確
認
す
る
。
本
グ
ラ

フ
の
場
合
は
、
八
五
年
ま
で

は
「
段
々
上
が
る
」、
以
降

「
九
〇
~
九
五
年
」
の
部
分

を
囲
ま
せ
「
突
然
下
が
る
」

と
定
義
し
て
お
く
。

れ
て
い
な
い
の
で
「
不
明
」
と
な
る
。

　

出
典
の
実
物
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。

「
海
面
漁
業
生
産
統
計
」
と
は
、
次

の
よ
う
な
資
料
で
あ
る
。

　

数
字
だ
け
の
表
を
分
か
り
や

す
く
グ
ラ
フ
に
直
し
た
の
で
す

ね
。

と
な
る
。
教
科
書
の
多
く
の
グ
ラ
フ

は
統
計
表
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。

　

グ
ラ
フ
を
扱
う
授
業
の
型
は
次
で

あ
る
。

一
.
必
要
要
件
３
つ
の
確
認

二
.
縦
軸
・
横
軸
の
２
つ
確
認

三
.
変
化
の
傾
向
を
５
つ
捉
え
る

四
.
変
化
の
原
因
を
考
え
る

五
.
検
証
す
る

１
必
要
要
件
「
３
」
の
確
認

（
１
）
タ
イ
ト
ル
は
何
で
す
か
。

（
２
）
出
典
は
何
で
す
か
。

（
３
）
年
度
は
い
つ
で
す
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
「
指
で
指
さ
せ
る
」「
一

斉
に
言
わ
せ
る
」「
指
名
し
て
言
わ

せ
る
」「
指
で
囲
ま
せ
る
」「
赤
鉛
筆

で
囲
ま
せ
る
」「
隣
と
確
認
す
る
」

な
ど
、
作
業
し
な
が
ら
確
認
す
る
。

　

右
記
グ
ラ
フ
は
「
年
度
」
が
書
か

基礎・基本基礎・基本

社会

グラフの基本的読
取「３、２、５」
を指導する
日本の水産業「日本の漁
獲量のうつりかわり」
作業しながらグラフの基
本要素を押さえる授業。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

５年生　日本の水産業：
全単元応用可能

▲農林水産統計HP令和２年５月28日公表より引用

※
複
数
の
構
成
概
念
間
の
関
係
を
検
討
す
る

こ
と
が
で
き
る
統
計
的
手
法
の
一
つ
。

︵
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
︶
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6年道徳
　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

・
牛
の
子
を
盗
も
う
と
考
え
て
い
た
。

︿
悪
く
な
い
人
派
﹀

・
涙
を
流
し
た
。

・
牛
の
子
を
返
し
た
。

・
引
き
返
し
て
白
状
し
た
。

・
弟
子
を
か
ば
っ
た
。

・「
盗
人
に
は
な
る
な
」
と
弟
子
に

言
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト
①
:「
悪
い
人
・
良
い
人
」

と
は
発
問
し
な
い
こ
と
。

ポ
イ
ン
ト
②
:
悪
い
こ
と
を
し
て
し

ま
っ
て
も
、
人
間
は
改
心
し
て
や

り
直
す
こ
と
が
で
き
る
す
ば
ら
し

い
生
き
物
な
の
だ
と
い
う
こ
と
。

発
問
4
盗
人
の
か
し
ら
は
、
こ
の

後
ど
う
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。

　

そ
う
な
っ
た
と
思
う
理
由
も
合
わ

せ
て
書
き
な
さ
い
。

・
老
人
が
許
し
て
く
れ
た
。
理
由
は
、

正
直
に
言
っ
た
か
ら
。

・
本
当
の
こ
と
を
言
っ
た
し
、
そ
の

村
で
は
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て

い
な
い
の
で
、
逃
が
さ
れ
た
。

・
今
ま
で
悪
い
こ
と
を
し
た
の
で
、

捕
ま
っ
て
、
償
い
を
し
た
。

　

長
編
の
お
話
で
あ
る
。

（
以
下
の
授
業
プ
ラ
ン
は
、
堀
田
和

秀
氏
の
授
業
構
想
メ
モ
を
再
現
し
た

も
の
で
あ
る
）

⑴
教
材
文
を
各
々
黙
読

　

長
編
な
の
で
、
一
斉
に
読
ま
せ
る

と
"だ
れ
る
"
可
能
性
が
あ
る
。

　

各
自
で
読
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。

⑵
登
場
人
物
・
状
況
設
定
の
確
認

発
問
1
登
場
人
物
は
誰
で
す
か
。

（
盗
人
の
か
し
ら
・
弟
子
・
男
の
子
・

老
人
）

発
問
2
盗
人
の
か
し
ら
の
考
え
方

や
気
持
ち
を
変
化
さ
せ
た
の
は

誰
と
誰
で
す
か
。（
男
の
子
、老
人
）

発
問
3
変
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

三
文
字
の
言
葉
を
抜
き
出
し
ま

し
ょ
う
。（
な
み
だ
）

⑶
ミ
ニ
討
論
を
す
る

　

盗
人
の
か
し
ら
は
、
悪
い
人

で
す
か
、
悪
い
人
と
は
言
え
ま

せ
ん
か
。

︿
悪
い
人
派
﹀

・
た
だ
の
盗
人
で
は
な
く
か
し
ら
だ
。

１
高
学
年
道
徳
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

高
ま
っ
て
き
た
「
思
考
力
」

と
客
観
的
な
「
自
他
比
較
」

　

高
学
年
に
な
る
と
、
抽
象
的
思
考

力
が
高
ま
る
。
体
験
し
て
い
な
い
こ

と
や
目
に
見
え
な
い
も
の
も
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
る
力
で
あ
る
。
加
え

て
、
推
理
的
な
思
考
も
可
能
に
な
る
。

そ
の
反
面
、
他
者
の
意
見
が
気
に
な

り
、
自
信
が
も
て
な
か
っ
た
り
劣
等

感
を
感
じ
た
り
す
る
（
自
他
比
較
）。

　

そ
の
よ
う
な
年
齢
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
教
材
の
主
人
公
（
盗
人
の
か
し

ら
）
の
心
の
変
化
や
、
状
況
を
読
み

取
る
能
力
が
備
わ
っ
て
き
て
い
る
。

２
「
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
」

を
授
業
す
る

︿
あ
ら
す
じ
﹀
村
に
来
た
盗
人
た
ち
。

す
る
と
、
か
し
ら
が
村
の
子
か
ら
子

牛
を
預
け
ら
れ
る
。
今
ま
で
信
頼
が

薄
か
っ
た
た
め
、
う
れ
し
涙
を
流
す
。

な
か
な
か
取
り
に
来
な
い
の
で
、
村

の
子
を
村
へ
探
し
に
行
く
。
つ
い
に

は
、
役
人
（
警
察
）
に
も
尋
ね
よ
う

と
し
た
。
そ
こ
に
い
た
老
人
と
盗
人

た
ち
は
、
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
次
の

日
の
旅
立
ち
の
と
き
、
盗
人
の
か
し

ら
は
「
自
分
は
盗
人
だ
」
と
老
人
に

告
げ
る
。
そ
し
て
、
弟
子
た
ち
も
、

そ
れ
ぞ
れ
改
心
し
て
旅
立
つ
。

「人間として生きる
喜び」を思考する
授業提案
「人間は失敗から学ぶことが
できる」ことを、説明せず、
ミニ討論を通して実感させる。

兵庫県伊丹市立南小学校

三
さえ

枝
ぐさ

亜
あ

矢
や

子
こ

廣済堂あかつき・６年
p.106-111

「花のき村と盗人たち」

Which do you like 
better, A or B?
AとB、どっちの
ほうが好き？
指導原理はシンプル。比較級
の単元に入る前に、比較級の
英会話を定着させる。
「定着させる」とは、「聞いて
理解することや、言うことが、
まるで直感でできるかのよう
に高速でできる」くらいにま
で定着させることを意味する。
結果、教科書本文も楽に指導
できる。

北海道幕別町立忠類中学校

加
か

藤
とう

心
しん

「どっちのほうが好きか？」の比較級のダイ
アローグは、これで決定！　理由は以下。
１　子供が自分の気持ちを楽しく言える
２　汎用性が高いので、会話が長く続く
＜単語練習＞
太文字は教師。（　）の中は子供。

Japanese	 food（Japanese	 food）,	
Japanese	food（Japanese	food）　
Chinese	food（Chinese	food）,	Chinese	

food（Chinese	food）,	
＜状況設定＞

Which	do	you	 like	better,	Japanese	
food	or	Chinese	food?（Japanese	food	ま
たは	Chinese	food）
＜問答練習＞
Repeat!		I	like	Japanese	food	better（I	

like	Japanese	food	better）, I	like	Japanese	
food	better	than	Chinese	food.（I	 like	
Japanese	food	better	than	Chinese	food.）
Question（教師が自分を指さす），answer

（教師が子供たちを指す）.
Which	do	you	 like	better,	Japanese	

food	or	Chinese	food?	（I	 like	Japanese	
food	better	than	Chinese	food.）	
Question（教師が子供たちを指さす），

answer（教師が自分を指す）.
（Which	do	you	like	better,	Japanese	food	or	
Chinese	food?）	 I	like	Chinese	food	better	
than	Japanese	food.
＜アクティビティ＞
〇〇君,	stand	up!（１人を立たせる）

　Which	do	you	 like	better,	Japanese	

food	or	Chinese	food?	（I	like	Japanese	
food	better	than	Chinese	food.）
Pair,	stand	up!（ペアで対話させる）
Move!（移動させ，ペアを変えさせる）

　この要領で、次は「rice	dishes（米料理）」
と「noodle	dishes（麺料理）」を用いる。
Which	do	you	like	better,	rice	dishes	

or	noodle	dishes?	（I	 like	noodle	dishes	
better	than	rice	dishes.）	
　この要領で、次は「そば」と「うどん」。
Which	do	you	like	better,	そば	or	うど

ん?	（I	like	そば	better	than	うどん.）
　以下、同様に「hot	そば」vs「cold	そば」。
　同様に「月見そば」vs「天ぷらそば」。
　同様に「牛丼」vs「カツ丼」など。
　これは午前中の授業にやるといい。
　その日の給食で、「ギョウザ」vs「中華サ
ラダ」のようにすぐに使える。長い。楽しい。
　このように、単元に入る前に英会話を行う。

2年英語 （中学）
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

教科で使える
プログラミング実践

マイクロビットを
使った
フィジカル・プロ
グラミング体験②
身近にある便利な道具は
「魔法の箱」ではない。
動かすプログラムは誰かが
書いている。このことを理
解させるためにはフィジカ
ル・プログラミング体験が
欠かせない。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

と
い
う
。
方
位
磁
針
は
地
磁
気
を
利

用
し
て
い
る
。
方
位
磁
針
の
針
は
磁

石
な
の
で
、
自
由
に
動
く
よ
う
に
す

る
と
必
ず
南
北
を
差
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
方
角
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
の
セ
ン
サ
ー
は
、

こ
の
地
磁
気
を
数
値
と
し
て
計
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
く
見
る
と
、
数

値
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
数
値
に

よ
っ
て
「
矢
印
の
向
き
」
と
「
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
有
無
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
訳
だ
。
次
号
へ
続
く
。

発
問
3

マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
に

は
「
セ
ン
サ
ー
」
が
付
い
て

い
ま
す
。

　
　

こ
の
四
つ
で
す
。

　

①
地
磁
気
セ
ン
サ
ー

　

②
光
セ
ン
サ
ー

　

③
温
度
セ
ン
サ
ー

　

④
加
速
度
セ
ン
サ
ー

　

「
時
計
さ
が
す
く
ん
」
は
何

セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
。
お
隣
と
予
想

し
な
さ
い
。

　

も
う
お
分
か
り
だ
ろ
う
。

　

正
解
は
「
地
磁
気
セ
ン
サ
ー
」。

　

地
球
は

北
極
を
Ｓ

極
、
南
極

を
Ｎ
極
と

す
る
磁
石

で
あ
り
、

地
球
の
磁

力
を
示
す

も
の
を

「
地
磁
気
」

　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
英
国
放

送
協
会/British	Broadcasting	

Corporation

）
が
中
心
と
な
り
、

子
供
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
目
的
と
し
て
作
っ
た
も
の
だ
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
十
一
歳
か
ら
十

二
歳
の
子
供
た
ち
約
百
万
人
に
無
償

で
配
ら
れ
た
。（
二
〇
一
六
年
）

　

日
本
で
も
、
最
近
よ
く
見
か
け
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
に
な
っ
た
。

指
示
4

使
い
方
は
と
っ
て
も

簡
単
で
す
。
み
ん
な
で
読
ん

で
み
よ
う
。

　

①
「
つ
な
ぐ
」

　

②
「
つ
く
る
」

　

③
「
い
れ
る
」

　

④
「
た
め
す
」　

　
　

た
っ
た
こ
れ
だ
け
で
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
は
筆
箱
に
入
る

ほ
ど
の
小
型
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

様
々
な
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
「
セ
ン
サ
ー
」

機
能
が
あ
る
。

説
明
2
そ
う
で
す
。「
方
位
磁

針
」
で
す
。
方
角
に
反
応
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
鳴
っ
て
い
た
の

で
す
。
こ
の
「
時
計
さ
が
す

く
ん
」、
改
め
「
方
位
磁
針
」

は
「
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
」
と

い
う
も
の
を
使
っ
て
作
り
ま

し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
（m

icro:bit

）

は
、
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ボ
ー
ド

だ
。
お
よ
そ
四
㎝
×
五
㎝
で
、
筆
箱

に
入
る
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。

説
明
1
書
い
て
い
な
い
ね
。
あ

の
紫
の
部
分
。
何
て
書
い
て

い
ま
す
か
。

　

「
方
角
」
で
す
ね
。

発
問
2

つ
ま
り
こ
の
道
具
は

「
時
計
さ
が
す
く
ん
」
で
は
な

く
何
で
す
か
？

　

正
解
は
「
方
位
磁
針
」
だ
。

　

教
室
の
時
計
に
反
応
し
て
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
鳴
っ
た
の
で
は
な
い
。
時

計
が
あ
る
「
方
角
」
に
反
応
し
て
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
鳴
っ
た
わ
け
だ
。

※
本
誌
十
月
号
の
続
き
。

　

教
室
の
時
計
に
反
応
し
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
鳴
る
「
時
計
さ
が
す
く

ん
」。

　

一
体
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
の
か
予
想
さ
せ
た
後
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
見
せ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ど
こ
を

見
て
も
「
時
計
」
と
書
か
れ
て
い
な

い
こ
と
に
、
子
供
た
ち
は
気
が
付
く
。
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中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

中学校中学校の授業実践

実用電池を
どう教えるか
実験の組立てを工夫したり、
授業にストーリー性をもた
せたりする。一方的に説明
するだけになりがちな内容
も、子供たちに頭を使って
考えさせることを目指す。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

理科

大阪府私立帝塚山学院泉ヶ丘　
中学校高等学校

松
まつ

浪
なみ

由
ゆ

起
き

「
乾
電
池
は
皆
さ
ん
の
ス
マ
ホ
に
は

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
す

か
？
」
と
問
う
と
、「
充
電
で
き
な

い
か
ら
」
と
返
っ
て
く
る
。
充
電
で

き
な
い
理
由
を
、
備
長
炭
電
池
を

使
っ
た
後
の
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
観
察

し
て
考
え
さ
せ
る
。
こ
の
欠
点
を
改

良
し
た
電
池
が
鉛
蓄
電
池
で
あ
る
。

そ
の
後
同
様
に
、「
欠
点
↓
改
良
」

と
い
う
視
点
で
様
々
な
電
池
を
紹
介

し
て
い
く
。

　

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
、
授

業
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
も
た
せ
る
。

　

教
科
書
内
容
を
た
だ
説
明
す
る
だ

け
で
な
く
、
子
供
た
ち
に
頭
を
使
っ

て
考
え
さ
せ
た
い
。

付
か
せ
る
よ
う
に
授
業
を
組
み

立
て
る
こ
と
。

　

始
め
に
作
り
方
を
説
明
し
て
し
ま

う
と
、
利
点
に
気
付
か
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

２
授
業
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

「
昔
の
人
も
液
体
電
池
を
改
良
し
て

持
ち
運
べ
る
電
池
を
考
え
ま
し
た
」

「
備
長
炭
電
池
と
つ
く
り
が
似
て
い

る
実
用
電
池
が
あ
り
ま
す
。
何
電
池

で
す
か
」
と
問
い
、
分
解
し
た
乾
電

池
の
部
品
を
見
せ
る
。
分
解
し
た
状

態
か
ら
乾
電
池
が
で
き
る
過
程
を
見

せ
る
と
、
歓
声
が
あ
が
る
。（
子
供

た
ち
に
は
乾
電
池
を
分
解
し
な
い
よ

う
に
伝
え
る
）

１
実
験
も
組
立
て
を
工
夫
す
る

「
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
備
長
炭
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
、
食
塩
水
を
使
っ
て
、

電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
し
て
み
て

ご
ら
ん
な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
は
、
問
題
解
決
的
な
探

究
活
動
が
好
き
だ
。
班
で
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら

そ
う
と
試
み
る
。
そ
の
う
ち
、
電
子

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

ま
だ
鳴
ら
せ
て
い
な
い
班
は
、
さ
ら

に
加
速
し
て
考
え
る
。
音
が
鳴
っ
た

班
に
は
、「
さ
ら
に
パ
ワ
ー
が
あ
る

電
池
に
し
て
ご
ら
ん
」
と
プ
チ
メ
ー

タ
ー
（
電
圧
計
）
を
渡
す
。
空
白
禁

止
の
原
則
だ
。

　

前
時
ま
で
に
、
電
池
の
仕
組
み
を

学
ん
で
い
る
た
め
、
子
供
た
ち
は
左

の
写
真
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
。

「
こ
れ
だ
と
液
体
電
池
と
同
じ
で
持

ち
運
べ
な
い
ね
」
と
伝
え
る
と
、
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
備
長
炭

電
池
を
組
み
立
て
る
班
が
現
れ
る
。

　

大
切
な
の
は
子
供
た
ち
に
気

これからのネット・
リテラシー教育に
は「契約書」が必
須である
親子で学び、ルールを考え
る。その「場所」と「時間」
と「物」を学校は提供する。
４月から積み重ねていく。

広島県三次市立布野中学校

塩
しお

田
た

進
しん

太
た

朗
ろう

　

も
う
一
度
、親
子
で
「
ル
ー
ル
」

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
が
こ
の
ス
マ
ホ
を
正

し
く
安
全
に
利
用
し
て
、
知
ら

な
い
こ
と
を
調
べ
た
り
、
友
達
と

の
交
流
に
活
用
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
よ
。
以
上
。

令
和　
　
　

年　
　

月　
　

日

氏
名
（
子
供
の
名
前　

自
筆
）

　

中
学
生
た
ち
か
ら
悲
鳴
が
上
が
る
。

「
一
日
た
っ
た
三
十
分
？
」「
何
で

パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え
な
き
ゃ
い
け
な

い
の
？
」
私
は
に
や
り
と
笑
い
「
納

得
で
き
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
契
約
書

を
書
き
直
し
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
作
成
し
た

「
自
作
の
契
約
書
」
を
片
手
に
、
参

観
し
て
い
る
保
護
者
に
「
交
渉
」
に

行
く
。
保
護
者
は
厳
し
い
。
子
供
に

だ
け
都
合
の
良
い
契
約
内
容
を
認
め

な
い
。
親
子
で
議
論
し
、
お
互
い
納

得
し
た
上
で
サ
イ
ン
を
す
る
。
保
護

者
が
来
ら
れ
な
い
生
徒
に
つ
い
て
は
、

教
師
が
一
手
に
引
き
受
け
る
。

約
者
は
○
○
（
保
護
者
名
）
で

す
。
私
の
お
金
で
契
約
し
て
い

ま
す
。
以
下
の
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
を
条
件
に
あ
な
た
に
貸
し

出
し
ま
す
。

①
こ
の
ス
マ
ホ
は
リ
ビ
ン
グ
の

み
で
使
用
し
ま
す
。

②
平
日
は
三
十
分
以
内
、
休
日

は
六
十
分
以
内
と
し
ま
す
。

③
高
校
卒
業
ま
で
は
画
面
ロ
ッ

ク
は
○
○
（
保
護
者
名
）
指

定
の
パ
ス
ワ
ー
ド
と
し
ま
す
。

④
デ
ー
タ
の
月
額
使
用
料
を
超

過
し
て
も
、
追
加
購
入
は
し

ま
せ
ん
。

⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
は
人
の

悪
口
や
不
平
・
不
満
を
書
か

な
い
こ
と
。
一
度
ネ
ッ
ト
上

に
投
稿
し
た
も
の
は
簡
単
に

消
え
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
ル
ー
ル
を
あ
な
た
は

破
り
そ
う
に
な
っ
た
り
、
時
に

破
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
と
き
に
は
こ
の
ス
マ
ホ

を
一
度
、
預
か
り
ま
す
。

「
中
高
生
に
ス
マ
ホ
を
持
た
せ
な
け

れ
ば
、
生
徒
指
導
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は

激
減
す
る
」
あ
る
研
修
会
で
の
講
師

の
発
言
で
あ
る
。
会
場
に
い
た
百
名

近
く
の
教
師
が
大
き
く
う
な
ず
い
た
。

　

ど
こ
の
学
校
も
「
ス
マ
ホ
」
の
事

後
指
導
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。
生

徒
同
士
で
の
悪
口
、
グ
ル
ー
プ
外
し
、

課
金
制
ゲ
ー
ム
へ
の
依
存
な
ど
だ
。

「
事
後
指
導
」
よ
り
、「
事
前
指
導
」

に
力
を
注
ぐ
べ
く
、
授
業
参
観
日
に

全
校
で
「
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
」
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

⑴
ス
マ
ホ
の
利
便
性
を
教
え
る

　

中
学
生
が
ス
マ
ホ
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
て
い
る
の
か
。
事
例
を
紹
介

す
る
。

⑵
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
を
教
え
る

　

中
高
生
は
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
や

す
い
こ
と
、
い
じ
め
、
依
存
状
態
に

な
っ
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

⑶
親
子
で
ス
マ
ホ
契
約
書
を
作
成
す
る

「
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
た
め
に
必
要
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
家
庭
で
の
使
用

ル
ー
ル
で
す
。
あ
る
家
庭
で
は
、
親

子
で
ス
マ
ホ
の
利
用
契
約
を
文
書
で

交
わ
し
て
い
ま
す
」

　

実
際
の
契
約
書
を
配
付
す
る
。

○
○
家
の
ス
マ
ホ
契
約
書

　

こ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
契

学活
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長
谷
川
博
之

評
者
・
構
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:
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玉
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熊
谷
市
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奈
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中
学
校

評
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・
構
成
:
埼
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熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

「
人
生
は
、
木
蓮
の
花
が
落
ち
る
よ
う
に
、
時

に
は
明
る
く
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
私
も
、
そ

う
願
う
」

「
木
蓮
の
花
が
ぽ
た
り
と
落
ち
た
よ
う
に
、
私

も
、
死
ぬ
と
き
は
、
明
る
く
﹃
さ
よ
う
な
ら
﹄

と
言
っ
て
、
苦
し
ま
な
い
で
、
あ
っ
さ
り
と
死

に
た
い
も
の
だ
」（
光
川
崇
氏
）

　

学
ば
せ
た
い
内
容
に
は
価
値
が
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
発
問
・
指
示
で
は
例
示
の
よ
う
な
発
言
は

出
な
い
だ
ろ
う
。
四
点
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、

繰
り
返
さ
れ
る
「
さ
よ
う
な
ら
」
の
対
象
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
同
じ
か
、
違
う
か
。

違
う
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
何
に
対
し
て
の
「
さ
よ

う
な
ら
」
な
の
か
、
で
あ
る
。

　

佐
藤
智
彦
氏
は
題
名
を
扱
っ
た
。
四
点
。

発
問
題
名
の
「
あ
る
時
」
と
は
ど
ん
な
と
き

で
す
か
。
詩
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
書
き
な

さ
い
。

　

大
切
な
の
は
こ
の
先
だ
。
私
が
こ
の
発
問
を

扱
う
な
ら
ば
、「
あ
る
時
、
~
だ
」
の
よ
う
に

述
語
を
書
か
せ
る
。
作
品
の
本
質
を
表
す
述
語

は
何
か
。
考
え
た
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

発
問
複
数
な
ら
ば
、「
ぽ
た
り
」
で
は
な
く
、

ど
ん
な
表
現
に
な
り
ま
す
か
。（
岩
永
将
大

氏
）

　

こ
の
展
開
は
良
い
。
五
点
。

　

ち
な
み
に
、「
な
ん
と
い
う　

明
る
い
大
き

な
音
だ
っ
た
ろ
う
」
を
「
推
測
」
と
解
釈
し
て

い
る
挑
戦
者
が
複
数
い
る
が
、
明
ら
か
に
違
う
。

「
だ
っ
た
ろ
う
」
の
み
な
ら
ば
そ
う
も
読
め
る

が
、
こ
こ
は
「
な
ん
と
~
だ
（
っ
た
）
ろ
う
」

の
呼
応
で
あ
り
、
感
嘆
を
表
し
て
い
る
。
岩
永

氏
は
「﹃
明
る
い
大
き
な
音
﹄
は
日
本
語
と
し

て
間
違
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
が
、
果
た
し

て
そ
う
断
言
で
き
る
か
。
話
者
は
音
を
「
明
る

く
」
感
じ
る
心
境
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
想
像

を
超
え
た
「
明
る
さ
」
を
感
じ
た
が
ゆ
え
に

「
明
る
く
大
き
な
音
」
と
言
明
し
た
の
だ
。
花

が
落
ち
る
音
を
な
ぜ
感
嘆
す
る
ほ
ど
「
明
る

く
」
感
じ
た
の
か
。
本
作
品
の
読
み
ど
こ
ろ
だ

ろ
う
。

指
示
さ
よ
う
な
ら
を
二
回
反
復
さ
せ
た
作
者

は
、
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

発
表
し
な
さ
い
。

　

難
し
い
作
品
で
あ
る
。
読
ま
せ
て
終
わ
り
、

と
い
う
扱
い
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
授
業
は
為

し
得
る
。
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
、
検
討
の
し
ど
こ

ろ
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

今
回
の
挑
戦
者
は
十
六
名
。
い
つ
も
の
名
前

が
並
ぶ
中
、
初
挑
戦
の
方
も
あ
る
。
挑
戦
の
先

に
は
成
功
か
学
び
の
ど
ち
ら
か
し
か
な
い
。
千

名
を
超
す
中
学
生
に
贈
っ
た
こ
の
言
葉
を
、
挑

戦
者
に
も
贈
り
た
い
。

　

ま
ず
は
音
読
で
あ
る
。
た
っ
ぷ
り
音
読
さ
せ

る
。「
だ
っ
た
ろ
う
」
も
正
し
く
読
ま
せ
る
し
、

「
さ
よ
う
な
ら
」
の
読
み
分
け
を
問
題
に
し
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。
音
声
の
読
み
分
け
を
取
り
上

げ
た
の
は
宮
森
裕
太
氏
で
あ
っ
た
。

説
明
2

一
つ
目
の
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
二
つ

目
の
「
さ
よ
う
な
ら
」
の
言
い
方
で
四
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

Ａ　

寂
し
い　
　

寂
し
い

Ｂ　

う
れ
し
い　

う
れ
し
い

Ｃ　

寂
し
い　
　

う
れ
し
い

Ｄ　

う
れ
し
い　

悲
し
い

　

Ａ
~
Ｄ
の
子
に
再
度
読
ま
せ
る
。

発
問
4

Ａ
~
Ｄ
、
ど
の
読
み
方
が
い
い
と
思

い
ま
す
か
？

指
示
7
自
分
の
考
え
を
発
表
し
な
さ
い
。

︿
予
想
さ
れ
る
子
供
の
意
見
﹀

Ａ　

花
が
散
っ
て
寂
し
い
様
子
を
「
さ
よ
う
な

ら
」
で
表
現
し
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
。

Ｂ　

明
る
く
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
伝
え
た
か
っ

た
か
ら
。

Ｃ　

始
め
は
悲
し
か
っ
た
が
、
ま
た
新
し
い
花

が
咲
く
と
思
っ
て
最
後
は
明
る
く
言
っ
た
。

Ｄ　

始
め
は
明
る
く
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
言
っ

た
が
、
花
が
散
っ
た
の
を
思
い
出
し
て
悲
し

く
な
っ
た
。（
宮
森
裕
太
氏
）

　

四
つ
全
て
「
さ
よ
う
な
ら
」
の
対
象
を
「
木

蓮
の
花
」
に
限
定
し
て
い
る
。
一
つ
に
限
定
し

て
よ
い
か
。
も
っ
と
広
く
読
ま
せ
た
い
。
三
点
。

　

辻
拓
也
氏
は
音
数
に
着
目
し
た
。

「
木
蓮
の
花
が
」
が
七
音
か
八
音
か
が
気
に
な

る
。
花
を
「
か
」
と
読
め
ば
七
音
だ
が
、「
は
な
」

で
あ
れ
ば
八
音
。
五
行
目
の
十
四
音
も
変
で
あ

る
。「
音
」
も
「
お
と
」
と
読
む
の
か
「
ね
」

と
読
む
の
か
気
に
な
る
。
感
動
の
中
心
は
ど
こ

か
の
検
討
に
入
る
。
感
動
の
中
心
が
「
明
る
い

大
き
な
音
」
と
す
る
な
ら
ば
、花
を
「
か
」「
音
」

を
「
ね
」（
か
ね
＝
鐘
）
と
読
む
と
詩
が
パ
ッ

と
広
が
る
感
じ
は
あ
る
。（
辻
拓
也
氏
）

　

口
語
定
型
詩
と
捉
え
る
な
ら
こ
の
よ
う
な
読

み
方
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
詩
は
「
耳
で
聞
く
も

の
」
で
も
あ
る
。「
も
く
れ
ん
の
か
が
」
の
「
か
」

は
一
般
に
「
香
り
」
と
受
け
取
ら
れ
な
い
か
。

「
お
お
き
な
ね
」
の
「
ね
」
も
唐
突
す
ぎ
る
。

音
数
律
も
重
要
な
物
差
し
で
は
あ
る
が
、
こ
の

詩
は
適
用
外
だ
と
私
は
考
え
る
。
三
点
。

発
問
お
ち
た
「
木
蓮
の
花
」
は
一
つ
で
す
か
、

複
数
で
す
か
。

①
「
複
数
」
の
意
見
…
…
「
大
き
な
音
」
と
あ

る
の
で
、
幾
つ
も
重
な
っ
て
（
同
時
に
）
落

ち
た
の
で
は
な
い
か
。「
さ
よ
う
な
ら
、
さ

よ
う
な
ら
」
と
二
回
言
っ
て
い
る
の
で
、
花

も
二
つ
な
の
で
は
な
い
か
。

②
「
一
つ
」
の
意
見
…
…
「
ぽ
た
り
」
と
あ
る

か
ら
。
複
数
な
ら
「
ぽ
た
り
、
ぽ
た
り
」
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。「
ま
あ
な
ん
と
い
う
」

と
あ
る
の
で
、
話
者
は
そ
れ
ぐ
ら
い
「
明
る

い
大
き
な
音
」
に
驚
い
た
。
た
っ
た
花
び
ら

一
輪
で
も
、
落
ち
る
と
き
に
示
す
存
在
感
の

大
き
さ
、
落
ち
る
最
後
に
発
す
る
生
命
力
を

「
明
る
い
大
き
な
音
」
で
示
し
て
い
る
。（
伊

藤
圭
一
氏
）

「
木
蓮
の
花
」
を
見
た
こ
と
の
な
い
子
供
が
い

る
は
ず
だ
。「
桜
の
花
が
散
る
」
と
言
っ
た
と

き
、
花
は
「
花
び
ら
」
を
指
す
。「
木
蓮
の
花
」

は
花
び
ら
か
、
そ
れ
と
も
花
全
体
か
。
検
討
に

必
要
な
情
報
だ
ろ
う
。
四
点
。

　

数
を
問
う
な
ら
、
当
然
「
ぽ
た
り
」
を
扱
う
。

「
あ
る
時
」（
山
村

「
あ
る
時
」（
山
村 

暮
鳥
）

暮
鳥
）

正
し
く
分
析
し
た
後
、
自
由
に
批
評
し
合
お
う
。

正
し
く
分
析
し
た
後
、
自
由
に
批
評
し
合
お
う
。
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から見た特別支援教育医師の目

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 顧問

小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

←この連載が読める『教育
トークライン』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

特別支援教育について詳しく学べる→
『TOSS特別支援教育』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

Ｉ
Ｑ
が
高
い
子
へ
の
個
別
対
応

子
供
の
態
度
や
行
動
を
受
け
入
れ
、
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
。

や
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
、
活
躍
す
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
も
教
師
の
仕
事
だ
。

損
得
で
判
断
し
て
い
る
子
供
は
そ
れ
で
動
く
。

１
Ｉ
Ｑ
が
高
い
Ａ
君
の
現
状

　

Ｉ
Ｑ
が
一
三
〇
を
超
え
る
Ａ
君
の
症
例
発
表

を
し
た
際
、
宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
第
一
声
は
何

だ
っ
た
か
。

　

こ
の
子
潰
さ
れ
て
な
い
？

　

こ
の
言
葉
に
ハ
ッ
と
し
た
。
Ａ
君
の
母
親
は

教
育
熱
心
で
、
家
庭
で
子
供
と
の
衝
突
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
悩
ん
で

も
い
る
の
だ
。

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
は
、

　

こ
れ
は
教
師
が
受
け
入
れ
て
、
認
め
て

あ
げ
る
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

と
、
そ
の
子
の
態
度
や
行
動
を
認
め
て
あ
げ
る

よ
う
に
言
っ
た
。
例
え
ば
、「
そ
う
か
あ
、
だ

か
ら
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
た
ん
だ
ね
」「
な

る
ほ
ど
、
今
、
○
○
君
は
そ
う
い
う
気
持
ち
な

ん
だ
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

２
書
字
へ
の
抵
抗
感
に
は

　

母
親
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
、
次
の
二
つ
。

①
授
業
態
度
の
悪
さ

②
書
字
へ
の
抵
抗
感

　

担
任
は
厳
し
め
の
先
生
だ
。
Ａ
君
は
担
任
の

授
業
を
一
応
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ノ
ー
ト

を
取
る
こ
と
を
し
な
い
。

　

そ
こ
で
、「
う
つ
し
ま
る
」（
光
村
教
育
図
書
）

を
提
案
し
た
。
書
く
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
Ａ

君
で
も
、や
る
こ
と
が
明
確
な
「
う
つ
し
ま
る
」

は
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
繰
り
返
し
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
書
字
が
丁
寧
に
な
り
、
母
親

か
ら
も
、「
最
近
は
字
が
上
手
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
」
と
の
報
告
を
受
け
た
。

３
グ
ル
ー
プ
編
成
を
考
え
る

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
、
Ｉ
Ｑ
が
高
い
子
供
を

集
め
る
と
「
自
分
は
あ
あ
な
り
た
く
な
い
」「
自

分
も
あ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
今
ま
で
生
意
気
に
思
え
た
子
が
、

「
い
か
に
も
子
供
み
た
い
に
な
る
」
と
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
学
校
で
Ｉ
Ｑ
が
高
い

子
を
集
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
下
学
年

の
子
と
小
集
団
を
組
ま
せ
、
上
学
年
の
お
兄
さ

ん
と
し
て
振
る
舞
う
よ
う
に
伝
え
た
。
す
る
と
、

手
本
を
見
せ
た
り
、
声
掛
け
し
た
り
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
。

４
話
を
聞
く
こ
と
は
得
を
す
る

　

授
業
な
ん
か
受
け
た
く
な
い
な
ら
受
け
な
く

て
い
い
、
先
生
の
話
を
聞
き
た
く
な
け
れ
ば
聞

か
な
く
て
い
い
。
そ
れ
で
誰
か
が
困
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
い
つ
か
Ａ
君
も
損
を
す
る

と
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、

　

時
々
は
先
生
の
話
を
聞
く
と
得
を
す
る
ぞ
。

と
、
得
か
損
か
で
説
明
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

　
　
　
構
成
：
田た

代し
ろ

一か
ず

馬ま

東
京
都
杉
並
区
立
小
学
校
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小お

野の

隆た
か

行ゆ
き

「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答える

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

プロが教える
プロが教える 教室でできる

言
語
聴
覚
士
　
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典
LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

言語療法
　

今
回
は
、
九
月
号
の
内
容
を
更
に
具
体
的
に

述
べ
て
い
き
た
い
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
で
は
、
知
能
は
多
く
の
独
立
し
た

能
力
の
集
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
四
つ
の

指
標
に
分
け
て
い
る
。
四
つ
の
指
標
と
は
、
言

語
理
解
、
知
覚
推
理
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
、

処
理
速
度
で
あ
る
。
各
指
標
が
測
定
し
て
い
る

能
力
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

言
語
理
解
↓
言
語
の
理
解
力
・
表
現
力

知
覚
推
理
↓
視
覚
情
報
の
理
解
力
・
推
理
力

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
↓
聴
覚
情
報
を
一

時
的
に
覚
え
て
、
引
き
出
す
力

処
理
速
度
↓
単
純
作
業
を
進
め
る
力
・
目

と
手
の
協
応
動
作

　

こ
の
四
つ
の
指
標
を
、
更
に
二
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

言
語
理
解
・
知
覚
推
理
↓
思
考
力
（
分
か
る
）

　

思
考
力
と
は
狭
義
の
知
能
に
当
た
る
も
の
で

あ
り
、
学
習
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
教
師

の
口
頭
説
明
の
理
解
、
板
書
内
容
の
理
解
、
文

字
の
形
の
把
握
、
教
科
書
の
記
載
内
容
の
理
解

（
読
解
）
な
ど
に
必
要
な
力
に
な
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
場
の
空
気
を
読

む
、
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
の
理
解
や
表
情

や
し
ぐ
さ
の
読
み
取
り
な
ど
に
必
要
な
力
だ
。

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
・
処
理
速
度

　

↓
適
応
力
（
で
き
る
）

　

適
応
力
と
は
、
も
っ
て
い
る
思
考
力
を
人
前

で
状
況
に
応
じ
て
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
力

の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
教
師
の
口
頭
指
示
を

少
し
の
間
覚
え
て
お
く
、
授
業
時
間
内
に
板
書

を
写
し
終
え
る
こ
と
な
ど
に
必
要
な
力
で
あ
る
。

こ
の
力
が
弱
い
と
指
示
を
覚
え
て
お
け
な
い
、

モ
タ
モ
タ
し
て
時
間
内
に
板
書
を
写
し
終
え
な

い
こ
と
に
よ
る
叱
責
や
失
敗
体
験
を
積
み
重
ね

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
思
考
力
は
保
た
れ
て

い
る
が
、
適
応
力
が
弱
い
場
合
は
「
分
か
っ
て

い
る
の
に
（
努
力
し
て
も
）
で
き
な
い
＝
人
前

で
発
揮
で
き
な
い
」
状
況
下
に
置
か
れ
、
自
己

肯
定
感
の
低
下
を
招
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
教

師
は
「
で
き
な
い
＝
分
か
っ
て
い
な
い
」
と
思

い
が
ち
に
な
り
、
子
供
の
能
力
を
低
く
見
積

も
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事

態
を
防
ぐ
た
め
に
も
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
構
成
（
全
検

査
Ｉ
Ｑ
・
四
つ
の
指
標
・
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

と
視
点
を
教
師
が
知
っ
て
お
く
こ
と
は
必
須
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
子
供
の
支
援
の
た
め
の
正
し

い
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
活
用

の
前
提
と
な
る
。

次
回
は
具
体
的

な
ケ
ー
ス
を
紹

介
し
な
が
ら
、
解

釈
の
方
法
を
述

べ
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
。

教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き

知
能
検
査
の
基
礎
知
識
③

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
構
成
と
視
点
を
理
解
す
る
。

全
検
査
Ｉ
Ｑ
・
四
つ
の
指
標
・
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

1

強
調
し
て
褒
め
る

　

自
信
が
な
い
子
と
い
う
の
は
、
褒

め
ら
れ
た
こ
と
が
圧
倒
的
に
少
な
い

の
で
あ
る
。
成
功
体
験
が
不
足
し
て

い
る
子
と
も
言
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
子
に
自
信
を
も
た
せ

る
た
め
に
は
、
強
調
し
た
褒
め
方
が

必
要
に
な
る
。

　

こ
う
い
う
と
、
教
師
の
多
く
は
Ｎ

Ｇ
な
褒
め
方
を
す
る
。

　

大
き
な
声
で
褒
め
る

　

こ
れ
は
、
既
に
あ
る
程
度
、
自
信

が
あ
っ
て
、
褒
め
ら
れ
る
こ
と
を
素

直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
子

に
行
う
褒
め
方
で
あ
る
。

　

自
信
が
な
い
子
は
、
こ
の
よ
う
な

褒
め
方
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
。
か
つ
て
教
え
た
Ａ
Ｓ
Ｄ

（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）
の
子
は
、

大
き
な
声
で
褒
め
ら
れ
て
、
怒
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。

「
強
調
し
て
褒
め
る
＝
大
き
な
声
で

褒
め
る
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

逆
に
、
不
安
傾
向
の
強
い
子
に
は
、

小
さ
な
声
で
褒
め
る
方
が
よ
い
。

　

と
っ
て
も
よ
く
で
き
た
ね
~
。

　

そ
の
子
だ
け
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
、

小
さ
な
声
で
褒
め
る
。
さ
さ
や
く
よ

う
に
褒
め
る
の
で
あ
る
。

　

言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
さ
ら
に
強

調
し
た
褒
め
方
に
な
る
。

　

ゆ
っ
く
り
褒
め
る
。

　

語
尾
を
伸
ば
す
と
更
に
効
果
的
で

あ
る
。
ま
た
、
前
に
魔
法
の
言
葉
を

付
け
る
と
更
に
効
果
的
だ
。

　

い
や
ぁ
~
、
と
っ
て
も
よ
く

で
き
た
ね
~
。

　

こ
れ
は
当
然
、
感
情
を
伴
っ
た
言

い
方
に
す
る
。
包
み
込
む
よ
う
な
温

か
い
笑
顔
で
言
う
。

　

ま
た
、
繰
り
返
す
こ
と
も
非
常
に

効
果
的
だ
。

　

い
や
ぁ
~
、
と
っ
て
も
よ
く

で
き
た
ね
~
。

　

本
当
に
よ
く
で
き
て
い
る
。

　

繰
り
返
す
と
き
に
、
そ
の
子
と
目

が
合
う
は
ず
だ
。
そ
こ
で
、
し
っ
か

り
う
な
ず
い
て
あ
げ
る
と
よ
い
。

２

褒
め
方
を
変
え
る

　

今
で
き
た
こ
と
を
直
接
的
に
褒
め

る
以
外
に
も
、
幾
ら
で
も
褒
め
る
方

法
は
あ
る
。
幾
つ
か
そ
の
方
法
を
紹

介
す
る
。

①
前
の
自
分
と
比
較
さ
せ
て
褒

め
る

②
褒
め
る
視
点
を
変
え
る
。

（
で
き
た
こ
と
を
褒
め
る
↓
や

り
直
そ
う
と
し
た
こ
と
を
褒
め

る
）

③
成
功
し
た
こ
と
か
ら
遡
っ
て
、

何
が
よ
か
っ
た
か
を
褒
め
る

④
連
絡
帳
を
使
っ
て
褒
め
る

⑤
人
を
使
っ
て
褒
め
る

（
校
長
、
教
頭
、
去
年
の
担
任
）

⑥
保
護
者
の
前
で
、
保
護
者
に

向
か
っ
て
褒
め
る

　

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
学
校
で
共
有
し
、
そ
し
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば
、
学
校
は
大

き
く
変
わ
る
と
考
え
て
い
る
。

自
信
の
な
い
あ
の
子
に
自
信
を
も
た
せ
る
褒
め
方
ス
キ
ル

強
調
し
て
褒
め
る
方
法
を
ど
れ
だ
け
教
師
は
も
っ
て
い
る
か
。

そ
れ
を
学
校
で
共
有
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば
学
校
は
大
き
く
変
わ
る
。
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クラス全員が熱中するこの教材！

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

クラス全員が熱中するこの教材！

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

TOSS-SNS
を活用した授業実践報告
TOSS-SNS
を活用した授業実践報告

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
参
加
資
格
、
申
込
み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

　

詳
し
く
は
巻
末
広
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/ 期間：2020年9月15日～ 12月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。10、11、12月
号でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

11月号で紹介！
とびなわキング（ブルー、レッド、
イエロー）　各750円（税込）
特典：1回の注文につき　
　級別シール　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

10月号で紹介！
鉄棒くるりんベルト　
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

12月号で紹介！
輪郭英単語カード　2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

英
語
Ｆ
Ｃ
争
奪
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

英
語
の
授
業
、
最
初
の
五
分
間
で
の
実
施
が
、

年
間
約
三
百
単
語
を
覚
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

加か

藤と
う

典の
り

明あ
き

静
岡
県
公
立
小
学
校

　

朝
の
会
な
ど
で
、
英
語
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
継
続
し
て
行
っ
た
。

　

一
日
当
た
り
、
二
~
三
枚
の
新
出

カ
ー
ド
を
数
分
間
行
っ
た
。

①
先
生
に
続
い
て
リ
ピ
ー
ト

②
絵
を
見
て
発
音

③
文
字
を
見
て
発
音

④
一
人
ず
つ
挑
戦

　

定
期
的
に
、
実
際
に
絵
カ
ー
ド
を

見
て
発
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
の
ミ
ニ
テ
ス
ト
も
行
っ
た
。

　

子
供
た
ち
の
覚
え
よ
う
と
い
う
意

欲
を
高
め
た
の
が
「
英
語
Ｆ
Ｃ
争
奪

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
だ
っ
た
。

⑴
一
人
三
~
五
枚
カ
ー
ド
を
持
つ

⑵
い
ろ
い
ろ
な
子
と
じ
ゃ
ん
け
ん

⑶
じ
ゃ
ん
け
ん
に
負
け
た
子
が
勝
っ

た
子
に
カ
ー
ド
を
一
枚
見
せ
る
。

勝
っ
た
子
が
正
し
く
発
音
で
き

た
ら
そ
の
カ
ー
ド
を
も
ら
え
る

　

英
語
の
授
業
、
最
初
の
五
分
間
の

こ
の
活
動
が
、
英
単
語
の
定
着
に
つ

な
が
っ
た
。
手
持
ち
カ
ー
ド
の
発
音

が
分
か
ら
な
い
と
き
、
子
供
た
ち
は

そ
っ
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
担
任
に
聞
き
に
来

た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
子
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ー
ル
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
毎
回
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
が
代
わ
っ
た
。
誰
が
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
ど
の
子
も
大
変
意
欲
的
に
活
動

し
て
い
た
。

子
供
た
ち
の
強
烈
な
事
実
が
生
ま
れ
る

新
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
機
会
を
保
証
す
る
プ
レ
テ
ス
ト
は
、

子
供
の
事
実
を
生
み
出
す
強
い
味
方
。

岩い
わ

田た

史し

朗ろ
う

石
川
県
金
沢
市
立
長
田
町
小
学
校

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
新
「
あ
か

ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
使
う
と
、
子

供
た
ち
の
強
烈
な
事
実
が
生
ま
れ
る
。

一
学
期
は
、漢
字
テ
ス
ト
を
八
回
行
っ

た
。
平
均
点
は
、
九
八
点
を
下
回
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
漢
字
五
十
問
テ

ス
ト
は
、
二
回
行
っ
た
。
一
回
目
の

平
均
点
は
九
五
点
、
二
回
目
は
九
四

点
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
初
見
で
の

結
果
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
休

校
が
あ
り
、
漢
字
練
習
に
使
っ
た
時

間
は
例
年
よ
り
も
短
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
の
強
烈
な
事
実
が
生
ま

れ
る
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。

プ
レ
テ
ス
ト
の
ペ
ー
ジ
が
付
い
た

　

脳
科
学
者
の
池
谷
裕
二
氏
が
、
一

番
の
勉
強
法
と
し
て
勧
め
て
い
る
の

が
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。
プ
レ
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
は
、

ま
さ
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
「
あ
か
ね
こ

漢
字
ス
キ
ル
」
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、

脳
科
学
者
が
強
く
勧
め
る
漢
字
練
習

の
シ
ス
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

が
、
子
供
た
ち
を
向
上
・
変
化
さ
せ

る
の
だ
。

　

二
学
期
最
初
の
漢
字
テ
ス
ト
は
、

全
員
一
〇
〇

点
だ
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
子

供
た
ち
の
強

烈
な
事
実
が

生
ま
れ
そ
う

だ
。

時間がないときの強い味方！　
教材研究にもTOSS-SNSを活用しよう‼
TOSSランドだけでなく、SNSにも実践事例がいっぱいある！　ぜひ検索を‼
コンテンツ：TOSS-SNS　https://sns.toss-online.com

佐
さ

藤
とう

祐
ゆう

三
ぞう

東京都杉並区杉並第二小学校

「教材研究をしたいけれど、時間をなかなか捻出できない！」
　そういう先生方は多いのではないだろうか。もちろん、私もその一人である。そんなとき、
TOSSランドと同じか、それ以上に強い味方となるのがTOSS-SNSだ。
　２学期に６年生国語の難教材である「やまなし」を授業した。もちろん自分でも単元計画
を立ててみたが、どうもしっくりこない。そこで、TOSS-SNSのダイアリー検索で、「やまなし」
と検索してみる。すると、今をときめく、TOSS授業技量検定有段者である林健広氏や石坂陽
氏をはじめ、様々な先生方のダイアリーがヒットした。会員制のTOSS-SNSであるから、板書
や子供のノートの写真、意見文がふんだんに掲載されている。実際の授業を、非常にイメー
ジしやすい。これらを参考に、今までで一番手応えのある「やまなし」の実践を行うことが
できた。TOSS-SNSの教材研究への活用、大変お勧めである。

　新規参加の場合は、TOSS-SNSトップページの「ランキング」の下にある「TOSS-SNSへ
の新規参加のご案内」をクリック！　サークル代表（または副代表）の先生が必要事項を
専用のフォームにご入力して申請されると、参加のご案内が参加希望の先生に送られます。

●
タ
イ
ア
ッ
プ
商
品
は
「
輪
郭
英
単
語
カ
ー
ド
」

　

と
な
り
ま
す
。
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

イラスト：木村	雄介

授
業
改
善
に
授
業
技
量
検
定
を

取
り
入
れ
る

「
授
業
改
善
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
で

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
う
。
校
内
の
先
生
方
と

授
業
の
「
見
る
観
点
」
を
共
有
化
し
よ
う
。

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校

「
今
日
は
、
子
供
へ
の
目
線
」
と
い

う
よ
う
に
、
自
分
が
弱
い
と
こ
ろ
だ

け
で
よ
い
。

　

授
業
の
つ
た
な
さ
は
、
常
に
子
供

た
ち
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

子
供
た
ち
の
反
応
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、「
授
業
改
善
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
で
振
り
返
ろ
う
。

　

積
み
重
な
れ
ば
、
技
量
は
確
実
に

上
が
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
を
知
ら

な
く
て
も
、
こ
の
項
目
は
授
業
の
基

本
と
な
る
の
で
、
授
業
改
善
に
役

立
つ
。

　

チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
、
Ｄ
表
検
定
の

評
価
項
目
と
基
準
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
自
分
で
も
、
日
々
の
授

業
改
善
の
視
点
と
し
て
活
用
す
る
。

　

全
て
の
項
目
を
行
う
必
要
は
な
い
。

一
時
間
の
授
業
で
一
つ
の
項
目

だ
け
。

わ
け
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
冊
子
を
手
に
入
れ
て
、
授

業
技
量
検
定
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

２
授
業
改
善
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

　

私
は
、
校
内
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
担
当
で

あ
る
。

　

若
手
の
授
業
を
見
に
行
っ
て
、
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

校
内
の
若
手
先
生
向
け
に
「
授
業

改
善
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を

作
っ
て
配
っ
た
。

　

授
業
を
見
に
行
く
と
き
に
は
、「
こ

の
視
点
で
見
る
よ
！
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

１
検
定
項
目
を
意
識
す
る

　

二
〇
二
〇
年
七
月
五
日
（
日
）
第

一
回
審
査
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
大
阪
に

参
加
し
た
。

「Zoom

」
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量

検
定
審
査
員
の
手
引
き2020.07.05

」

と
い
う
冊
子
が
公
開
さ
れ
た
。

　

冊
子
に
は
、「
検
定
者
は
授
業
の

ど
こ
を
見
て
審
査
し
て
い
る
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。

　

今
ま
で
の
検
定
項
目
に
加
え
、
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
を
置

い
て
授
業
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
？　

努
力
の
方
向
性
が
具
体
的
に
な
っ
た

☆授業改善☆セルフチェックシート       月   日 （  ）   

授業名                                             

５０ 

１  授業の始まり（15秒）のつかみ 10  

①全体に通る声で授業を始めたか。 

②第一発問・指示で全体を動かしたか。 

③15秒以内に子どもが学習活動に取り組んだか。 

④その他 

４ 

２

２

２ 

 

２  子どもへの目線 10  

①教室全体に目線を配り、一人ひとりに目を合わせたか。 

②教科書の範読等の際も子どもと目線を合わせようとしたか。 

③個別対応や子どもの発言の際にも全体に目を配ったか。 

④その他 

４ 

２ 

２ 

２ 

 

３  あたたかな表情、対応 10  

①授業を笑顔で始めたか。 

②笑顔を最後まで維持したか。 

③予想外の発言にも「褒める」「切り返す」など適切に対応できたか。 

④その他 

４ 

２ 

２ 

２ 

 

４  明確な発問、指示 10  

①一時に一事を指示したか。 

②第一発問が分かりやすく、活動しやすかったか。 

③指示が端的で短かったか。 

④その他 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

５  心地よいリズム 10  

①発問→指示→活動→評価評定の流れであったか。 

②活動と活動を重ねるように指示を出していたか。 

③空白の時間がなかったか。 

④その他 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

 
 
 

  

  

 

～メモ～ 

 
 
 

暴
れ
た
児
童
が
も
の
を
破
損
さ
せ
た
と
き
の

賠
償
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

　

児
童
が
、
休
み
時
間
に
教
室
で

暴
れ
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
担
任
の
私
物
）
の

画
面
が
破
損
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

児
童
の
保
護
者
か
ら
は
、
半
額

の
弁
償
は
す
る
が
、
残
り
は
学
校

で
補
填
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
校
長
は
、「
私
物
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
持
っ
て
来
る
こ
と
は
許

可
し
て
い
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

あ
り
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
児
童
が
興

奮
し
て
暴
れ
た
場
合
、
監
督
責
任
者
に

は
、
賠
償
の
必
要
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　

保
護
者
の
主
張
は
、「
半
額
の
弁
償

は
す
る
が
、
残
り
は
学
校
で
補
填
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
過
失
相
殺
と
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
破
損
し
た
も
の
に
対
す
る

落
ち
度
は
、
興
奮
し
て
暴
れ
た
児
童
に

あ
り
、
学
校
や
先
生
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
保
護
者
は
、
窓
ガ
ラ
ス
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
全
額
を
弁
償
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
校
長
は
私
物
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
持
っ
て
来
る
こ
と
は
許
可
し
て
い
な

い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の

件
は
公
共
物
で
あ
る
窓
ガ
ラ
ス
と
分
け

て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
先
生
の
私
物
な
の
で
、

先
生
が
保
護
者
に
対
し
て
賠
償
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
物
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
関

し
て
は
、
学
校
を
離
れ
て
保
護
者
に
賠

償
の
責
任
が
あ
る
の
で
、
校
長
は
間
に

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

児
童
Ａ
さ
ん
が
、
同
じ
学
級
の

児
童
Ｂ
さ
ん
に
、
上
靴
を
隠
さ
れ

た
り
暴
言
を
吐
か
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
筆
箱
が
何
か
で
切
り

裂
か
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り

ま
し
た
。
状
況
か
ら
、
Ａ
さ
ん
の

保
護
者
は
「
Ｂ
さ
ん
の
仕
業
で
あ

る
」
と
主
張
し
、
弁
償
と
謝
罪
を

要
求
し
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
も
、
事
態
を
重

く
受
け
止
め
て
事
情
を
聞
き
に
来

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

こ
の
場
合
、
学
校
の
損
害
は
窓
ガ
ラ

ス
で
あ
り
、
先
生
の
損
害
は
私
物
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
す
。

　

保
護
者
に
は
、
児
童
の
監
督
責
任
が
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クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

の
テ
ン
ポ
が
悪
か
っ
た
。
今
は
、
教

師
が
褒
め
て
盛
り
上
げ
、「
は
い
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
」
と

明
る
く
区
切
っ
て
い
る
。

３　

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
こ
そ

　

最
初
の
お
楽
し
み
会
は
、
教
師
が

司
会
や
挨
拶
、
遊
び
の
説
明
な
ど
全

て
の
役
割
を
や
っ
て
見
せ
、
速
い
テ

ン
ポ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
ま
た
、

私
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
好
き
な
の
で
、

「
絶
対
に
内
緒
で
…
…
何
か
し
て
み

る
？
」
と
子
供
に
提
案
す
る
。
専
科

の
先
生
に
学
期
終
わ
り
に
感
謝
し
た

り
、
二
分
の
一
成
人
式
で
保
護
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た
り
し
た
。
サ
プ

ラ
イ
ズ
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
た
子
供

た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
企
画
す
る
よ

う
に
な
る
。
写
真
は
、
私
の
誕
生
日

と
結
婚
を
祝
い
、
ク
ラ
ス
全
員
で
紙

吹
雪
を
降
ら
せ
た
様
子
で
あ
る
。

２　

特
技
披
露
で
自
己
開
示

　

特
技
の
披
露
は
、
強
制
し
な

い
。
途
中
で
区
切
る
。

　

私
は
お
楽
し
み
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
に
「
特
技
披
露
」
を
入
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
○
○
芸
能

祭
（
○
○
に
は
、「
太
陽
」
な
ど
学

年
の
愛
称
が
入
る
）
と
名
付
け
、
お

楽
し
み
会
と
は
別
に
時
間
を
取
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
強
制
せ

ず
、
出
た
い
子
が
出
る
の
が
よ
い
。

た
っ
た
一
人
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
英
語

の
歌
を
熱
唱
し
た
り
、
頭
に
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
を
乗
せ
た
ま
ま
「
寿
限

無
」
を
暗
唱
し
た
り
、
目
隠
し
を
し

て
都
道
府
県
の
パ
ズ
ル
を
触
っ
て
名

前
を
当
て
た
り
、「
パ
プ
リ
カ
」
の

替
え
歌
を
歌
う
子
と
そ
の
歌
詞
に
合

わ
せ
て
寸
劇
を
す
る
子
が
い
た
り
と
、

発
表
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
。

　

し
か
し
、
最
初
の
頃
は
お
笑
い
で

観
客
が
笑
っ
て
い
な
い
の
に
続
行
、

百
人
一
首
が
得
意
な
子
が
一
人
延
々

と
札
を
取
る
な
ど
、
担
任
の
仕
切
り

１　
「
楽
し
い
！
」
を
つ
く
る

　

教
師
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
、
お

楽
し
み
会
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
の

が
怖
か
っ
た
。
改
善
策
は
以
下
。

①
進
捗
状
況
を
確
認
す
る

②
「
だ
ん
だ
ん
と
上
手
に
な
る
」

と
伝
え
、
次
の
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
る

③
幾
つ
も
の
内
容
を
入
れ
る

「
大
事
な
授
業
の
時
間
を
使
っ
て

や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
前
置
き

し
て
、
仕
事
の
進
捗
状
況
を
報
告
さ

せ
る
。
会
社
活
動
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
大
人
数
で
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
と
き
、
よ
く
ト
ラ
ブ
ル
や
失
敗

が
起
こ
る
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考

え
る
の
が
大
事
。
だ
ん
だ
ん
、
お
楽

し
み
会
を
す
る
の
が
上
手
に
な
る

よ
」
と
趣
意
説
明
す
る
。
年
間
を
通

し
て
、
何
度
も
お
楽
し
み
会
を
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
。

　

真
面
目
に
準
備
し
て
き
た
子
ほ
ど
、

「
こ
ん
な
に
頑
張
っ
た
の
に
台
な

し
！
」
と
、
一
つ
で
も
う
ま
く
い
か

な
い
と
が
っ
か
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

遊
び
や
代
表
挨
拶
な
ど
、
内
容
は
五

つ
以
上
用
意
す
る
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
て
も
、
次
々
遊
び
を
や
っ
て
い

く
う
ち
に
、
ト
ー
タ
ル
で
、
あ
る
い

は
部
分
的
に
で
も
「
楽
し
か
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
に
す
る
。

イベントでいつも
わくわく！
芸能祭、お楽しみ会、サプ
ライズなどのイベントで、
子供の楽しみをつくる。

新潟県公立小学校

黒
くろ

坂
さか

 紗
さ

樹
き

　

こ
の
手
順
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を

示
す
。
私
の
勤
務
校
か
ら
、
総
合
運

動
公
園
ま
で
、
歩
く
道
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

４	

覚
え
て
い
ら
れ
な
い

「Fn

」と「W
indow

s

」と「PRTSC

」

を
覚
え
て
お
け
な
い
と
思
う
人
も
い

る
だ
ろ
う
。
基
本
は
、
何
度
か
試
し

て
覚
え
る
の
が
よ
い
。
私
の
場
合
に

は
、「PRT

SC

」
は
プ
リ
ン
ト
ス
ク

リ
ー
ン
の
略
と
覚
え
た
ら
、
忘
れ
に

く
く
な
っ
た
。

５	

使
い
方
い
ろ
い
ろ

　

も
ち
ろ
ん
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
し
た
画
像
を
、
そ
の
ま
ま
保
存
し

て
お
い
て
も
よ
い
。
気
に
な
っ
た
教

材
の
サ
イ
ト
な
ど
を
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
し
て
保
存
し
て
お
く
な
ど
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
じ
こ
と
が
パ

ソ
コ
ン
で
も
で
き
る
の
だ
。
気
に

な
っ
た
ら
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
。

　

使
い
こ
な
せ
る
と
仕
事
で
も
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
便
利
な
機
能
で
あ
る
。

①
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
し
た

い
画
面
を
表
示
す
る
。

②
キ
ー
ボ
ー
ド
の
「Fn

」
と

「W
indow

s

」（W
indow

s

マ
ー

ク
の
キ
ー
）
とPRT

SC

（
右

の
上
の
方
に
あ
る
）
を
同
時

に
押
す
。

③
マ
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ピ
ク

チ
ャ
に
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

画
像
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

④
歩
く
道
に
線
を
画
像
に
か
き

込
む
。

⑤
ト
リ
ミ
ン
グ
を
す
る
。

⑥
編
集
し
た
画
像
を
コ
ピ
ー
し

て
、「W

ord

」
に
貼
り
付
け
る
。

※
操
作
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
に
よ
っ
て

違
う
場
合
が
あ
る
。

１	

こ
ん
な
会
話
は
な
い
だ
ろ
う
か

　

去
年
は
ど
の
道
を
通
り
ま
し

た
か
。

　

生
活
科
の
校
外
学
習
の
下
見
が
近

付
く
と
、
職
員
室
で
こ
ん
な
会
話
が

な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
赴
任
し
た
ば

か
り
の
と
き
、
地
図
を
見
な
が
ら
教

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

２	

ど
う
す
る
と
よ
い
か

　

提
案
文
書
に
地
図
が
載
っ
て
い
る

と
よ
い
の
で
あ
る
。
提
案
文
書
に
地

図
を
載
せ
る
メ
リ
ッ
ト
を
以
下
に
挙

げ
る
。

⑴
地
図
も
含
め
て
デ
ー
タ
と
し
て
次

年
度
に
残
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
職
員
会
議
の
資
料
と
し
て
も
分
か

り
や
す
く
な
る
。

　

つ
ま
り
、「
ど
の
道
を
通
る
の
で

す
か
」
と
い
う
質
問
が
出
な
く
な
る
。

会
議
の
時
短
に
な
る
。

３	

「
あ
る
と
い
い
な
」
が
あ
る

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、

「W
ord

」
に
地
図
を
ど
う
や
っ
て
入

れ
る
か
だ
。
そ
こ
で
役
に
立
つ
の
が
、

パ
ソ
コ
ン
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

機
能
で
あ
る
。
以
下
の
手
順
で

「W
ord

」
に
地
図
の
画
像
を
添
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ICTに疎い私が
提案する文書作
成のワザ
提案文書にスクリーン
ショット画像を入れるこ
とで、分かりやすい資料
になり、時短になる。

神奈川県伊勢原市立高部屋小学校

古
こ

賀
が

 靖
せい

造
ぞう

地図データ©2020Google日本
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

授業技量向上の法則授業技量向上の法則

オンラインでも
Ｄ表のベーシッ
クスキルは変わ
らない
授業技量検定のチャンス
が減っている今こそ、Ｄ
表を意識する。

神奈川県小田原市立三の丸小学校

山
やま

崎
ざき

克
かつ

洋
ひろ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

か
り
や
す
い
指
示
を
出
せ
る
か
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
も
、
何
一
つ

変
わ
ら
な
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
主
流
に
な
っ
て
い
く
か
ら
こ

そ
、
改
め
て
Ｄ
表
の
五
項
目
を
意
識

し
て
授
業
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

で
あ
る
。

　

作
業
指
示
の
出
し
方
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
独
自
の
も
の
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
裏
に
あ
る
考
え
方

は
、Ｄ
表
の
「
明
確
な
発
問
・
指
示
」

と
同
じ
で
あ
る
。

　

い
か
に
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
分

「
顔
が
怖
い
」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
セ
ミ
ナ
ー
が

ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
、
何
度
も
思
っ

た
。

　

授
業
者
の
人
た
ち
の
顔
に
笑
顔
が

な
い
の
だ
。

　

Ｄ
表
項
目
の
一
つ
。

「
温
か
な
表
情
・
対
応
」

　

こ
れ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
こ

と
で
、
よ
り
難
易
度
が
上
が
っ
た
の

だ
。

　

相
手
の
表
情
が
見
え
な
い
状
況
で

も
、
自
然
な
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
ろ
う
と
も
、
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
Ｄ
表
の
項

目
で
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
取
り
分
け
気

を
付
け
た
い
の
が
、

「
明
確
な
発
問
・
指
示
」

で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
（
子
役
）
の
様
子
が
見

え
な
い
状
況
の
中
で
、
指
示
が
不
明

確
な
こ
と
ほ
ど
怖
い
こ
と
は
な
い
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
を
作
業
指
示

に
よ
っ
て
巻
き
込
ん
で
い
く
点
は
、

ふ
だ
ん
の
授
業
で
大
切
な
こ
と
と
共

通
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
思
い
、
作
成
し
た
の
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

　
　
　

有
効
な
作
業
指
示
10

１
今
ま
で
の
方
法
で
は
で
き
な
か
っ
た

　

重
ね
マ
ッ
ト
で
何
度
も
練
習
す
れ
ば
、

台
上
前
転
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

ど
の
学
年
で
も
全
員
達
成
を
し
て
き
た
。
今

回
の
四
年
生
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
四
名
で
き
な
か
っ
た
。
周
り
の
先
生

は
「
肥
満
傾
向
だ
か
ら
」
と
言
う
。
こ
の
こ
と

を
、
で
き
な
い
言
い
訳
に
し
た
く
な
か
っ
た
。

２
原
因
を
分
析
せ
よ

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
体
育
研
究
会
代
表
、
根
本
正
雄
氏

か
ら
「
で
き
な
い
原
因
を
そ
の
場
で
診
断
す
る

と
よ
い
」（
文
責　

工
藤
）
と
教
わ
っ
て
い
た
。

そ
の
場
で
診
断
す
る
力
が
な
か
っ
た
私
は
、
次

の
よ
う
に
分
析
を
し
た
。

　

右
写
真
の
よ
う
に
「
踏
み
切
り
、
空
中
動
作
、

着
手
、
着
地
等
」
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
で
き
な

い
原
因
を
考
え
た
。

写
真
①
の
子
は
、
前
転
の
と
き
に
、
頭
頂
部

を
つ
い
て
い
た
た
め
、
跳
び
箱
か
ら
落
ち
て
し

ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
重
ね
マ
ッ
ト
で
後
頭

部
が
つ
く
ま
で
練
習
を
し
た
。

　

何
度
か
練
習
を
す
る
と
、

後
頭
部
か
ら
前
転
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
み
ん
な
の
前
で

挑
戦
さ
せ
た
。
す
る
と
、
で

き
た
の
で
あ
る
。
写
真
②
の

よ
う
に
跳
び
箱
の
上
で
も
後

頭
部
を
つ
い
て
回
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

残
り
三
人
も
、
で
き
な
い

原
因
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
分
析
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
で
は
で
き
な
い
原

因
を
そ
の
場
で
診
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
。「
必
ず
全
員

を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
」

と
い
う
思
い
を
も
ち
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

工く

藤ど
う

俊し
ゅ
ん

輔す
け

埼
玉
県
新
座
市
立
新
堀
小
学
校

「
必
ず
全
員
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
」
と
い
う

思
い
を
も
ち
分
析
す
る

「
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
方
法
で
は
、
で
き
な
い
子
が
い
る
。

自
身
の
指
導
力
を
向
上
す
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
、
分
析
す
る
こ
と
だ
。

分析レポート（教師５年目）

写真①写真②

◀QRコードから
「オンライン授業で有効な作業指示10」
をダウンロードできる。
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東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル

授業技量向上の法則授業技量向上の法則

　

休
み
時
間
に
教
師
と
対
話
し
に
く

る
子
供
は
、
要
す
る
に
「
聞
い
て
ほ

し
い
」
の
で
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
、

そ
の
話
に
心
か
ら
び
っ
く
り
で
き
る

教
師
の
感
性
だ
。
驚
き
、
感
心
し
、

う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て
く
れ
る
先

生
な
ら
、
子
供
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
話

を
し
に
来
る
だ
ろ
う
。

　

ほ
か
に
も
、
私
は
給
食
の
時
間
や

掃
除
の
時
間
、
あ
る
い
は
係
活
動
や

委
員
会
活
動
の
時
間
な
ど
に
、「
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
」
を
持
っ
て
ぶ
ら
ぶ
ら

す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。

　

私
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
な
が

ら
、
子
供
た
ち
の
様
子
を
撮
影
す
る

の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
カ
メ
ラ
を
向

け
な
が
ら
子
供
た
ち
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
試
み
る
。

　

こ
う
し
た
場
面
で
の
対
応
・
応
答

も
実
に
面
白
か
っ
た
し
、
意
味
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

保
護
者
会
な
ど
で
そ
の
映
像
を
流

す
と
喜
ば
れ
、
保
護
者
会
の
話
題
も

活
発
に
な
っ
た
。（

こ
の
項
終
わ
り
）

か
ら
こ
れ
で
終
わ
っ
て
も
い
い
の
だ

が
、
念
の
た
め
、「
日
常
の
対
応
・
応

答
」
に
も
少
し
触
れ
よ
う
。

　

例
え
ば
、
休
み
時
間
で
の
子
供
と

の
対
話
の
場
面
で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

⑴
そ
れ
は
雑
談
で
は
な
い
。

　

教
師
が
学
校
で
行
う
行
為
に
は
、

朝
か
ら
放
課
後
ま
で
、
一
つ
一
つ
、

全
て
に
意
味
が
あ
る
の
だ
。

⑵
子
供
の
言
葉
、
行
為
を
取
り

上
げ
て
褒
め
る
。

　

中
心
は
や
は
り
「
褒
め
る
」
こ
と

で
あ
る
。
本
人
と
対
話
し
な
が
ら
、

本
人
を
褒
め
る
の
当
然
だ
が
、
そ
の

兄
弟
を
褒
め
た
り
、
そ
の
家
族
を
褒

め
た
り
も
す
る
と
よ
い
。

⑶
驚
き
、
感
心
し
な
が
ら
聞
い

て
や
る
。

「
授
業
で
の
対
応
・
応
答
」
の
「
ま

と
め
２
」、
前
号
の
続
き
で
あ
る
。

１
対
応
・
応
答
の
ポ
イ
ン
ト

　

前
号
で
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
た
。
次
は
五
つ
め
。

⑤
そ
の
対
応
が
子
供
に
と
っ
て

「
受
容
的
」
で
あ
る
こ
と
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
授
業
の
中
で
の

教
師
の
対
応
は
、
子
供
に
と
っ
て

「
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
」
と
思
え

る
も
の
が
い
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
、

「
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」

な
ど
と
厳
し
い
対
応
を
す
る
こ
と
も

あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
子

供
と
の
信
頼
関
係
が
前
提
に
あ
っ
て

の
上
だ
。

⑥
数
百
の
褒
め
言
葉
を
言
え
る
。

　

授
業
中
の
対
応
で
最
も
よ
い
の
は

「
相
手
を
褒
め
る
言
葉
」
で
あ
る
。

　

ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
の
よ
う
に
、

教
師
も
褒
め
言
葉
だ
け
で
数
百
の
言

葉
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
た
い
。

２
日
常
の
対
応
・
応
答

「
授
業
」
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
だ

授業のベーシック
スキル６

「授業での対応・
応答」�
対応・応答はそのベースが「受
容的」でなければならない。
また、授業での対応・応答はも
ちろん大切だ。同時に、それは

「休み時間」などの日常での対
応・応答ともつながっている。

伴
一
孝
の
教
師
道

　

子
供
に
「
好
か
れ
な
い
」
教
師
が
多
い
。
残

念
な
こ
と
だ
。
自
分
が
「
嫌
い
な
人
」
に
連
日

五
時
間
も
六
時
間
も
「
指
導
」
を
さ
れ
た
ら
、

普
通
の
人
間
は
頭
が
お
か
し
く
な
る
。
当
た
り

前
だ
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
は
黙
っ
て
耐
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
靴
隠
し
・
い
じ
め
・
仲
間

外
し
・
授
業
妨
害
・
学
級
崩
壊
、
起
こ
っ
て
当

然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
子
供
に
「
好
か
れ
る
」
方
法
を
教

え
る
人
は
い
な
い
。
根
本
的
に
シ
ス
テ
ム
が

狂
っ
て
い
る
の
だ
。「
軍
人
」
や
「
企
業
戦
士
」

を
造
る
た
め
の
学
校
な
の
だ
。
そ
こ
で
は
指
導

（
洗
脳
）
対
象
に
「
好
か
れ
る
」
必
要
は
な
い
。

厳
し
く
鍛
え
上
げ
る
の
が
仕
事
な
の
だ
。
黙
っ

て
上
の
言
う
こ
と
を
聞
く
。
指
示
さ
れ
た
こ
と

を
忠
実
に
守
る
。
自
由
を
望
ま
な
い
。
そ
う
い

う
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
「
前
提
」
と
な
っ
て

い
る
。

　

子
供
に
「
好
か
れ
る
」
の
は
簡
単
だ
。
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
逆
を
や
れ
ば
よ
い
。

①　

宿
題
を
出
さ
な
い
。

②　

忘
れ
物
は
貸
し
て
あ
げ
る
。

③　

給
食
は
強
要
し
な
い
。

④　

授
業
は
時
間
を
守
る
。

⑤　

子
供
が
自
由
に
遣
え
る
時
間
を
増
や
す
。

⑥　

無
意
味
な
校
則
や
決
ま
り
を
作
ら
な
い
。

⑦　

テ
ス
ト
で
は
満
点
を
取
ら
せ
る
。

⑧　

分
か
り
や
す
く
楽
し
い
授
業
を
す
る
。

⑨　

行
事
の
練
習
等
で
授
業
を
潰
さ
な
い
。

　

そ
の
他
、
幾
ら
で
も
挙
げ
ら
れ
る
。
今
の
学

校
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
子
供
に

「
嫌
わ
れ
る
」
指
導
な
の
で
あ
る
。
愚
か
す
ぎ

る
。
周
り
が
愚
か
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
多
少
の
妨
害
や
軋あ

つ

轢れ
き

や
雑
音
が
あ
っ
て

も
、
試
し
に
前
述
の
幾
つ
か
を
実
行
し
て
み
る
。

こ
れ
が
「
子
供
の
た
め
」
の
本
当
の
意
味
で
あ

る
。
私
は
そ
う
し
て
来
た
。
自
分
だ
け
が
正
し

か
っ
た
と
は
言
わ
な
い
が
、
子
供
た
ち
に
は

「
好
か
れ
た
」。

　

教
師
は
「
職
員
室
で
同
僚
と
仲
良
く
す
る
」

の
が
仕
事
で
は
な
い
。「
仲
が
悪
い
（
敬
遠
さ

れ
る
）」
の
が
本
物
だ
。「
よ
ゐ
子
ち
ゃ
ん
」
で

育
っ
て
き
た
人
た
ち
に
は
、
こ
れ
が
分
か
ら
な

い
。
だ
か
ら
「
軍
人
（
企
業
戦
士
）
教
育
」
が

い
ま
だ
に
百
五
十
年
も
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

人
は
「
好
き
な
相
手
（
尊
敬
す
る
人
）」
の

言
う
こ
と
な
ら
ば
喜
ん
で
聞
く
。「
嫌
い
な
相

手
」
の
言
う
こ
と
は
、
幾
ら
正
論
で
も
聞
き
た

く
な
い
。
教
育
は
、
人
間
相
手
の
営
み
で
あ
る
。

幾
ら
美
辞
麗
句
で
飾
っ
て
も
、
非
人
間
的
な

「
戦
闘
マ
シ
ン
」
製
造
の
う
そ
は
バ
レ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
私
腹
を
肥
や
す
人
た
ち

の
こ
と
も
だ
。

「
周
り
に
合
わ
せ
る
」
は
「
子
供
の
た
め
」
の
反
語
だ

自
分
が
好
き
だ
っ
た
教
師
の
こ
と
を
思
い
出
す
。誰
だ
っ
て
「
優
し
か
っ
た
先
生
」「
尊
敬
で
き
た
先
生
」

と
な
る
。
で
は
今
、
自
分
は
そ
う
な
っ
て
い
る
か
？
　
恐
ら
く
自
信
が
な
い
は
ず
だ
。
そ
う
な
ろ
う

と
思
っ
て
も
「
周
り
に
合
わ
せ
る
」
な
ら
ば
、
理
想
と
は
か
け
離
れ
た
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

伴ば
ん

一か
ず

孝た
か

Ｔ
︲
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と

私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
＆
A

」

＆＆

A

Q
実践日誌

長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

自
ら
の
見み

栄え

の
た
め
に
子
供
を
犠
牲
に
す
る

教
師
た
ち
に
告
ぐ

「
他
人
の
不
幸
の
上
に
自
ら
の
幸
福
を
築
き
上
げ
る
の
は
人
道
に
も
と
る
」
そ
う
教
え
る
教
師
が

道
を
踏
み
外
し
て
い
る
。
自
身
の
承
認
欲
求
を
満
た
す
が
た
め
に
ほ
か
を
危
険
に
さ
ら
す
の
は
、

即
刻
止
め
る
べ
き
だ
。

　

九
月
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
日
に
何
度
も
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
暑
さ
指
数
）
計
、
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
、

落
雷
状
況
を
確
認
す
る
。
生
徒
の
安
心
・
安
全

を
保
障
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

本
日
三
時
間
目
の
時
点
で
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
三
二

度
、
気
温
三
九
度
と
な
っ
た
。
昼
過
ぎ
に
は
三

三
度
、
気
温
四
〇
・
五
度
を
記
録
し
た
。
そ
の

時
点
で
室
内
外
問
わ
ず
一
切
の
運
動
は
禁
止
。

昼
休
み
も
外
遊
び
や
体
育
祭
自
主
練
習
を
禁
止

し
、
教
室
や
廊
下
の
涼
し
い
場
所
で
待
機
さ
せ

た
。
ち
な
み
に
、
水
筒
の
複
数
本
持
参
や
補
充

用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
持
参
も
可
と
し
て
い
る
。

授
業
中
の
給
水
も
可
だ
。
も
ち
ろ
ん
朝
か
ら
晩

ま
で
体
育
着
（
半
袖
短
パ
ン
）
で
生
活
し
て
よ

い
。
マ
ス
ク
を
外
さ
せ
る
時
間
も
設
け
る
。

　

体
育
祭
の
練
習
も
、
体
育
の
授
業
以
外
に
し

て
い
な
い
。
前
日
ま
で
の
四
日
間
、
放
課
後
に

三
十
分
ず
つ
特
設
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

二
週
間
連
日
二
、
三
時
間
の
練
習
を
し
た
り
、

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
を
日
陰
に
隠
し
た
り
、
ま
た
は
数

値
を
無
視
し
た
り
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
よ
う

だ
。
言
語
道
断
、
そ
う
い
う
や
か
ら
は
職
を
辞

し
た
方
が
よ
い
。
教
師
の
見
栄
で
生
徒
を
犠
牲

に
す
る
な
ど
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
保
護

者
の
気
持
ち
を
一
寸
想
像
す
る
だ
け
で
、
し
て

よ
い
こ
と
と
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
の
区
別
く
ら

い
簡
単
に
付
く
だ
ろ
う
に
。
そ
れ
す
ら
で
き
ぬ

な
ら
辞
め
る
が
よ
い
。
生
徒
の
た
め
だ
。

　

午
後
三
時
、
雷
雨
の
発
生
が
明
ら
か
で
あ
っ

た
の
で
、
全
て
の
部
活
動
及
び
放
課
後
活
動
の

中
止
を
提
案
し
た
。
帰
り
の
会
を
十
六
時
に
終

え
、
即
下
校
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
雷
が
鳴
り
、

雨
が
降
り
始
め
る
ま
で
に
全
員
が
帰
宅
で
き
る

こ
と
を
確
信
し
て
の
対
応
だ
。
種
々
の
デ
ー
タ

を
ま
と
め
、
十
七
時
前
後
に
雷
雨
と
な
る
こ
と
、

そ
の
後
二
十
時
ま
で
大
雨
が
続
く
こ
と
を
管
理

職
に
知
ら
せ
、
判
断
を
仰
い
だ
の
だ
。

　

こ
う
い
う
こ
と
は
ス
ピ
ー
ド
勝
負
で
あ
る
。

一
歩
遅
れ
た
ら
、
大
変
な
事
態
に
な
る
。
実
際
、

こ
の
よ
う
な
対
応
を
し
な
か
っ
た
学
校
で
は
、

生
徒
を
十
九
時
半
過
ぎ
ま
で
残
す
こ
と
と
な
り
、

苦
情
の
電
話
が
相
次
い
だ
と
い
う
。

　

こ
ち
ら
の
予
測
は
ぴ
た
り
と
一
致
し
た
。
雷

が
鳴
り
始
め
た
の
が
十
六
時
四
十
五
分
、
降
り

始
め
が
十
六
時
五
十
分
過
ぎ
だ
っ
た
。

　

命
に
関
わ
る
事
故
を
予
防
し
、
お
ま
け
に
感

謝
ま
で
さ
れ
る
。
良
い
こ
と
尽
く
め
で
あ
る
。

　

子
供
フ
ァ
ー
ス
ト
、
心
身
の
安
心
・
安
全
が

第
一
。
勝
ち
負
け
は
二
の
次
三
の
次
。
こ
の
ス

タ
ン
ス
は
揺
る
が
な
い
。

　

だ
か
ら
勤
務
校
は
強き

ょ
う

靭じ
ん

な
の
だ
と
思
う
。

　

生
徒
指
導
案
件
ゼ
ロ
、
不
登
校
ゼ
ロ
。
こ
の

数
字
を
支
え
る
の
は
、
教
師
一
人
一
人
の
仕
事

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

小こ

井い

戸ど

政ま
さ

宏ひ
ろ

岐
阜
県
岐
阜
市
立

黒
野
小
学
校

「
授
業
の
技
量
（
技
能
）」
を
上
げ
る
唯
一
の

道
は
「
模
擬
授
業
」

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
評
価
項
目
を
共
通
の
物
差
し
に
し
、「
話
す
・

聞
く
ス
キ
ル
」︵
正
進
社
︶
を
使
っ
て
、
楽
し
く
研
修
す
る
。

る
こ
と
で
す
。
管
理
職
の
先
生
か
研
究
主
任
の

先
生
が
講
師
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

４　

教
材
を
準
備
す
る

　

共
通
の
教
材
が
あ
る
と
、
全
員
が
同
じ
土
俵

で
研
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
薦
め
は

「
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
」
で
す
。
テ
キ
ス
ト
内

に
展
開
例
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
誰
で

も
、
い
き
な
り
授
業
が
で
き
ま
す
。
内
容
が
楽

し
い
の
で
、
よ
い
雰
囲
気
の
中
、
研
修
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

５　

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

①　

事
前
に
教
材
文
を
指
定
す
る

②　

四
、
五
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る

③　

教
師
役
と
子
役
に
分
か
れ
る

④　

全
員
が
一
分
程
度
授
業
を
す
る

⑤　

各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
前
で
授
業
を
す
る

⑥　

講
師
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う

⑦　

コ
メ
ン
ト
を
基
に
そ
の
場
で
や
っ
て
み
る

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
に

模
擬
授
業
演
習
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大

変
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

１　

授
業
力
を
定
義
す
る

「
授
業
力
」
と
は
何
な
の
か
。
共
通
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
授
業
の

技
量
（
技
能
）」
と
定
義
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

２　

共
通
の
物
差
し
を
準
備
す
る

　

次
に
「
授
業
の
技
量
（
技
能
）」
の
具
体
化

が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
授
業
を
評
価
す
る
共

通
の
物
差
し
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
よ
い
の

で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
「
評
価
項

目
」
を
お
薦
め
し
ま
す
（
今
後
、
更
に
具
体
化

さ
れ
る
予
定
で
す
）。
ま
ず
は
、
Ｆ
表
か
ら
始

め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

３　

模
擬
授
業
を
通
し
て
研
修
す
る

「
授
業
の
技
量
（
技
能
）」
を
飛
躍
的
に
上
げ

る
方
法
は
、
模
擬
授
業
で
す
。

　

た
だ
し
、
条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
模

擬
授
業
を
批
評
し
、
代
案
を
示
す
実
力
者
が
い

　
初
め
て
の
研
究
主
任
で
す
。
職
員
全

員
の
授
業
力
を
向
上
す
る
た
め
の
企
画

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
管
理
職
か
ら
打
診

を
受
け
ま
し
た
。
放
課
後
に
、
月
に
一

〜
二
回
、
三
十
分
と
い
う
制
約
も
あ
り

ま
す
。
勤
務
校
で
は
、
職
員
の
授
業
力

ア
ッ
プ
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
ど
の
よ

う
な
内
容
を
実
施
し
て
い
け
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
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可
能
な
限
り
、
学
校
閉
鎖
や
学
級
閉
鎖
は

限
定
的
な
も
の
に
し
た
い
。
予
防
措
置
も
徹

底
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
手
洗
い

や
換
気
な
ど
学
級
指
導
が
徹
底
し
て
い
る
ク

ラ
ス
ほ
ど
、
リ
ス
ク
が
低
い
。
学
級
の
統
率

が
と
れ
て
い
な
い
ク
ラ
ス
ほ
ど
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
蔓ま

ん

延え
ん

す
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
同
様
か
ど
う
か
。
個
人
的
に
は

同
様
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

　

こ
れ
以
上
の
借
金
で
、
孫ま

ご

子こ

の
世
代
に
大

き
な
「
つ
け
」
を
残
し
て
は
い
け
な
い
。
今

回
の
十
万
円
の
給
付
金
の
つ
け
は
ゼ
ロ
歳
の

孫
に
も
の
し
か
か
る
。
多
額
の
赤
字
国
債
も

同
様
だ
。

　

現
役
世
代
が
応
分
の
負
担
を
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
生
じ
た
借
金
を
減
ら
す
こ
と
だ
。
東

日
本
大
震
災
の
欠
損
を
今
も
復
興
税
で
補
っ

て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
世
代
が
損
益
を

甘
受
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

失
業
者
へ
の
支
援
な
ど
、
ま
ず
は
、
財
源
が

必
要
だ
。

　

よ
く
「
職
種
に
よ
っ
て
は
、支
援
は
不
要
」

と
い
う
声
も
あ
る
。
特
に
「
夜
の
街
」
関
連

の
事
業
者
へ
の
支
援
の
理
解
は
難
し
い
。
そ

れ
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
パ
チ
ン
コ
な
ど
も
同
様

だ
。
ど
の
仕
事
も
相
応
の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
。

　

子
供
の
保
護
者
の
仕
事
は
様
々
で
、
幼
い

子
供
は
与
え
ら
れ
た
環
境
を
甘
受
し
て
い
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

の
は
貧
困
層
で
あ
る
。
民
間
調
査
機
関
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、
自
殺
者
の
増
大
を
予
想

し
て
い
る
。

三

学
校
の
日
常
を
継
続

　

で
は
学
校
は
ど
う
か
。
学
校
も
、
公
的
な

社
会
の
機
関
で
あ
る
。
学
校
が
子
供
を
預
か

る
こ
と
で
、
保
護
者
は
安
心
し
て
働
け
る
。

制
限
さ
れ
た
教
育
活
動
で
も
、
学
校
が
所
要

の
指
導
を
続
け
る
こ
と
で
、
将
来
の
社
会
を

支
え
る
人
材
を
育
成
で
き
る
。
だ
か
ら
、
学

校
は
可
能
な
限
り
、
日
常
の
教
育
活
動
を
続

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

二

経
済
と
感
染
症
対
策
の
両
輪

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
。
行
政
は
様
々
な
対
応

を
し
た
。
国
民
全
員
に
十
万
円
を
給
付
し
た
。

緊
急
的
に
行
う
た
め
に
、
収
入
減
で
な
い

人
々
に
も
給
付
さ
れ
た
。
私
も
そ
う
だ
し
、

公
務
員
の
方
々
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
う
ち
の

三
歳
と
ゼ
ロ
歳
の
孫
に
も
給
付
さ
れ
た
。

　

国
民
か
ら
の
一
定
の
支
持
は
得
ら
れ
た
が
、

こ
れ
だ
け
で
昨
年
度
の
法
人
税
収
分
が
す
っ

飛
ん
だ
。
ト
ヨ
タ
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
や
ユ
ニ

ク
ロ
な
ど
の
大
企
業
が
せ
っ
せ
と
稼
い
で
収

め
て
く
れ
た
貴
重
な
税
金
が
国
の
金
庫
か
ら

ス
ー
と
消
え
た
。

　

東
京
都
が
一
生
懸
命
貯
め
て
き
た
一
兆
円

ほ
ど
の
基
金
も
消
え
た
。

　

経
済
を
回
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
お
金
は

生
ま
れ
な
い
。
本
年
度
は
、
蓄
え
が
あ
っ
た

か
ら
ま
だ
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
来
年
度
は

ど
う
か
。
こ
れ
か
ら
年
度
末
ま
で
の
経
済
活

動
で
ど
れ
だ
け
の
収
益
が
あ
げ
ら
れ
る
の
か
。

　

そ
の
額
が
少
な
け
れ
ば
、
財
政
的
な
援
助

は
規
模
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
医

療
機
関
の
補
助
、
中
小
零
細
事
業
者
へ
の
支

援
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
、

臣
）
か
ら
東
京
都
を
通
じ
て
、
中
央
区
の
学

校
を
ホ
ー
ム
レ
ス
に
開
放
で
き
な
い
か
と
い

う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
区
長
と
も
相
談
し

て
、
泰
明
小
学
校
の
体
育
館
と
講
堂
を
開
放

し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
相
談
で
す
」

　

私
は
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
た
。
緊
急
事
態
で
あ
る
の
は

承
知
し
て
い
る
。
過
去
に
、
大
島
三
原
山
の

噴
火
の
際
に
は
、
泰
明
小
学
校
は
多
く
の
大

島
住
民
を
受
け
入
れ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
、

一
か
月
間
厚
く
世
話
を
し
た
歴
史
が
あ
る
。

　

も
し
、
泰
明
小
学
校
を
開
放
す
れ
ば
、
そ

の
後
の
教
育
活
動
に
大
き
な
支
障
を
生
じ
る
。

そ
も
そ
も
、
テ
ン
ト
村
報
道
は
、
多
分
に
大

衆
迎
合
的
な
行
政
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

に
お
い
が
し
て
、
私
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
、
深
夜
の
電
話
の
や
り
取
り
を

し
て
、
日
比
谷
公
園
前
の
厚
生
労
働
省
の
講

堂
を
開
放
す
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。

み
続
け
て
い
る
者
も
い
る
そ
う
だ
。
泰
明
幼

稚
園
の
子
供
を
定
期
的
に
日
比
谷
公
園
に
連

れ
て
行
く
が
、
園
長
の
私
の
仕
事
は
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
見
守
り
。

　

日
比
谷
公
園
の
テ
ン
ト
村
は
、
ま
す
ま
す

に
ぎ
わ
う
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
な
ぜ
救
済
し
な

い
の
か
と
行
政
を
責
め
立
て
る
。
テ
レ
ビ
で
、

評
論
家
が
行
政
の
無
策
を
批
判
す
る
。

「
な
ぜ
、
寒
い
テ
ン
ト
に
据
え
置
く
の
か
」

「
な
ぜ
、
公
共
施
設
を
開
放
し
な
い
の
か
」

「
行
政
は
、
人
権
を
守
れ
な
い
の
か
」

　

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
の
行
政
批
判
が
続
く
。

　

年
が
明
け
て
、
二
〇
〇
九
年
一
月
二
日
午

後
十
時
頃
、
自
宅
の
電
話
が
鳴
っ
た
。
お
節

料
理
で
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
の
私
が
受
話
器
を

取
る
。
中
央
区
教
育
委
員
会
の
教
育
次
長
か

ら
だ
っ
た
。

「
向
山
先
生
、
夜
分
に
す
み
ま
せ
ん
。
東
京

選
出
の
Ｋ
代
議
士
（
の
ち
の
内
閣
総
理
大

一

日
比
谷
公
園
の
テ
ン
ト
村

　

師
走
に
な
っ
た
。
早
い
学
校
は
八
月
十
七

日
新
学
期
開
始
。
途
中
二
回
の
三
連
休
は

あ
っ
た
が
、
土
曜
授
業
日
も
あ
っ
て
、
長
い

十
九
週
間
の
学
校
生
活
だ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
り
、
ど
の
よ
う
に

し
て
年
の
暮
れ
を
越
そ
う
か
と
苦
労
し
て
い

る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
暮
れ
を
思
い
出
す
。

全
国
的
に
失
業
者
が
増
え
、
二
〇
〇
八
年
十

二
月
、
銀
座
の
泰
明
小
学
校
近
く
の
日
比
谷

公
園
に
年
越
し
テ
ン
ト
村
が
で
き
た
。
テ
ン

ト
村
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
炊
き
出
し
を

行
う
。
日
比
谷
公
園
に
三
々
五
々
集
ま
る

ホ
ー
ム
レ
ス
。
マ
ス
コ
ミ
が
そ
れ
を
大
き
く

報
道
し
た
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
日
比
谷
公
園
に
は
ホ
ー
ム
レ

ス
が
住
み
着
い
て
い
る
。
中
に
は
数
十
年
住
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イ
ン
ド
と
ア
フ
リ
カ
で

考
え
た
こ
と

世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
国
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
眺
め
る
日
本
は
？

西
にし

阪
さか

昇
のぼる

nobonisi@kansaigaidai.ac.jp

特

別

連

載

関西外国語大学
教授兼学長補佐

必
要
も
な
い
。
私
も
そ
こ
に
住
め
る
か
と
聞

か
れ
る
と
自
信
は
な
い
。

　

今
の
日
本
の
子
供
た
ち
は
、
き
っ
ち
り
定

め
ら
れ
た
学
校
や
社
会
の
枠
の
中
で
息
苦
し

さ
を
感
じ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
鮮
な
気

持
ち
で
毎
日
を
迎
え
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ

や
感
動
、
人
の
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。

　

イ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ
で
感
じ
た
、
日
本
で

は
味
わ
え
な
い
不
思
議
な
自
由
さ
の
感
覚
や
、

人
間
が
構
築
し
た
小
さ
な
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
な
い
生
活
や
人
生
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、

子
供
た
ち
が
実
感
で
き
る
日
本
の
学
校
で

あ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

近
く
に
住
む
と
い
う
子
供
た
ち
が
、
三
十

人
く
ら
い
集
ま
っ
て
き
た
。
ど
れ
く
ら
い
歩

い
て
き
た
か
分
か
ら
な
い
。
裸
足
の
子
が
多

い
。
電
気
も
通
わ
な
い
所
に
住
む
子
も
い
る
。

小
さ
な
子
を
背
負
っ
て
い
る
子
も
い
る
。

　

し
か
し
、
狭
い
粗
末
な
小
屋
の
中
で
身
を

寄
せ
合
い
、
ど
こ
に
あ
る
国
な
の
か
も
知
ら

な
い
だ
ろ
う
日
本
か
ら
来
た
、
見
知
ら
ぬ
人

の
話
を
聞
く
子
供
た
ち
の
表
情
は
、
と
て
つ

も
な
く
無
邪
気
で
明
る
く
、
そ
の
目
は
み
ん

な
驚
く
ば
か
り
に
輝
い
て
見
え
た
。

　

日
本
の
子
供
た
ち
は
、
教
室
で
こ
ん
な
に

楽
し
く
輝
い
て
い
る
顔
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

３

日
本
の
子
供
た
ち

　

世
界
で
も
ま
れ
な
く
ら
い
精
緻
な
成
熟
社

会
を
築
き
上
げ
て
き
た
日
本
。
そ
の
国
家
の

仕
組
み
の
中
で
私
た
ち
は
守
ら
れ
、
多
く
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
人
間

本
来
の
自
然
な
姿
を
見
失
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
本
が
、
イ
ン
ド
や
ウ
ガ
ン
ダ
の
よ
う
な

社
会
に
戻
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の

償
と
し
て
、
人
間
が
本
来
も
っ
て
い
た
何
事

に
も
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
さ
や
、
ど
ん
な
状

況
で
も
生
き
抜
く
た
く
ま
し
さ
を
退
化
さ
せ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

イ
ン
ド
の
喧け

ん

騒そ
う

な
社
会
の
中
で
、「
人
類

社
会
が
始
ま
っ
た
頃
は
こ
ん
な
の
で
あ
っ
た

か
」
と
、何
か
不
思
議
な
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
。

２

ア
フ
リ
カ

　

ア
フ
リ
カ
に
は
、
京
大
副
学
長
時
代
に
訪

れ
た
。
野
生
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
観
察
拠
点

で
あ
る
ウ
ガ
ン
ダ
の
森
に
行
っ
た
の
だ
。
都

市
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
大
自
然
の
中
で
、
動

物
た
ち
の
生
活
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
、
人
間

が
息
を
ひ
そ
め
て
観
察
し
て
い
る
。

　

広
大
な
草
原
や
森
林
の
中
で
多
く
の
動
物

た
ち
と
一
緒
に
い
る
と
、
人
間
は
特
別
な
存

在
で
は
な
く
、
ひ
弱
な
ヒ
ト
科
の
動
物
の
一

種
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

　

ア
フ
リ
カ
は
、
開
発
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

い
る
。
京
大
の
研
究
者
が
地
元
の
住
民
の
た

め
に
作
っ
た
環
境
保
全
の
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、

地
域
の
子
供
た
ち
に
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。

主
解
決
し
て
い
た
。

　

街
中
で
は
、
路
上
に
寝
て
い
る
人
が
多
く

見
ら
れ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
僧
侶
は
、
信
者

を
従
え
て
全
裸
で
街
を
堂
々
と
闊か

っ

歩ぽ

し
て
い

る
。
観
光
地
で
バ
ス
を
降
り
る
と
物
売
り
が

い
っ
ぱ
い
寄
っ
て
く
る
。
そ
の
値
段
は
刻
一

刻
と
変
わ
る
し
、
人
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。

　

ま
さ
に
何
で
も
あ
り
の
様
相
で
あ
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
民
族
、
宗
教
、
哲
学
、
歴
史

的
背
景
が
入
り
乱
れ
る
イ
ン
ド
で
は
、
お
上

か
ら
の
規
則
・
尺
度
で
全
て
律
し
切
る
の
は

不
可
能
だ
と
最
初
か
ら
悟
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
性
善
説
に
立
っ
た

人
間
哲
学
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

日
本
で
あ
れ
ば
、
人
が
集
ま
る
所
に
は
、

必
ず
厳
格
な
規
則
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基

づ
き
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
、
秩
序
だ
っ
た

生
活
が
整
然
と
営
ま
れ
る
。

　

も
し
、
何
か
事
件
や
事
故
が
起
こ
れ
ば
、

二
度
と
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
新
た
な
規
制
が
定
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
制
度
・
仕
組
み
に
守
ら
れ
て
、

我
々
日
本
人
は
世
界
一
安
全
安
心
で
清
潔
な

社
会
を
実
現
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
代

め
て
い
る
。
交
通
ル
ー
ル
は
な
い
の
か
、
あ

る
い
は
、
あ
っ
て
も
取
り
締
ま
る
者
が
な
い

の
か
。
よ
く
事
故
が
起
こ
ら
な
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
、
私
た
ち
が
乗
っ
て
い
た
観

光
バ
ス
が
、
急
に
横
道
か
ら
飛
び
出
し
て
き

た
バ
イ
ク
と
衝
突
し
た
。
頭
に
大
き
な
タ
ー

バ
ン
を
巻
い
た
シ
ー
ク
教
の
運
転
手
が
、
バ

ス
か
ら
降
り
て
行
っ
た
。
大
変
な
こ
と
に

な
っ
た
、
こ
の
先
の
旅
程
は
大
幅
に
遅
れ
る

な
と
覚
悟
し
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
十
五
分
ほ
ど
た
っ
た
ら

そ
の
運
転
手
が
バ
ス
に
戻
り
、
何
事
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
バ
ス
は
進
み
出
し
た
。

　

け
が
人
が
出
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？　

警
察
へ
の
届
け
出
は
？

「
？
」
だ
ら
け
の
私
を
よ
そ
に
、
事
態
は
自

１

イ
ン
ド

　

数
年
前
に
イ
ン
ド
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
さ
に
"混こ

ん

沌と
ん

・
カ
オ
ス
"
の
世
界
で

あ
っ
た
。

　

道
路
に
は
ほ
と
ん
ど
信
号
が
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
車
が
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
激
し
く
鳴
ら
し

な
が
ら
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
な
だ
れ
込

ん
で
く
る
。
何
車
線
の
道
路
か
分
か
ら
な
い
。

　

自
動
車
ば
か
り
で
は
な
い
。
何
人
も
相
乗

り
し
て
い
る
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
荷
車
、
歩

い
て
い
る
人
々
。
さ
ら
に
は
、牛
、ヤ
ギ
、犬
、

場
所
に
よ
っ
て
は
、
象
や
ラ
ク
ダ
も
同
じ
道

を
悠
々
と
通
る
。
高
速
道
路
と
聞
い
て
い
た

が
、
反
対
方
向
か
ら
人
が
走
っ
て
く
る
。

　

そ
れ
を
皆
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
受
け
止

イラスト：水川勝利
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教師としての高みを目指して
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向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
論
文

学
級
経
営
に
戦
略
と
い
う
概
念
を
持
ち
込
ん
だ

向
山
洋
一
氏
の
六
つ
の
提
案

六
つ
の
戦
略
を
す
ぐ
に
行
う
も
の
と
徐
々
に
行
う
も
の
に
分
け
て
示
し
、
留
意
点
も
書
か
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
経
営
戦
略
は
、
多
く
の
教
師
の
学
級
経
営
を
助
け
た
貴
重
な
内
容
で
あ
る
。

松ま
つ

崎ざ
き

力つ
と
む

栃
木
県
真
岡
市
立
真
岡
東
小
学
校

が
中
心
と
な
る
。
楽
し
い
こ
と
、
面
白
い

こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
、
次
か
ら
次
へ

と
企
画
さ
せ
る
。
楽
し
い
こ
と
を
企
画
し

実
行
す
る
か
ら
、
子
供
た
ち
は
規
律
を
つ

く
り
だ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　

ま
ず
、
以
上
の
三
つ
の
こ
と
を
や
っ
て

か
ら
後
は
徐
々
に
や
っ
て
い
く
。

　
第
四
は
、
授
業
を
知
性
的
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

知
性
的
と
は
何
か
。
今
ま
で
あ
た
り
前

と
思
っ
て
き
た
こ
と
が
、
見
方
に
よ
っ
て

異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）

　

知
性
的
と
は
何
か
。
さ
さ
や
か
と
思
え

る
言
葉
の
指
示
範
囲
が
、
厳
密
で
正
確
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）

　

知
性
的
と
は
何
か
。
多
く
の
意
見
の
存

在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）

　

こ
の
よ
う
な
知
性
的
な
授
業
の
中
で
こ

そ
、
子
供
た
ち
は
育
っ
て
い
く
。

　
第
五
に
、イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
る
こ
と
で

あ
る
。
本
書
の
中
に
も
何
回
か
登
場
す
る
。

（
前
略
）
学
級
全
体
が
、
燃
え
る
よ
う
に

何
か
に
取
り
組
む
こ
と
、
そ
の
非
日
常
的

な
生
活
の
中
で
、
子
供
は
き
た
え
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
番
は
、
ク
ラ
ス
を
担
任
し
て

す
ぐ
や
る
こ
と
な
の
だ
が
「
子
供
の
中
に

あ
る
差
別
の
構
造
を
破
壊
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

（
前
略
）
ま
ず
私
は
そ
の
教
室
の
中
の
典

型
的
現
象
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
し
て
成
績

が
優
秀
な
子
、
み
ん
な
に
人
気
が
あ
る
子

に
私
が
対
置
す
る
。
つ
ま
り
、
ク
ラ
ス
の

中
で
、
最
も
嫌
わ
れ
、
最
も
い
や
が
ら
れ

て
い
る
子
に
私
が
味
方
を
す
る
と
い
う
構

図
が
で
き
あ
が
る
。
こ
れ
は
、
変
に
や
る

と
こ
わ
い
こ
と
で
も
あ
る
。
ク
ラ
ス
の
ほ

と
ん
ど
の
子
を
敵
に
ま
わ
す
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。（
中
略
）
そ

こ
で
矢
つ
ぎ
ば
や
に
、
二
の
手
三
の
手
が

必
要
に
な
る
。

　
第
二
は
、
授
業
の
場
面
で
「
多
数
決
が

正
し
い
と
は
限
ら
な
い
」
と
い
う
場
面
を

つ
く
り
だ
す
こ
と
で
あ
る
。

（
前
略
）
こ
の
授
業
の
場
面
か
ら
、
子
供

た
ち
の
心
の
奥
で
、
何
か
が
変
わ
り
始
め

る
。
地
殻
変
動
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
子

供
を
内
面
か
ら
動
か
す
の
で
あ
る
。
子
供

を
変
革
す
る
の
は
教
師
の
腕
力
で
は
な
い
。

管
理
技
能
で
は
な
い
。
知
的
権
威
で
あ
る
。

教
師
の
知
的
権
威
に
ふ
れ
て
こ
そ
子
供
は

変
わ
り
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
や
る
こ
と
は
、（
中
略
）
子
供

た
ち
の
組
織
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。「
や

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
」
と
「
や
り
た
い
こ

と
」
の
二
つ
の
組
織
化
が
必
要
で
あ
る
。

　

後
者
は
、
係
り
が
中
心
に
な
る
。

　

係
り
と
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

（
中
略
）

　
第
六
に
、
教
師
が
許
せ
な
い
こ
と
は
、

学
級
全
体
を
相
手
に
対
決
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
注
意
が
必
要
だ
。

　

学
級
全
体
を
相
手
に
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
少
数
の
人
間
を
相
手
に
対
決
し
て

は
い
け
な
い
。
そ
れ
も
「
や
ん
ち
ゃ
坊
主

の
集
団
」
を
相
手
に
、
新
卒
の
女
教
師
が

対
決
し
た
り
な
ど
す
る
と
、
ま
ず
教
師
は

負
け
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）

　

こ
れ
が
、
学
級
全
体
だ
と
別
で
あ
る
。

学
級
全
体
だ
と
「
解
決
し
よ
う
」
と
い
う

意
志
が
必
ず
存
在
す
る
。
そ
う
い
う
子
供

が
い
る
も
の
で
あ
る
。
解
決
し
よ
う
と
す

る
子
供
た
ち
が
い
れ
ば
、
必
ず
解
決
で
き

る
。
子
供
た
ち
は
自
分
た
ち
で
解
決
す
る
。

そ
の
中
で
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

一
学
期
の
う
ち
に
全
面
対
決
を
し
て
は
い

け
な
い
。
ま
だ
早
い
。
学
級
が
し
っ
か
り

し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
あ
る
程
度
、
集
団

と
し
て
成
長
し
て
か
ら
仕
掛
け
る
こ
と
で

あ
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌
一
九
九
一
年
一
月
号　

明
治
図
書
）

実
践
す
る
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
が
「
知
的
権

威
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
学
ば
な
い
教
師
は

学
級
崩
壊
を
招
く
」
と
い
う
警
鐘
を
も
含
ん
で

い
る
言
葉
で
あ
る
。

　

逆
転
現
象
及
び
係
活
動
で
示
し
て
い
る
こ
と

は
、
子
供
自
身
の
変
化
で
あ
る
。
直
接
的
に
何

か
を
指
導
し
て
、
子
供
を
変
え
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
弱
い
変
化
で
、
す
ぐ
に
元
に

戻
っ
て
し
ま
う
。
向
山
氏
は
違
う
。
子
供
の
変

化
を
内
面
か
ら
引
っ
張
り
出
す
。
だ
か
ら
、
学

級
全
体
が
全
く
別
の
集
団
に
向
上
し
て
い
く
。

　

第
四
か
ら
は
、
徐
々
に
行
う
こ
と
で
あ
る
が
、

ま
ず
は
授
業
を
知
性
的
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ど
ん
な
に
学
級
経
営
に
力
を
入
れ
て
も
、
授
業

が
知
性
的
で
な
け
れ
ば
、
子
供
は
変
化
し
な
い
。

「
知
性
的
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
を
示
し
て
い

る
こ
と
も
、
授
業
改
善
の
示
唆
に
つ
な
が
る
。

　

第
五
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
子
供
自
身
の
内
面
的

な
変
化
を
示
し
、
第
六
は
統
率
の
仕
方
の
原
則

を
戦
略
的
に
示
し
て
い
る
。
特
に
後
者
、「
一

学
期
は
ま
だ
早
い
」
と
時
期
ま
で
示
し
て
い
る
。

学
級
経
営
上
参
考
に
し
た
教
師
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。

　

向
山
洋
一
氏
が
四
十
八
歳
、
現
役
バ
リ
バ
リ

の
と
き
に
語
っ
た
学
級
経
営
の
六
つ
の
戦
略
が

書
か
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
三
十
年
の
時
を
経
た
原

稿
で
あ
る
が
、
輝
き
が
失
せ
て
い
な
い
し
、
実

用
的
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
貴
重
な
の
は
、「
最
初
に
行
う
三
つ

の
こ
と
」「
徐
々
に
行
う
四
つ
の
こ
と
」
と
、

段
階
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、

留
意
点
及
び
定
義
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
教

室
実
践
に
大
変
役
に
立
つ
。
そ
し
て
、
そ
の
根

底
に
あ
る
の
が
、
子
供
の
変
化
で
あ
る
。

　

担
任
を
し
て
一
番
目
に
行
う
こ
と
が
、
差
別

の
構
造
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

向
山
氏
の
著
書
で
名
高
い
実
践
で
あ
り
、
誰
も

が
納
得
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
変
に

や
る
と
こ
わ
い
こ
と
」
と
留
意
点
を
示
し
て
い

る
。「
学
級
全
員
を
敵
に
回
し
て
し
ま
う
」
と

警
告
し
て
い
る
。

　

単
に
差
別
を
破
壊
す
る
と
意
気
込
む
の
で
は

な
く
、
第
二
、
第
三
の
具
体
的
行
動
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
が
逆
転
現
象
で
あ
り
、
係
活
動
で

あ
る
。

　

逆
転
現
象
は
、
担
任
す
る
教
師
の
誰
も
が
憧

れ
る
実
践
で
あ
る
が
、
簡
単
に
は
生
じ
な
い
。
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尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

コロナ禍でも「手紙の
書き方体験授業」
学校現場で役立つオンライン授業
「年賀状の書き方」コンテンツ作り。

　

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
が
「
手
紙
の
書
き
方
体
験
授

業
」
を
展
開
し
て
十
年
目
を
迎
え

た
。

　

今
年
コ
ロ
ナ
禍
で
、
セ
ミ
ナ
ー

は
全
て
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
新
し
い
提
案
を
打

ち
出
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
た
め
の
コ

ン
テ
ン
ツ
作
り
だ
。
体
験
授
業
の

た
め
の
テ
キ
ス
ト
教
材
は
あ
る
。

児
童
・
生
徒
は
、
そ
の
教
材
を
手

元
に
置
き
、
様
々
な
形
で
「
手
紙

の
書
き
方
」
の
授
業
が
行
え
る
。

　

教
師
が
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
っ
て

授
業
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
児

童
・
生
徒
が
自
分
で
、
動
画
を
見

な
が
ら
授
業
を
進
め
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
政
策
も
、

全
国
で
本
格
的
に
動
き
出
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
実
施
は
、
大

学
だ
け
に
限
ら
ず
、
も
う
そ
こ
ま

で
き
て
い
る
。

　

こ
の
秋
か
ら
、「
年
賀
状
の
書

き
方
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
で

き
る
よ
う
に
す
る
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。
動
き
出
し
た

の
は
、七
月
末
。十
月
の
セ
ミ
ナ
ー

で
お
披
露
目
す
る
と
い
う
、
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。

　

低
・
中
・
高
・
中
学
・
高
校
の

「
年
賀
状
の
書
き
方
」
の
た
め
の

コ
ン
テ
ン
ツ
の
原
稿
を
私
が
書
き
、

デ
ザ
イ
ン
を
嫁
の
有
紀
江
が
担
当

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
指
導
案
は
息

子
の
勇
生
。
家
族
総
出
。

　

今
年
の
年
賀
状
テ
キ
ス
ト
が
ま

だ
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
中
の
ス

タ
ー
ト
に
な
っ
た
。
二
週
間
ほ
ど

で
五
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ラ
フ
を

私
が
書
き
、
嫁
が
そ
の
後
、
デ
ザ

イ
ン
し
て
完
成
さ
せ
た
。

　

そ
し
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
基
に

動
画
の
た
め
の
台
本
を
五
本
書
き

上
げ
た
。
年
賀
状
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
も
十
枚
作
成
。
ま
あ
、
学
校
で

の
仕
事
が
な
い
か
ら
、
夜
寝
な
い

で
も
大
き
く
影
響
は
な
い
。
と
い

う
わ
け
で
、
退
職
し
て
か
ら
一
番

働
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

台
本
を
書
い
た
責
任
も
あ
り
、

新
宿
で
の
動
画
撮
影
に
立
ち
会
っ

た
。

　

低
学
年
・
遠
藤
真
理
子
先
生
、

中
学
年
・
雨
宮
久
先
生
、
高
学
年
・

渡
辺
喜
男
先
生
、
中
学
高
校
・
木

村
重
夫
先
生
と
、
退
職
者
の
そ
う

そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
。

　

五
本
の
授
業
動
画
を
一
日
で
撮

る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
は
な
い
。

　

さ
す
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
た
ち

の
授
業
は
安
定
し
て
い
る
。
は
っ

き
り
言
え
ば
、
台
本
な
し
で
コ
ン

テ
ン
ツ
ど
お
り
好
き
に
や
っ
て
も

ら
え
ば
、
き
っ
と
全
く
問
題
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

何
が
一
番
大
変
だ
っ
た
か
？

　

実
は
、
セ
リ
フ
ど
お
り
に
行
う

こ
と
だ
っ
た
。
カ
メ
ラ
の
下
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
書
か
れ
た
セ
リ
フ
が

小
さ
く
て
、
見
え
な
か
っ
た
の
だ
。

大
き
く
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
目

線
が
ず
れ
る
と
い
う
。

　

先
生
方
に
、
年
齢
と
と
も
に
落

ち
て
い
く
記
憶
力
と
闘
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
の
撮
影
と
な
っ
た（
失
礼
）。

　

谷
先
生
が
、
軌
道
に
乗
る
ま
で

見
守
っ
て
く
れ
て
心
強
か
っ
た
。

カ
メ
ラ
マ
ン
の
大
森
さ
ん
の
臨
機

応
変
な
対
応
、
ス
コ
ー
プ
の
方
々
、

安
田
さ
ん
、美
崎
さ
ん
、有
紀
ち
ゃ

ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
無
事
終
了
。

チ
ー
ム
で
な
い
と
仕
事
が
で
き
な

い
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
は
変
化
を
強
い
ら
れ
た
。
多

く
の
文
化
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
た
。

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
も
同
様
の
環
境
下
に
あ
る
。

開
催
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
正
直
心
配
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
参
加
者
千
名
を
達
成
し
た
。
そ
れ
も
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
企
画
運
営
で
の
成
功
だ
っ
た
。

　

サ
マ
ー
の
企
画
構
想
を
読
み
解
く
文
献
が
あ
る
。

﹃
ア
フ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
２　

Ｕ
Ｘ
と
自
由
﹄
で
あ
る
。

　

著
者
の
藤
井
保
文
は
以
下
の
概
念
を
示
し
た
。

１　

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
イ

シ
ョ
ン
）

　

こ
れ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
と
い
っ
た

領
域
に
お
け
る
変
革
の
こ
と
で
あ
る
。

２　

Ｕ
Ｘ
（
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）

　

こ
れ
は
、
新
た
な
顧
客
体
験
の
創
造
に
努
め
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
具
体
化
し
て
み
る
。

１
に
つ
い
て

サ
マ
ー
企
画
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
、
オ
ン
ラ

イ
ン
）
に
よ
り
物
理
的
障
害
を
克
服
し
た
。

　

全
員
が
「Zoom

」
の
会
議
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ロ

グ
イ
ン
し
、
自
宅
で
講
座
を
受
講
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
オ
フ
ラ
イ
ン
が
抱
え
る
物
理
的
障
害
を
克

服
で
き
た
。
移
動
を
要
し
な
い
。
諸
経
費
（
旅
費
、

宿
泊
費
等
）
が
削
減
で
き
る
。
そ
の
他
、
様
々
な

環
境
に
い
る
人
が
参
加
可
能
と
な
る
条
件
が
整
備

で
き
た
。

２
に
つ
い
て

　

サ
マ
ー
企
画
は
、
Ｕ
Ｘ
（
顧
客
体
験
の
創
造
）

に
よ
り
参
加
者
目
線
に
立
っ
た
運
営
を
実
現
し
た
。

従
来
の
内
容
に
加
え
て
、
音
楽
、
図
工
、
体
育
、

中
高
部
会
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
存
在
を
意
識
し

な
か
っ
た
人
に
も
視
野
を
広
げ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
校
種
間
に
あ
っ
た
様
々
な
価
値

観
、
研
究
成
果
を
ゆ
る
や
か
に
共
有
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
来
年
は
幼
稚
園
部
会
の
設
置
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
組
立
て
を
可
能
と
し

た
の
は
出
入
り
自
由
な
分
科
会
形
式
に
し
た
か
ら

で
あ
る
。

　

ま
た
、
単
発
の
接
点
を
も
つ
だ
け
だ
っ
た
従
来

の
運
営
を
変
え
、
長
く
寄
り
添
う
体
制
に
も
っ
て

い
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
を
一
過
性
の
も
の
に
し
な
い

た
め
、
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
資
料
を
準
備
し
た
。

さ
ら
に
は
、
動
画
配
信
、
ア
フ
タ
フ
ォ
ロ
ー
の
講

座
も
計
画
さ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
講
座
は
十
分
程
度
で
や
る
必
要
が
あ

る
。
密
度
の
濃
い
内
容
が
圧
縮
さ
れ
て
公
開
さ
れ

る
。
一
度
や
二
度
の
受
講
で
、
内
容
を
理
解
し
、

現
場
に
生
か
す
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。そ
こ
で
や
っ

て
終
わ
り
と
せ
ず
、
参
加
者
の
要
望
に
長
く
寄
り

添
う
体
制
が
と
ら
れ
た
。

　

今
回
の
サ
マ
ー
は
、
売
れ
ば
終
わ
り
で
は
な
く
、

価
値
あ
る
顧
客
体
験
を
提
供
し
、
消
費
者
に
長
く

寄
り
添
う
Ｕ
Ｘ
企
画
と
似
た
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
初
は
難
解
に
思
え
た
「
ア
フ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル

２
」
が
、
企
業
を
サ
マ
ー
運
営
者
に
、
消
費
者
を

サ
マ
ー
参
加
者
に
置
き
換
え
て
み
る
こ
と
で
、す
っ

き
り
理
解
で
き
た
。

未
曾
有
の
事
態
は
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

危
機
は
基
本
を
問
い
、
新
し
い
形
を
生
む
。

危
機
は
、
基
本
を
問
い
、

新
し
い
形
を
生
む

コ
ロ
ナ
禍
で
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
千
名
の
参
加
を
達
成
し
た
。
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
新
し

い
地
平
を
開
い
た
の
だ
。
参
加
者
目
線
で
時
代
の
変
化
を
読
み
、
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
、

日
々
の
経
験
か
ら
企
画
構
想
し
た
か
ら
で
あ
る
。

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

『アフターデジタル２　
ＵＸと自由』
（藤井保文著　日経ＢＰ）
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

変化はチャンス
肩の力を抜き、今できることに集中する。

「
全
然
大
丈
夫
だ
よ
。
肺
炎
ま
で

い
っ
て
い
な
い
。
風
邪
程
度
だ
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
病
気
に
例

え
て
向
山
先
生
は
こ
う
言
わ
れ
た
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、

大
き
く
変
化
し
た
社
会
。
感
染
へ

の
不
安
に
加
え
、
先
が
見
え
な
い

不
安
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

「Zoom

」
な
ど
、
想
定
外
の
働

き
方
で
生
じ
る
人
間
関
係
の
変
化
。

疲
労
感
や
、
人
と
接
す
る
こ
と
の

難
し
さ
か
ら
の
寂
し
さ
や
息
苦
し

さ
を
感
じ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
を
向
山
先
生
に

聞
い
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
冒

頭
の
言
葉
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
向
山
先
生
は
、

「
だ
っ
て
、
世
の
中
は
動
い
て
い

る
で
し
ょ
。
戦
争
の
方
が
大
変

だ
っ
た
。
心
配
す
る
必
要
な
し
」

　

き
っ
ぱ
り
と
言
わ
れ
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
マ
ス
ク
に
ま
つ

わ
る
原
稿
ば
か
り
書
い
て
い
た
が
、

読
者
の
方
か
ら
「
マ
ス
ク
を
着
け

た
く
て
も
病
気
な
ど
で
着
け
ら
れ

な
い
人
も
い
る
」
と
の
ご
指
摘
を

受
け
た
。
私
は
、
マ
ス
ク
着
用
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
過

剰
に
守
ろ
う
と
い
う
風
潮
に
流
さ

れ
、
世
界
の
状
況
に
比
べ
日
本
の

感
染
者
数
が
少
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
皆
同
じ
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
同
調
圧
力
に

と
ら
わ
れ
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

は
災
難
だ
が
、
こ
の
変
化
を
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
今
で

き
る
こ
と
に
集
中
す
る
。
向
山
先

生
の
言
葉
と
読
者
の
一
言
で
、
気

持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
で
き
た
。

︿
歴
史
的
な
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹀

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
会
議

も
セ
ミ
ナ
ー
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

が
主
流
と
な
っ
た
。

　

毎
年
、
全
国
か
ら
千
名
を
超
え

る
教
師
が
集
ま
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
も
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
だ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

に
な
っ
た
こ
と
で
、
子
育
て
中
の

先
生
や
初
め
て
参
加
す
る
と
い
う

先
生
方
が
た
く
さ
ん
い
た
。
地
理

的
な
制
約
を
受
け
ず
に
ど
こ
か
ら

で
も
参
加
で
き
る
。
ま
た
、
後
か

ら
動
画
や
資
料
を
再
確
認
す
る
こ

と
も
可
能
だ
。今
回
、五
〇
〇
ペ
ー

ジ
に
及
ぶ
テ
キ
ス
ト
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら

で
は
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
あ
っ
た
。

　

毎
年
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
議
員
の

皆
様
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

美
み

崎
さき

眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人	TOSS

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

︵
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
修
理
す
る
オ
ク
ム
︶

ニャティティの歌⑨
別の村の男たちがアレゴ村へやってきたとき
は、私が握手する人とだけ握手しなさい。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
に
は
、
ギ
タ
ー

や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
よ
う
な
ペ
グ

が
付
い
て
い
な
い
。
ヘ
ッ
ド
と
呼

ば
れ
る
横
木
に
弦
を
直
接
巻
い
て

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。

　

と
に
か
く
大
変
な
の
が
、
こ
の

弦
の
張
り
替
え
作
業
だ
。

　

ま
ず
、
半
分
に
裂
い
て
乾
燥
さ

せ
て
あ
る
ト
ウ
（
籐
）
を
、
一
日

お
風
呂
の
水
に
つ
け
て
柔
ら
か
く

す
る
。

　

柔
ら
か
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
更

に
半
分
に
裂
き
、
八
本
全
部
、
太

さ
と
長
さ
を
そ
ろ
え
る
。

　

次
に
、
こ
の
ト
ウ
の
ひ
も
を
よ

り
な
が
ら
ヘ
ッ
ド
に
編
み
込
む
よ

う
な
感
じ
で
巻
い
て
い
く
。

　

そ
の
先
に
、
ナ
イ
ロ
ン
製
の
漁

網
を
ほ
ぐ
し
て
作
っ
た
細
い
ひ
も

を
つ
な
ぎ
、
同
じ
よ
う
に
ヘ
ッ
ド

に
編
み
込
む
。
更
に
そ
の
先
に
、

ナ
イ
ロ
ン
弦
（
釣
り
糸
）
を
結
ぶ
。

　

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
や
す
い
よ
う

に
と
ト
ウ
を
緩
め
に
巻
け
ば
、
弦

の
張
力
で
形
が
崩
れ
る
。

　

形
を
整
え
や
す
い
よ
う
に
キ
ツ

く
巻
け
ば
、
今
度
は
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
の
と
き
、
手
の
皮
が
千
切
れ
る

ほ
ど
堅
く
な
っ
て
泣
き
そ
う
に
な

る
。

　

す
さ
ま
じ
い
力
仕
事
な
の
だ
。

男
の
楽
器
と
い
う
の
も
う
な
ず
け

る
。

　

し
か
も
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
は
弦

が
八
本
あ
る
か
ら
、
こ
の
作
業
を

八
回
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

　

ト
ウ
は
ケ
ニ
ア
産
の
も
の
で
な

け
れ
ば
Ｎ
Ｇ
。
日
本
で
も
東
南
ア

ジ
ア
産
の
も
の
は
手
に
入
る
け
れ

ど
、
堅
さ
や
太
さ
が
少
し
違
う
だ

け
で
音
色
が
変
わ
る
。

　

我
が
家
の
ス
タ
ジ
オ
に
は
、
オ

ク
ム
師
匠
が
弦
を
張
り
替
え
て
く

れ
た
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
が
一
台
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
置
い
て
あ
る
。

工
芸
品
み
た
い
に
美
し
く
て
、

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
糸
巻
き
の

形
が
崩
れ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い

か
ら
。

「
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
と

き
は
、
小
さ
い
カ
ー
ペ
ッ

ト
を
敷
く
と
よ
い
」

「
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
と
地
面

の
接
地
部
分
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
に
少
し
水
を
た
ら
す
と

滑
ら
な
く
な
る
」

「
外
で
演
奏
し
て
い
る
と

き
、
雨
が
降
っ
て
き
た
ら
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
で
ヘ
ッ
ド
の

部
分
を
覆
い
な
さ
い
」

「
別
の
村
の
男
た
ち
が
ア

レ
ゴ
村
へ
や
っ
て
き
た
と

き
は
、
私
が
握
手
す
る
人

と
だ
け
握
手
し
な
さ
い
」

　

こ
れ
は
妬
み
そ
ね
み
か

ら
く
る
呪
い
へ
の
予
防
策
で
あ
る
。

「
こ
の
楽
器
が
あ
な
た
を
守
り
、

こ
の
楽
器
が
あ
な
た
を
導
き
、
こ

の
楽
器
が
あ
な
た
を
い
ろ
い
ろ
な

場
所
へ
連
れ
て
行
く
だ
ろ
う
」

「
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
羽
ば
た
い

て
行
き
な
さ
い
」
…
…
。

　

オ
ク
ム
師
匠
に
は
、
教
え
て
欲

し
い
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
い
っ
ぱ

い
あ
っ
た
。

オンラインTOSSサマーセミナー。研究所隣の会議室から全国の先生方に向けて講演される
向山洋一先生と行雄先生。右は同セミナーのオンラインパーティで乾杯する笑顔の向山ブラ
ザーズ。
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「
ち
は
や
ふ
る
」
作
者
末
次
由
紀
氏
と
の
出
会
い

五
色
百
人
一
首
全
国
交
流
大
会
・
名
誉
会
長
に
！

小こ

宮み
や

孝た
か

之ゆ
き

原
作
:
東
京
都
板
橋
区
立
紅
梅
小
学
校

まんが：ナカジマ	ヤヨイ
『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年3月にリニューアル創刊
した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティ WEB　12月号　□CONTENTS□
【連載】

１．教えて！　専門家……明石要一氏（千葉大学名誉教授）
２．社会貢献活動Q&A……回答：関根朋子氏・質問：橋本信介氏
３．越智敏洋のNPO運営講座21……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●全文＆全画像カラー掲載！　

	 12月号まんがの原作エピソード大公開‼
●サマーセミナーでの「向山洋一五色百人一首生読み上げtime!」
　動画大公開‼

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

2020ファイナル向山塾！
次回は、半年後の2021年 （TOSS中央事務局　手塚美和）

沖縄
県
TOSS音楽Beatサークル

沖縄県浦添市立仲西小学校

金
きん

城
じょう

 貴
たか

裕
ひろ

連絡先：rohikata0210@gmail.com

笑顔で楽しく授業を学ぶサークル！
　５名の音楽教師で始めたサークル。10年目
を迎えた。月１回、例会を行っている。参加
者は小学校、中学校教師10名ほど。レポート
検討、模擬授業（音楽以外も可）、学級のお
悩み相談など、内容は様々。年６回、伝統文
化子ども教室を開催し「五色百人一首」（教
育技術研究所）の楽しさを地域の子供たちに
伝えている。LINEを利用した情報交換や最近
始めたZoomサークルも好評だ。

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2020年9月

九
月
三
日
㈭	

日
本
郵
便
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
教

材
開
発
会
議
。
向
山
洋
一
氏
の
自
宅
と
研
究

所
の
資
料
整
理
等
に
つ
い
て
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
と

打
合
せ
。行
雄
氏
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
対
談
を
収
録
。

九
月
五
日
㈯	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
の
重
要
な
課

題
を
長
谷
川
氏
、
小
嶋
氏
と
新
宿
で
打
合
せ
。

九
月
六
日
㈰	

サ
マ
ー
向
山
型
国
語
に
参
加
。

九
月
九
日
㈬	

兵
庫
合
宿
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
。

九
月
十
日
㈭	

中
央
事
務
局
会
議
。
全
国
の
中

央
事
務
局
を
「Zoom

」
で
つ
な
ぐ
。
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
他
の
重
要
事
項
を
協
議
。

九
月
十
二
日
㈯	

恒
例
の
向
山
塾
わ
い
わ
い

フ
ェ
ス
。
毎
回
百
人
以
上
の
人
が
来
て
く
れ
る
。

九
月
十
五
日
㈫	

郵
便
の
教
材
開
発
会
議
、
そ

の
後
青
年
事
務
局
会
議
。「Zoom

」
で
。

九
月
十
九
日
㈯	

サ
マ
ー
向
山
型
社
会
と
理
科

に
参
加
。
ど
ち
ら
も
大
人
気・大
盛
況
だ
っ
た
。

九
月
二
十
一
日
㈪	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
を
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。「
新

教
科
書
」
を
活
用
し
た
講
座
群
。
数
百
の
メ

デ
ィ
ア
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
。
五
百
ペ
ー
ジ
を

超
え
る
密
度
の
濃
い
テ
キ
ス
ト
。
後
日
の
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
等
々
…
…
。
こ
の
全
て

を
実
現
さ
せ
千
名
を
超
え
る
方
に
来
て
い
た

だ
い
た
。
歴
史
を
塗
り
替
え
た
日
と
な
っ
た
。

岡山県
TOSS岡山サークルWISH

岡山県岡山市立伊島小学校

吉
よし

田
だ

 真
ま

弓
ゆみ

連絡先：mayumi201422@gmail.com

仕事を続けるための原動力は、サークル！
　長い教師生活の中で、私の自慢は続けたこ
と。仕事ではなくサークルを。真剣に辞めた
いと思ったことが３回。立つことすらしんど
いときにも、この場所は明日また学校に行く
希望をくれた。子供を抱えながらも模擬授業
に挑戦する仲間の姿、相談に的確に答えてく
れるメンバーや小野氏。サークルにいたこと
が仕事を続ける一番の力だったと言い切れる。
扉をたたこう。その一歩が人生を変える。

【開催日】	 前半　2020年11月29日（日）名古屋会場（Zoomでオンライン開催）
	 後半　2020年12月6日（日）　大阪会場（Zoomでオンライン開催）
【講座開始】13時00分　　【開催場所】Zoomにて
【講師】11月・12月：向山洋一氏・谷和樹氏・伴一孝氏・師尾喜代子氏

11月：小嶋悠紀氏　12月：長谷川博之氏
〈第１講座〉向山型学級経営を自分の学級に落とし込むと、子供

はここまで伸びる！
11月：向山型学級経営の微細技術を追求する！～ (立候補２名)
12月：向山型学級経営の裏文化完全追試に挑む～ (立候補２名)
〈第２講座〉向山実践をディープに紐

ひも
解く！　映像全集の「あれ

ども見えず」を、谷氏が追試可能な形でえぐり出す。映像全
集の見方・考え方・切り取り方

11月：前半　12月：後半
〈第３講座〉伴の「向山洋一一筋30年、俺にしか語れない向山洋

一論がある～連続講座」
〈第４講座〉「新教科書」を向山型で授業する！〜「あなたの授

業のここを直せば、向山型に近づく」〜
　※発表者各２〜４人　谷氏解説
11月：算数　12月：国語

〈第５講座〉
11月：小嶋悠紀氏　若手よ、俺を追い抜け！　高校生の時から

向山洋一一筋。若手に聞いてほしい「若いときしかできない」
向山洋一の追いかけかた。

12月：長谷川博之　向山洋一の学校づくりを追試し続けた「教
務主任発！　向山型教育課程編成論」

〈第６講座〉連続講座だからこそ聞ける異次元のＱＡ講座！
11月：質問者谷→解答者伴のＱＡ講座　
12月：質問者伴→解答者谷のＱＡ講座休憩
〈第７講座　15時15分～15時35分（予定）〉帰ってきた向山・

師尾講座「言いたい放題」「聞きたい放題」
〈第８講座　15時35分〜15時50分〉谷の「向山先生のお宝実

物資料を読み解く」

新たなる学びでつなぐ叡
えい

智
ち

その教師力に挑戦する

九
月
一
日
㈫	

聖
路
加
病
院
で
血
流
検
査
。
自

宅
書
斎
工
事
の
見
積
り
に
、
教
え
子
の
五
十

嵐
工
務
店
。

九
月
二
日
㈬	

向
山
の
書
斎
を
修
繕
す
る
た
め

に
、
不
動
産
を
営
ん
で
い
る
高
校
の
友
人
尾

木
社
長
が
来
る
。
足
リ
ハ
ビ
リ
。

九
月
三
日
㈭	

谷
・
向
山
行
雄
対
談
、
研
究
所
。

九
月
四
日
㈮	

板
倉
先
生
や
木
村
先
生
、
井
上

先
生
た
ち
が
向
山
の
自
宅
整
理
。
書
斎
の
広

さ
は
十
六
畳
で
、
二
階
に
も
同
じ
広
さ
の
本

や
資
料
が
置
か
れ
て
い
る
。

九
月
六
日
㈰	

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
向
山
型
国
語

に
参
加
。

九
月
十
日
㈭	

夕
方
か
ら
中
央
事
務
局
会
議
。

全
国
の
中
央
事
務
局
長
も
参
加
し
て
四
十
名
。

オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
ま
で
出
席
。

九
月
十
一
日
㈮	

か
ん
ち
ゃ
ん
（
孫
）、
骨
折
。

九
月
十
二
日
㈯	

午
前
中
、
熊
本
サ
ー
ク
ル
訪

問
（「Zoom

」
に
て
）。
吉
永
順
一
先
生
と

お
話
し
を
し
た
。
午
後
は
向
山
塾
わ
い
わ
い
。

全
国
の
先
生
方
が
誕
生
日
を
祝
っ
て
く
れ
た
。

九
月
十
五
日
㈫	

誕
生
日
七
十
七
歳
。
昼
は
研

究
所
で
板
倉
先
生
や
木
村
先
生
、
雨
宮
先
生

も
参
加
し
て
お
祝
い
を
し
て
く
れ
た
。
夜
は
、

家
族
で
お
祝
い
。

九
月
十
七
日
㈭	

医
者
、
血
圧
一
二
六
―
七
八
。

奇
跡
的
な
数
値
。（
か
つ
て
は
二
〇
〇
だ
っ
た
）

九
月
十
八
日
㈮	

師
尾
氏
、
新
宿
で
郵
便
教
育

コ
ン
テ
ン
ツ
の
映
像
撮
影
。

九
月
十
九
日
㈯	

騒
人
社
の
二
階
か
ら
、

「Zoom

」
で
社
会
科
セ
ミ
ナ
ー
と
理
科
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
。
社
会
科
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

谷
が
資
料
の
読
み
取
り
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授

業
で
し
て
い
た
。
理
科
セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｑ
Ａ

に
思
わ
ず
答
え
て
し
ま
っ
た
。

九
月
二
十
一
日
㈪	

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
開
催
。
全
国
か
ら
千
名
の
先
生
方
が
参

加
さ
れ
た
。
議
員
さ
ん
た
ち
か
ら
も
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
た
。

九
月
二
十
三
日
㈬	

行
き
つ
け
の
店
で
、
偶
然
、

堀
田
先
生
と
遭
遇
し
、
話
が
盛
り
上
が
っ
た
。

九
月
二
十
六
日
㈯	

お
墓
参
り
。
お
寺
は
東
京

タ
ワ
ー
の
下
。
向
山
家
の
墓
は
、
タ
ワ
ー
の

足
か
ら
五
十
セ
ン
チ
の
位
置
。

九
月
二
十
七
日
㈰	

午
前
中
は
本
屋
。「W

iLL

（
ウ
ィ
ル
）」「
運
勢
暦　

令
和
三
年
」「
断
崖

の
愛
人
」（
笹
沢
左
保
著
）。
夕
方
か
ら

「Zoom

」
で
四
国
サ
ー
ク
ル
訪
問
。

九
月
二
十
八
日
㈪	

三
人
会
（
板
倉
、
師
尾
、

向
山
）。
旗
の
台
の
い
つ
も
の
店
。

12 月12 月
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withコロナの冬に向山型読書で教師力を高める
私の「お薦め本」と読書術特集

『教育トークライン』1月号
予告　12月15日発行

向山行雄　谷和樹　　板倉弘幸　師尾喜代子
椿原正和　吉永順一　松藤司　　長谷川博之
小嶋悠紀　伴一孝　　小森栄治　手塚美和
井戸砂織

編
集
後
記		

▼
職
場
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
重
視
す

る
三
つ
の
柱
に
つ
い
て
、
理
解
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
強
調
さ
れ
る
の
が
、
多

様
性
へ
の
理
解
や
主
体
性
、
問
題
解
決
能
力

の
育
成
で
す
。
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

な
ど
、
教
科
の
見
取
り
を
教
育
課
程
の
中
で

位
置
付
け
、
職
員
全
員
が
具
体
的
な
子
供
像

を
共
有
す
る
こ
と
＝
授
業
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
が
、
今
回
の
改
定
の
大
き
く
て
重
要
な

問
題
提
起
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。（
橋
本
）

▼
向
山
塾
仙
台
「Zoom

」
に
参
加
し
ま
し
た
。

板
倉
氏
発
掘
の
お
宝
資
料
を
取
り
上
げ
た
師

尾
氏
の
講
座
。
テ
ー
マ
は「
向
山
先
生
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」。
人
の
目
で
は
な
く
「
子

供
の
事
実
と
腹
の
底
か
ら
の
実
感
」
を
大
切

に
す
る
生
き
様
に
感
動
し
ま
し
た
。
本
誌
に

は
、
そ
ん
な
向
山
氏
の
生
き
方
の
エ
ッ
セ
ン

ス
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
手
塚
）

▼
特
別
連
載
の
ノ
ボ
ニ
シ
通
信
に
感
動
で
す
。

イ
ン
ド
と
ア
フ
リ
カ
の
日
本
と
は
全
く
異
な

る
風
土
や
、
子
供
た
ち
の
描
写
か
ら
、
西
阪

氏
の
思
い
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
本
号
特
集
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
必
要
性
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
ま
す
。
半
ば
諦
め
の

境
地
の
私
で
す
が
、
人
生
の
先
輩
で
あ
る
熊

本
の
吉
永
氏
は
、
そ
の
最
先
端
情
報
に
敢
然

と
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。（
板
倉
）

教育トークライン：第528号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21
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　タブレット端末を使わせる際に重要なのが「できる限り触れさせる」ことだ。確かに、破損、不適切
な検索、LINEいじめのような情報の送付などのトラブルは想定される。しかし、正しい使い方を教えれ
ばよい。タブレット端末を扱う経験を増やし、筆記用具のような自然なツールとしていく。

一人一台タブレット端末が導入されている。
システムとルールで、児童が使いやすい環境
をつくっている。

↑システム
100均のブックスタンドと電源タップを
組み合わせて、タブレット置き場にして
いる。出席番号で管理し、置き場所とケー
ブルは個人に割り当てている。そのため、
丁寧に扱われる。

↑ルール
タブレット端末の使用は教科の学習だけではない。係活動
などの時間も、児童が必要だと考えれば自由に使うことが
できる。そのようなときは、教室のどこで使用してもよい
ことにしている。

↑システム
タブレット端末を授業中に扱うときには、
譜面台が便利だ。機器操作を行いやすい角
度を自然と作ることができる。

←システム
AppleTVを導入しているので、タブレット端末か
らでも、無線でテレビに画面を映すことができる。
児童が自席から離れることなく画面に映し、発表
をすることができる。

京都府・京都教育大学附属桃山小学校 越
お

智
ち

 敏
とし

洋
ひろ

↑システム

↑ルール

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

輪郭英単語カード
2,500円（税込）
特典：送料無料
パスワード：z5wb25

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年9月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とびなわキング
（ブルー、レッド、
イエロー）
各750円（税込）
特典：1回の注文につき　
　級別シール　２種プレゼント
パスワード：0jumwy

鉄棒くるりんベルト
2,200円（税込）
特典：送料無料
パスワード：w9458l

10月号
で紹介！

11月号
で紹介！

TalkLine2020-12_H2-3_入稿.indd   1 20/11/04   10:51
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特
集
・
時
短
の
中
で
の「
成
績
評
価
」を
こ
う
す
る

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年11月15日発行（毎月1回15日発行）第528号

明日の授業にすぐに使える明日の授業にすぐに使える明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学小学小学小学1111年　国語「ものの名前」年　国語「ものの名前」年　国語「ものの名前」年　国語「ものの名前」 算数「どんなけいさんになるのかな？」算数「どんなけいさんになるのかな？」算数「どんなけいさんになるのかな？」算数「どんなけいさんになるのかな？」
小学小学小学小学小学222222年　国語「わたしはおねえさん」年　国語「わたしはおねえさん」年　国語「わたしはおねえさん」年　国語「わたしはおねえさん」年　国語「わたしはおねえさん」 算数「図をつかって考えよう」算数「図をつかって考えよう」算数「図をつかって考えよう」算数「図をつかって考えよう」
小学小学小学小学小学333333年　国語「案内の手紙を書こう」年　国語「案内の手紙を書こう」年　国語「案内の手紙を書こう」年　国語「案内の手紙を書こう」年　国語「案内の手紙を書こう」 算数「間の数」算数「間の数」算数「間の数」算数「間の数」
小学小学小学小学小学444444年　国語「感動を言葉に」年　国語「感動を言葉に」年　国語「感動を言葉に」年　国語「感動を言葉に」年　国語「感動を言葉に」 算数「帯分数の計算」算数「帯分数の計算」算数「帯分数の計算」算数「帯分数の計算」
小学小学小学小学小学555555年　国語「年　国語「年　国語「年　国語「年　国語「年　国語「あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、どう考えるどう考えるどう考えるどう考える」」」」算数「四角形や三角形の面積」算数「四角形や三角形の面積」算数「四角形や三角形の面積」算数「四角形や三角形の面積」
小学小学小学小学小学小学小学小学小学小学小学666666666666年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」年　国語「本の紹介文」 算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」算数「テスト勉強の仕方」

小学1年　国語「ものの名前」 算数「どんなけいさんになるのかな？」
小学2年　国語「わたしはおねえさん」 算数「図をつかって考えよう」
小学3年　国語「案内の手紙を書こう」 算数「間の数」
小学4年　国語「感動を言葉に」 算数「帯分数の計算」
小学5年　国語「あなたは、どう考える」 算数「四角形や三角形の面積」
小学6年　国語「本の紹介文」 算数「テスト勉強の仕方」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「ものの名前」 算数「どんなけいさんになるのかな？」
小学2年　国語「わたしはおねえさん」 算数「図をつかって考えよう」
小学3年　国語「案内の手紙を書こう」 算数「間の数」
小学4年　国語「感動を言葉に」 算数「帯分数の計算」
小学5年　国語「あなたは、どう考える」 算数「四角形や三角形の面積」
小学6年　国語「本の紹介文」 算数「テスト勉強の仕方」

中学校の授業実践
理科「実用電池をどう教えるか」
学活「これからのネット・リテラシー

教育には『契約書』が必須である」

特集

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す
工作指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

時短の中での
「成績評価」をこうする
時短の中での
「成績評価」をこうする

本当に大切なのは子供たちに力を付けること本当に大切なのは子供たちに力を付けること

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

未曾有の1年が終わる年の暮れ
来年こそはよい年になりますように！
未曾有の1年が終わる年の暮れ
来年こそはよい年になりますように！


